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章 章

1節 共通事項 １．「情報共有システム」とは、監督職員及び受注者の間の情報を電子的に交換・共有することにより業務効率化
 1.1.1 一般事項 １．この特記事項以外は下記に準拠する。但し、本工事に関係しない事項は適用しない。 　　を実現するシステムのことをいう。

１）衣浦東部広域連合工事請負契約約款 ２．本工事における情報共有システムは、(公財)愛知県都市整備協会が運営する「あいち建設情報共有システム」
２）工事請負契約書 　　を利用すること。(http://www.aichi-toshi.or.jp/akjs-ps/index.html)
３）国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 公共建築工事標準仕様書（建築工事編） （令和7年版） ３．情報共有システムは「愛知県情報共有運用ガイドライン」及び「愛知県建築局発注工事における情報共有シス
４） 〃 公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編） （令和7年版） 　　テム運用の手引き（案）」に基づき利用すること。
５） 〃 公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編） （令和7年版） 　　(https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kensetsu-kikaku/kenchiku-kijyun.html)
６） 〃 公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編） （令和7年版） ４．本システムを用いて作成及び提出等を行った工事関係図書については、システムにより電子納品することとし、
７） 〃 公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編） （令和7年版） 　　別途紙に出力して提出しないものとする。
８） 〃 公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編） （令和7年版） ５．成果品の提出について、CADデータは情報共有システムへ登録し、電子納品をする。また監督員の指示がある
９） 〃 建築物解体工事共通仕様書 （令和7年版） 　　場合は、その指示による。
１０）関係法令及び諸工事基準 １１）愛知県建築工事品質管理要領  *工事写真 * 工事写真の撮影時期、内容、枚数等は下記のとおりとする。

２．特記事項の適用優先順位　１． ⦿ 　　２．※　　　　 1）着手前 工事の着手に先だち、敷地、隣地及び周辺道路、建築物、工作物等の現況を撮影する。
　　ただし 　⦿　と 　※　　 のある場合は共に適用する。 2）工事中 ①黒板（白板）に所定事項を明記し、工事の進捗状況を撮影、記録すると共に、特に施工後隠ぺい
３．設計図書に関する疑義は原則として、入札執行前に質問書の提出によって確かめるものとする。 　又は埋設される部分は、被写体に幅広テープを添え撮影する。
４．本工事特記仕様書は公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)に対応している。 　記載事項：件名（工事名）、名称（工種）、位置、工程、備考、撮影年月日

 1.1.2 用語の定義 * 公共建築改修工事標準仕様書１.１.２「書面」の用語の意義を次に読み替えるものとする。 ②監督職員の指示により、適宜提出する。
「書面」とは、発行年月日が記載され、記名された文書をいう。なお、記名においては、氏名を併記せず、 ※デジタルカメラの撮影素子の有効画素数は100万画素程度から300万画素程度を標準とする。
氏又は名を記すだけでもよいものとする。 ※デジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、工事契約後、監督職員の承諾を得た上で、「デジタル

 1.1.3 官公署その他への * 工事の着手、施工、完成に当たり、関係官公署その他の関係組織への必要な届出手続等を遅滞なく行う。 　工事写真の小黒板情報電子化について」（https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kensetsu-kikaku/kenchiku-
届出手続等 　kijyun.htmlを参照）により行うことができる。

 1.1.4 工事実績情報シス * 請負代金額が500万円以上の工事は、(一財)日本建設情報総合センター(JACIC)の工事実績情報サービス * 竣工写真 * 竣工時　　外部（カラー　　　　　箇所）　　　　内部（カラー　　　　箇所）
テムへの登録 (CORINS)に、工事実績情報の登録を、その内容について監督職員の確認を（JACICの様式「登録のための確認

のお願い」に従って）受けた上、行う。（受注時、変更時、竣工時）また、登録後にJACICが発行する「登録内容確 １ 3節 工事現場管理
認書」を、監督職員へ提出する。  1.3.1 施工管理 * 主任技術者、監理技術者、特例監理技術者及び特例監理技術者の職務を補佐する者（以下、「監理技術者補佐」

 1.1.7 関連工事等の調整 工　　事　　区　　分 という。）の設置及びその他制度の運用については、「監理技術者制度運用マニュアル」（令和４年12月23日改正
）によるものとする。

 1.3.3 電気保安技術者 * ・ 配置する ・ 配置しない
設備スリーブ箱入 ※ ※ ※ 水槽・その他マンホール ※ 章  1.3.5 施工条件 * 1） 施工日・施工時間　制限　　・ 有（　　　　　　　）　　・ 無

１ 同上用構造体補強 ※ 厨房機器接続 ※ ※ 2）　施工に必要な実日数以外に見込んでいる事項
　〃　　　　防水処理 ※ 化粧棚及び鏡 　　準備期間　　・ 30日　※ （　　　）　　休日（年末年始休暇及び夏期休暇）　・ 9日　※ （　　　）
天井・壁埋込器具切込補強 ※ 天井下地共 実験台設備接続 　　その他の作業不能日　　・ （　　　　　：　　日）　　　　　※ 図示による
設備機器基礎・防水処理 ※ 防水処理又は配管 ワイランド用受台 ※ 3）　施工順序　　　　※ 無　　　　・ 有（　　　　　　　）　
設備機器用アンカーボルト ※ ※ ※ 機器類に伴うもの 防煙シャッター、同用煙感知器、 4） 工事車両の駐車場所　　場所制限　　　※ 有　（駐車場所：　※ 敷地内　　・（　　　　　　））　 　・ 無　

章 (外部)空気取入･換気ガラリ ※ 防火戸自閉装置及び ※ 5） 資機材置場所　　　置場制限　　※ 有 （置場所： ※ 敷地内　　　・（　　　　　　　））　 　・ 無
(内部)空気取入･換気ガラリ ※ 各間の配線 6） その他（　　　　　　　）
換気扇取付枠 ※ 同上盤までの電源送り ※ 一 * * 週休２日制工事実施対象工事 ※ 発注者指定 ・ 受注者希望 ・ その他 建築工事における

建物内外配線配管ピット蓋 ※ 排煙口開放装置  1.3.11 施工中の環境保全等 * 「土壌汚染対策法」､「県民の生活環境の保全等に関する条例」、「市民の健康と安全を確保する環境の保全に 週休２日制工事

建物内排水溝 ※ 排煙口手動開放装置 ※ 関する条例」による措置　 　・ 無　 　・ 有（詳細は図示による） 実施要領は

たて樋接続用横引管 ※ 消火栓組込発信器類及び取付 ※  1.3.12 発生材の処理等 １．引き渡しを要するものは監督職員の指定する場所に整理し、発生物件調書を作成し、施設管理者へ引き渡す。 愛知県建設企画課

発電機用 冷却用給水排水 ※ 減圧水槽以降 不燃性ｶﾞｽ消火設備への電源送り ※ ２．引き渡しを要しないものはすべて場外に搬出し、下記建設副産物の項及び関係法令等に従い適正に処理する。 HPから入手する

〃 燃料用油配管 ※ 燃料小出槽以降 同上制御盤及び制御配線 ※ 般 ３．本工事で発生する産業廃棄物のうち愛知県内の最終処分場に搬入する産業廃棄物については、愛知県産業 ことができます。

〃 通気管 ※ 電動黒板・電動バリマスク ※ 　　廃棄物税が課税されるので適正に取り扱うこと。 https://www.pref

一 〃 オイルタンク ※ への電源送り ４．ＰＣＢを使用している機器材料は、適切な容器に収めた上で引渡しを要する。撤去した機器のﾒｰｶｰ名・型番・ .aichi.jp/soshiki

動力制御盤及び配線 ※ 受水槽・高架水槽基礎 ※ 　　製造年月日を記載したリストを作成して発注者へ提出する。 /kensetsu-kikaku

自動制御盤及び配線 ※ 　〃　　・　　〃　　　架台 ※ ５．次の物品はＰＣＢの混入が疑われるため、専門の分析機関に依頼し、その有無を確認する。 /kenchiku-kijyun.

自動制御盤への電源送り ※ 天井・壁改め口 ※ 共 昭和47年以前の建築物：ポリサルファイド（チオコール）系コーキング html

ファンコイルへの電源送り ※ 床・改め口 ※ 平成元年以前の製造機器：蛍光灯安定器、コンデンサ、リアクトル、コンデンサ用放電コイル、
般 液面電極体リレー及び配線 ※ 汚水桝 ※  変圧器（絶縁油中の濃度0.5mg/kg以下のものは対象外） 愛知県建設副産物

床排水金物 ※ 　　上記以外においても、PCB混入の恐れがある場合は、監督職員と協議の上、確認すること。 ﾘｻｲｸﾙｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ実

流し台排水金物 ※ 雑排水桝 ※ ６．ＰＣＢ含有物以外で引渡を要するもの　（　　　　　　　　　） 施要綱、同関係様

　　〃　　　設備接続 ※ 雨水桝 ※ 通 * 特別管理産業廃棄物 * 分析調査　（　　　　　　　） 式は次の愛知県

* 建設副産物 １．発生材については、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」、「資源の有効な利用の促進に関する法律」及び 建設企画課HPから

共  1.1.8 疑義に対する協議等 * 設計図書について監督職員と協議を行った結果、設計図書の訂正又は変更を行う場合の措置は、契約書の規定に 　　「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（以下「建設リサイクル法」という。）その他関係法令の規定 入手することが

よるほか「愛知県建設局・都市・交通局・建築局設計変更事務取扱要領」（令和3年4月1日改正）及び 　　を遵守し「愛知県建設副産物リサイクルガイドライン実施要綱」（以下「リサイクルガイドライン」という。） できます。

「愛知県建築局設計変更ガイドライン」に定めるところによる。 　　に基づき、適正に処理する。 https://www.pref.

　（https://www.pref.aichi.jp/kensetsu-kikaku/gijyutsu/R03sekkeihenkouyouryou.pdf） 事 ２．事前に建設副産物情報交換システム（以下「COBRIS」と言う。）に登録及び必要事項を入力し、COBRISより aichi.jp/soshiki

 1.1.9 工事の一時中止 * 工事の一時中止の場合の措置は、衣浦東部広域連合工事請負契約約款に定めるところによる。 　　出力される、「リサイクルガイドライン」に定める計画書（①、②）を監督職員に提出する。 /kensetsu-kikaku

通 に係る事項 1）契約約款第20条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、「工事一時中止に伴う工事現場の 　　① 再生資源利用計画書（実施書）（様式1） ② 再生資源利用促進計画書（実施書）（様式2） /recycle-

 　維持管理等に関する基本計画書」（以下「基本計画書」という。）を提出し、発注者の承諾を得るものとする。 ３．工事完了時に「リサイクルガイドライン」に定める実施書（①、②）の内容をCOBRISに登録及び工事登録証明 guideline.html

　 なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来高、職員の体制、労働者数、搬入材料及び建設機械 　　書を作成し、監督職員に提出する。
　 器具等の確認に関すること及び工事現場の維持・管理に関する基本的事項を明らかにする。 項 ４．建設リサイクル法第9条第1項の対象建設工事に該当する工事は、再資源化等が完了したとき、同法第18条第 COBRIS

2）工事を一時中止する場合は、工事の続行に備え、工事現場を保全すること。 　　１項に基づく報告として、監督職員に「再資源化等報告書」を提出すること。 https://www.

事 ５．産業廃棄物管理表（以下「マニフェスト」という。）集計表を作成し、監督職員に提出する。マニフェスト集計表 recycle.jacic.

2節 工事関係図書 　　は任意様式とし、交付した全てのマニフェストについて、交付年月日、交付番号、車両ナンバー、廃棄物の内訳 or.jp

 1.2.1 実施工程表 * 概成工期   ・ 有（　　　年　　　月　　　日）　　　　　　※ 無 　　(ｔ又はｍ
3
)、マニフェストの照合･確認日（電子マニフェストの場合は、引渡し年月日、マニフェスト番号（連絡

 1.2.2 施工計画書 * つり足場を使用するすべての工事において、つり足場の組立・解体作業中の墜落・転落による労働災害防止の H22.7.23付22建企 　　番号）、車両ナンバー、廃棄物の内訳、運搬・処分・最終処分の終了日）が記載され、受注者の記名があるもの
方法等の記入及び愛知労働局労働基準部安全課長事務連絡（平成22年7月6日）の注意事項をふまえた 第332号建設企画 　　とする。また、紙マニフェストの場合は伝票を整理して保管し、必要に応じて検査員等に提示する。

項 施工計画書を作成し、監督職員に提出する。 課長通知 *撤去・更新時のﾌﾛﾝ等の取扱い * 「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」に基づいて行うこと。
 1.2.4 工事の記録等 * 報告に用いる書式等は、愛知県建設企画課HP　建設技術基準等（建築）の関連様式を参照。碧南市工事施工要領に準拠する。 * 分別収集 * 「リサイクルガイドライン」　別表３に従い、分別収集を行う。

（https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kensetsu-kikaku/kenchiku-kijyun.html） * 再資源化施設への * 工事に伴い発生する指定副産物のうち、次のものは再資源化施設へ搬出する。
１．本工事は電子納品の対象工事とする。 搬出 ※ コンクリート塊　　　※ アスファルトコンクリート塊　　　※ 建設発生木材　　　・（　　　　　　　）
２．対象となる成果品の作成については、「愛知県電子納品運用ガイドライン」及び「愛知県デジタル写真管理 * 再利用を図るもの * ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による
　　情報基準（案）」に基づくものとする。（https://www.pref.aichi.jp/site/cals/densinohin.htmlを参照。） * せっこうﾎﾞｰﾄﾞ処理 * ひ素・カドミウム含有せっこうボードの処理 ・ 製造業者に回収を委託 ・ 管理型最終処分場で埋立処分
　　ただし、電子納品チェックリストについては、他の書類に同様の内容を記載した場合、省略できるものとする。 * 上記及び石綿含有せっこうボード以外の処理 ・ 再資源化 ・ 管理型最終処分場で埋立処分
３．成果品の提出部数については、電子媒体（ＣＤ－ＲまたはＤＶＤ－Ｒ）２部とする。 4節 材　　　料
４．受注者は、電子納品に必要なハード及びソフト環境の整備を行うものとする。また、検査時（中間検査、完了検  1.4.1 環境への配慮 * 「愛知県環境物品等調達方針」（https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyokatsudo/0000009402.htmlを参照。）別
　　査）に写真情報等の閲覧機器を準備するものとする。 記2(25)に掲げられた一般資材、建設機械等の選定に当たっては、事業ごとの特性、必要とされる強度や耐久性、
５．仕様書に基づき監督職員に報告等を行う書面で電子データによるものについては、以下を基本とするが、監督 機能の確保、コスト等に留意しつつ、品目ごとの判断の基準を満足するものを使用するものとする。
　　員の指示がある場合はその指示による。  1.4.2 材料の品質等 １．本工事に使用する資材等は、品質が規格値を満足しかつ価格が適正である場合には、県内産の優先使用に
　　（１）電子媒体（ＣＤ－ＲまたはＤＶＤ－Ｒ）で完了検査時に１部提出する。 　　努めるものとする。　　
　　（２）「あいち電子納品運用ガイドライン」に準拠することとし、格納フォルダは「愛知県建築局発注工事における 図面番号
　　　　　情報共有システム運用の手引き（案）」における表６を参考とする。 ナニワ建築設計室 碧南消防署仮眠室改修工事
６．その他、電子納品に関する詳細な取扱いについては、発注者、受注者協議の上、決定する。

* 情報共有システム * 情報共有システムの試行 建築士登録番号 151655号 縮尺 A-01
・ 発注者指定方式　　本工事は、情報共有システムを利用し、工事施行にかかる手続き、文章の情報交換、 建築改修工事特記仕様書　１／９
　 　　　　　　　　　　　　　電子納品等を電子ネットワーク上で行うこと。 建築士氏名 杉浦勝裕
※ 受注者希望方式　　本工事は、受注者が希望する場合、監督員と協議のうえ、受注者の費用負担により、
　 　　　　　　　　　　　　　情報共有システムを利用し、工事施行にかかる手続き、文章の情報交換、電子納品 　　衣浦東部広域連合
　 　　　　　　　　　　　　　等を電子ネットワーク上で行うことができる。
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章 章

２．本工事において愛知県内で産出された木材（愛知県内で産出された木材を使用した製材加工品を含む。以下、 * 法定外の労災保険 * 本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。
　　「県産材」という。）を使用する場合は、以下による。 * 事故報告 * 工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督職員に通報するとともに、事故発生報告書を監督職員に速
* 県産材を使用する部位は、設計図書で定められた部位のほか、次のとおりとする。 やかに提出すること。

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　 * 工事中の安全管理 * 南海トラフ沿いの大規模な地震発生の可能性が平常時と比べて相対的に高まった旨の「南海トラフ地震臨時情報」
* 使用する県産材は、愛知県産材認証機構に登録された認定事業者（以下、単に「認定事業者」という。）が「あい が発表された場合、受注者は、継続的に地震関連情報の収集に努め、工事中の建築物等及び仮設物に対し、

ち認証材」として証明し、出荷したものとする。 必要な安全対策措置が実施されているかの確認、及び作業員や必要に応じ第三者に対する安全の再確認を
* 受注者は、工事現場に搬入した県産材が「あいち認証材」であることの確認を、出荷事業者が交付する、認定事 行うなど、有事に際しての備えを行うこと。

業者登録番号等（図－１）が明記された出荷伝票等により行う。 * 工事の下請負 * 受注者は、下請負に付する場合には、次の各号に掲げる要件をすべて満たさなければならない。
* 受注者は、出荷伝票に記載された出荷事業者が認定業者であることの確認を、愛知県産材認証機構が運営管 １）受注者が、工事の施工につき総合的に企画、指導及び調整するものであること。

理するＷebページ（http://www.aichi-wood.com）にて公表される認定事業者一覧により行う。 ２）下請負者は、当該下請負工事の施工能力を有すること。
図－１ ３）下請負者は、建設業法に基づく営業停止の期間中でないこと。

４）下請負者が碧南市の競争入札参加資格者である場合には、碧南市競争入札参加停止等措置要領に基づく
　　指名停止期間中でないこと。

３．本工事において使用する材料のホルムアルデヒド放散量等の適用に関する区分は、「F☆☆☆☆」、「接着剤 ５）下請負者は、「碧南市が行う調達契約からの暴力団排除に関する事務取扱要領」に掲げる排除措置の措置
　　等不使用」、「ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用」、「非ホルムアルデヒド系接着剤使用」、「非ホルム 　　要件に該当しない者であること。
　　アルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用」又は「非ホルムアルデヒド系接着剤及び * 施工体制 * 施工体制については「施工体制の適正化に向けての現場点検の手引き（案）」によること。
　　ホルムアルデヒドを放散しない材料使用」のいずれかとする。 １ * 施工体制台帳 * 建設業法第24条の８第１項の規定により作成した施工体制台帳（同項の規定により記載すべきものとされた事

１ * 再生資源の利用の * 使用する資材は、リサイクル資材の率先利用を図るため、「愛知県あいくる材率先利用方針」を遵守し、あいくる あいくる材認定資 項に変更が生じたことに伴い新たに作成されたものを含む。）の写しを監督職員に提出すること。
指定 材として認定されている資材の利用に努める。 材一覧、愛知県あ (公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律第15条）

1）愛知県あいくる材率先利用方針第3のAAｸﾞﾙｰﾌﾟ及びAｸﾞﾙｰﾌﾟの認定資材を優先的に使用する。 いくる材率先利用 * 施工体系図 * 下請契約を締結する場合においては、下請金額に関わらず施工体系図を作成し、工事現場の工事関係者及び
2）指定材一覧 方針、その他提出 公衆が見やすい場所（仮囲いなど）に掲示する。

書類の様式等は次 章 * 各種調査への協力 * 本工事が、公共事業労務費調査、共通費実態調査等の対象工事になった場合は必要な協力をすること。
章 ・ 指定しない ・ の愛知県建設企画 * 工事ｺｽﾄ調査の協力 * 本工事が低入札価格調査制度の調査対象工事となった場合は、工事完了時に愛知県が行う工事コスト調査に

・ 指定しない ・ 課HPから入手する 　 協力しなければならない。なお、コスト調査における作業内容等については別途、監督職員の指示によること。
　　あいくる材の指定があるものについて、上記一覧以外のものを使用する場合は、監督職員の承諾を要する。 ことができます。 また、本工事の一部を下請けする場合は、下請負者についても工事コスト調査等の協力を得ること。

3）指定材以外の使用に努める品目は、次のとおりとする。 https://www.pref. * 本工事における木材利用状況に関する調査に協力すること。 
　・ 再生加熱アスファルト混合物　　・ 再生路盤材　　・ ＰＣ製品　　・ 舗装用ブロック　　※（　　　　　　　）　 aichi.jp/site/ * 請負代金内訳書等 * 碧南市建設工事施行事務取扱要領の規定による「請負代金内訳書（以下「内訳書」という。）」は、種目別内訳、科目別内訳まで

* 再生資源の利用の * 工事完了時にあいくる材の使用実績をリサイクルガイドライン様式8「あいくる材使用状況報告書」及び様式9 aicle/ 作成し、工事請負契約締結後14日以内に監督職員に提出すること。なお、内訳書には、健康保険、厚生年金保険
報告 「あいくる材使用実績集約表」を電子データで監督職員に提出する。 及び雇用保険の法定福利費を明示すること。

5節 石綿含有建材の調査 一 * 契約約款第3条第1項の規定による「工程表」は、発注者から請求があった時に提出すること。
一  1.5.1 事前調査 * 大気汚染防止法に基づき、適正に対応すること * 騒音・振動対策 * ｢建設工事に伴う騒音振動対策技術指針（建設大臣官房技術審議官通達）」及び関連法規の規定を厳守し施工

* 調査範囲 ・ 図示による ・ (　　　　　　　　　　　　　　　　　)内装仕上げ材 する。また、騒音規制法、振動規制法の規制の対象となる作業（特定建設作業）及び下記に指定した建設機械に
* 既存の設計図書、調査報告書の貸与 ・ 有（　　　　　　　　）　　　・ 無 ついては、「低騒音型、低振動型建設機械の指定に関する規程」（建設大臣告示）により指定された建設機械を使
* 石綿含有分析調査 ※ 行わない ・ 行う（調査範囲：　　　　　　　分析方法：　　　　　　　　） 用する。

6節 施工調査 般 作業名： 建設機械名：
般  1.6.2 施工数量調査 * 調査範囲 ※図示による ・ 外壁 ・ 屋上防水 ・ 内装 ・ 塗装 ・（　　　　　　　） 作業名： 建設機械名：

* 調査方法 ※図示による ・ 打診法 ・ 赤外線法 ・ 反射法 ・（　　　　　　　） * 排出ガス対策型 * 排出ガス対策型建設機械の適用　 ※ 有り ・ なし
 1.6.3 調査破壊部分の補修 * 補修方法 （　　　　　　　） 建設機械 （対象機種：バックホウ、車輪式トラクターショベル、ブルドーザー、発動発電機、空気圧縮機、油圧ユニット、
7節 施　　　工 ローラー類、ホイルクレーン（いずれもディーゼルエンジン出力7.5～260KW））
 1.7.2 技能士 * ※ 適用する ・ 適用しない 共 （対象規制値：排出ガス対策型建設機械指定要領（国土交通省総合政策局）の別表１（１次基準値））

共 *貨物自動車等の車種 * 工事場所が「自動車ＮＯｘ・ＰＭ法」の規制対象地域内においては、「貨物自動車等の車種規制非適合車の使用
※ 鉄筋工事 加工及び組立て １級鉄筋技能士 適用工事は下記による 規制非適合車の使用 抑制等に関する要綱」（愛知県：https://www.pref.aichi.jp/kankyo/ondanka/car/yoko/index.html）に基づき、対象
※ コンクリート工事 型枠 １級型枠施工技能士 ※延べ5,000㎡ 抑制等に関する要綱 地域外からの流入車も含め、車種規制非適合車の使用抑制に努めるものとする。
※ 床コンクリートこて仕上げ １級左官技能士 　以上の工事 * 特定特殊自動車の * 受注者は、軽油を燃料とする特定特殊自動車の使用にあたって、燃料を購入して使用するときは、当該特定特殊
※ 防水工事 アスファルト防水 １級防水施工技能士 ・その他特に必要と 通 燃料 自動車の製作等に関する事業者または団体が推奨する軽油（ガソリンスタンド等で販売されている軽油をいう）を

通 ※ シート防水 　認められる工事 選択しなければならない。また、監督職員から特定特殊自動車に使用した燃料の購入伝票を求められた場合、提
※ 塗膜防水 示しなければならない。なお、軽油を燃料とする特定特殊自動車の使用にあたっては、下請負者等に関係法令等
※ シーリング を遵守させるものとする。

* その他必要と認められる技能検定の職種及び作業の種別（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） * 薬液注入工法 * 薬液注入工法により地盤の改良を行う場合は、「薬液注入工法による建設工事の施工に関する暫定指針」（建設
 1.7.5 施工の検査等 * 見本施工 ※ 行わない　　　・ 行う（　　　　　　）　　　 事 省事務次官通達）による。

事  1.7.9 化学物質の濃度測定 * 下記の室の揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監 * 石綿含有仕上塗材 * 既存の壁等に対して作業（仕上塗材の除去・補修、コア抜きやアンカーボルト打設作業など仕上塗材の破断を伴う全ての作業）
督職員に報告すること。 の除去・補修、 をする場合は、既存壁等の石綿含有仕上塗材使用の有無を確認し、石綿が含有されている場合は、除去工法、

* 測定時期　（　　　　　　　） 既存壁等への作業 作業方法等について関係法令所管部局及び監督職員と協議の上、適切な石綿飛散防止措置を講じること。
* 対象物質 ※ ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン　　・パラジクロロベンゼン　・（　　　　） * 建設業退職金共済 * 本工事に関わる自社及び下請負会社の中にこの制度を使用する者がある場合は、同制度に加入し、掛金収納
* 測定方法 ※ パッシブ型採取法　　　・ 文部科学省「学校環境衛生の基準」による　　　・（　　　　　　　） 　制度 書を提出しなければならない。制度を使用しない又は証紙を購入しない場合は、理由書等を提出する。

項 * 測定する室/測定箇所数 （　　　　　/　　　　　）　　（　　　　　/　　　　　）　　（　　　　　/　　　　　） 項 工事完成後、速やかに掛金充当実績総括表を作成し、検査員に掲示しなければならない。
8節 工事検査及び技術検査 * 契約後ＶＥ * 本工事は、契約約款第20条第2項に基づく提案を受け付ける契約方式（以下「契約後VE」という。）の
 1.8.2 技術検査 * 中間技術検査 ・ 行わない ・ 行う （実施回数：　　　　　　、実施時期： 　　　　　　　　　　） （ ※ 対象工事（契約金額が250万円未満の場合を除く。）　　　・ 対象外工事 ）とする。
9節 完成図等 * 契約後VEを行う場合には、「愛知県建設局契約後ＶＥ実施要領」の規定により行うものとする。
 1.9.1 完成時の提出図書 * 工事完了前に次の図書を作成し監督職員に提出する。 「愛知県建設局契約後ＶＥ実施要領」は、建設企画課HP（下記URL参照）に掲載している。

1) 完成原図（施工図を除く）　１部 2） 完成図（施工図を除く）の２つ折り製本　１部 https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kensetsu-kikaku/dobokugijyutsu-jiltushiyouryou.html
3）完成図（施工図を除く）及び契約図のＡ3版２つ折り製本（合本作成）　２部 * ＶＥ提案の範囲
4）契約図の２つ折り製本　1部 5） 保全に関する資料　1部 ※請負者がＶＥ提案を行う範囲は、設計図書に定められている内容に関する変更により請負代金額の低減を伴
6）施設台帳の作成又は整備 (高等学校及び特別支援学校を除く) 7） その他必要書類　1部 　うものとする。［工事全体をＶＥ提案の対象とする場合］
8）契約図・完成図（施工図を除く）のPDFﾌｧｲﾙ（公共建築課PDFﾌｧｲﾙ作成ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝによる）　　　CD-RまたはDVD-R　　2部 ・ 請負者がＶＥ提案を行う範囲は、設計図書に定められている内容のうち、工事材料及び施工方法等に関する

 1.9.2 完成図等 * 完成図の種類は下記とする。 　変更により請負代金額の低減を伴うものとし、原則として工事目的物の変更を伴わないものとする。［工事目
１．配置図　　２．平面図・求積図　　３．仕上表　　４．施工図　　５．その他監督職員の指示するもの 　的物をＶＥ提案の対象としない場合］

* 原図作成方法 ※ CAD作成し紙出力 紙の種類 ※ PPC用ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙｻﾝﾄﾞ和紙同等品 ・ ﾄﾚｰｼﾝｸﾞﾍﾟｰﾊﾟｰ ・（　　　　　　　　　　）［その他ＶＥ提案を求める範囲によって適宜記載する］
サイズ ※ 設計原図と同じ ・（　　　　　　　　　） * ＶＥ提案の実施にあたり、関係機関協議等第三者との調整等を要する提案については、あらかじめ、請負者が主
ＣＡＤデータ ・ 提出する（　・ 愛知県電子納品運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに基づく　　・ 監督職員との協議による  ) 体となり当該第三者との事前調整等を行い、実施の見込みがある提案であること。

・ 提出しない * CCUSの活用 * 建設キャリアアップシステムの活用に関して、工事成績評定において評価を希望する場合は、工事着手まで
CAD図面の作成にあたっては国土交通省「建築CAD図面作成要領（案）」に基づいて作成する。 に工事打合せ簿により申し出るとともに、工事完了時に活用状況を確認できる資料を監督員に提出すること。

* 複写図作成方法　　・ 1.8.1完成時の提出図書3）に代える　　　・ （　　　　　　　　　） 1節 共通事項
 その他 ２  2.1.3 騒音･粉じん等の対策 * 騒音・粉じん等の対策　　・防音パネル　　　・防音シート　　　※ 図示による

* 光熱水費 * 建物引き渡しまでの電気、水道、ガス等の料金（基本料金を含む）は、協議の上、各工事受注者が負担する。 章 * 防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲等　　　※図示による　　　・（　　　　　　　）
* 現場代理人等 * 現場代理人においては、受注者との直接的な雇用関係、主任技術者（監理技術者）、専門技術者においては、受注者との 2節 足場等

直接的かつ恒常的な雇用関係があること。 仮  2.2.1 足場等 * 足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（平成21年4月24日厚生労働省労働基
* 契約約款第11条に規定する現場代理人、主任技術者（監理技術者）の通知は、所定の様式（現場代理人等通知書）により、 設 準局長　基発第0424002号）に規定する「手すり先行工法等に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感の

監督員を通じて発注者に提出しなければならない。また建設業法に基づく監理技術者補佐、専門技術者を定めたときも 工 ある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は
同様とする。 事 変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の（２）手すり据置方式又は２の（３）

* 受注者は、主任技術者について建設業法施行令第27条第2項の規定に基づき他の工事と兼務させる場合や監理技術者に 手すり先行専用足場方式により行う。
ついて同施行令第28条及び第29条の規定に基づき監理技術者補佐を専任で配置することにより他の工事と兼務させる場合 図面番号
にあっては、所定の様式により兼務届を作成の上、新たに契約した工事については工事請負契約締結後５日以内に、現に ナニワ建築設計室 碧南消防署仮眠室改修工事
施工中の工事については原則兼務期間の始期より前に、監督職員を通じて発注者に提出すること。

* 監理技術者の兼任要件等については、「建設業第26条第3項ただし書の規定の適用を受ける監理技術者の配置要件 建築士登録番号 151655号 縮尺 A-02
について」のとおりとする。（https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kensetsu-kikaku/tokureikanrigijutusha.htmlを参照） 建築改修工事特記仕様書　２／９

* 火災保険等加入 * 改修工事の保険の種類は、建設工事保険、火災保険又は組み立て保険とする。（建築工事事務の手引 参考2 建築士氏名 杉浦勝裕
方法等 「愛知県建築工事に係る火災保険等の加入方法」による）期間は、工事資材の現場搬入の日から工事目的物の

引渡しの日までとする。（特に定めのない限り、契約上の工事完成期日経過後１４日間とする。）保険金受取人 　　衣浦東部広域連合
（被保険者）は、受注者とする。

No.2a No.2b

この木材は、＜あいち認証材＞です。
愛知県産材認証機構認定事業者登録番号Ｎo．○－○○○

施　工　場　所 品　　　　目 規　　　　格 再生原料等の指定

適用職種 標準仕様書　工事種別 標準仕様書　工事の細分 資格(技能検定における選択作業) 備　　　　考

検
図

製
図

設　計
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章 章

* 屋根面からの墜落事故防止対策として、必要に応じて、JIS A8971（屋根工事用足場及び施工方法）に基づき、建 * 固定金具の材質、形状及び寸法
方作業台、渡り廊下、墜落防護さく等の足場及び装備機材を設置する。 ※防錆処理した鋼板､ｽﾃﾝﾚｽ鋼板又はそれら鋼板の片面若しくは両面に樹脂を積層加工したもので厚さ0.4㎜以上

* 外部足場 ・ 図示による　　　　　・（　　　　　　　　　　　）
※ 枠組足場またはくさび緊結式足場　・ 単管本足場　・ 仮設ゴンドラ　・ 移動式足場　・（ 　　　 　　） * 断熱工法に用いる断熱材　　種類及び厚さ　　　　・ 図示による　　　　・（　　　　　　　　　）

設置するシート等 ・ 防護シート(JISA8952)　・ 防護ネット(JISA8960)　・ 防音シート　・（　　　　　　）  3.5.3 種類及び工程 * 新規防水層の種別 ・（　　　　　　　）　　　　・ 図示による
２ 足場、防護シート等の設置範囲　　※ 図示による ３ * 脱気装置の種類、設置数量 ※ ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ製造所の仕様による　　　・ 図示による

* 内部足場 ※ 脚立・足場板等 ・ 枠組足場またはくさび緊結式足場 ・ （　　　　　　　） * 仕上塗料の種類　　（　　　　　　）　　　　・ 図示による
* 材料、撤去材等の運搬方法 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種 ・ Ｅ種 ・（　　　　　　　） [表2.2.1] 使用量 ※ ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ製造所の仕様による　　　・ 図示による
* 高さが５ｍ以上の箇所での作業を行う場合、労働安全衛生規則の各規定により使用する要求性能墜落制止用器具は * SI-M1及びSI-M2の場合の防湿用ﾌｨﾙﾑの設置　　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　）

フルハーネス型とし、「墜落制止用器具の規格」（平成３１年１月２５日厚生労働省告示第１１号）によるものとする。 章 * S-C1の場合の保護ﾓﾙﾀﾙの塗厚　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　　）
章 3節 養　　生  3.5.4 施　　工 * 接着工法の場合で下地がﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄの場合の目地処理　　　　　※ 図示による　　　　・（　　　　　　）

 2.3.1 既存部分の養生 * 既存部分の養生 ※ ﾋﾞﾆﾙシート、合板等により適切に行う　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　） * S-F1又はSI-F１の場合のﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ下地の入隅部の増張り　　　※ 図示による　　　・（　　　　　）
* 既存部分の既存家具、既存設備等の養生方法　　　※監督職員の承諾を受けてﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ等で行う　　　・図示による * 一般部のﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ張付(機械式固定法)で建築基準法に基づく風圧力に対応した工法　　※ 図示による　
* 既存ブラインド、カーテン等の養生方法　　・図示による　　・ビニルシート等　　　・保管場所（　　　　） * 屋内保護密着工法の場合の保護層の施工[立上り部の保護ﾓﾙﾀﾙ塗厚]　　※ 7㎜以下　 ・ 図示による　 ・（　　　　）
* 固定された備品、机・ロッカー等の移動　　・図示による　　　・移動しない 6節 塗膜防水

 2.3.2 仮設間仕切り * 種別 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 [表2.3.1] 設置箇所 ※ 図示による  3.6.3 種別及び工程 * 新規防水層の種別 ※ 表3.6.1による　　　　・（　　　　　　　）　　　　・ 図示による
Ａ種、Ｂ種の場合の材料 ・ 合板（厚さ　 ※ 9㎜　　・（　　　　）㎜）　 ※ せっこうボード（厚さ　 ※ 9.5㎜　　・（　　　　）㎜） * 仕上塗料の種類　　（　　　　　　　　）　　　　・ 図示による
間仕切りへの仕上げ ※ 無　　　・ 有（範囲及び仕上げは図示による） 防 使用量　　　　・ 図示による　　　　※ 主材料製造所の仕様による　　　　　・（　　　　　　）

仮 * 仮設扉 * 仕様 ※ 合板張り木製扉程度　　・（　　　　　　　） 設置箇所　　※ 図示による　　・（　　　　　　） * 絶縁工法における脱気装置の種類及び設置数量　　・ 図示による　　※ 主材料製造所の仕様による　　・（　　　　　　）
4節 仮設物 * 保護コンクリートの仕様 ・ 図示による　　　　　・（　　　　　　　　）
 2.4.1 監督職員事務所、 * 監督職員事務所　　※ 設けない　　・ 構内に設ける（　　　　）㎡程度　　・ 既存建物内の一部 7節 シーリング

受注者事務所等 監督職員の指示を受け、必要に応じて次の備品を置く。 水  3.1.4 改修方法の種類 * 改修工法の種類 ※ 図示による　　　・ ｼｰﾘﾝｸﾞ充填工法　　　　・ ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法　　　 [表3.1.2]
* 監督職員事務所の * 標準備品 机、いす、書棚、行事予定表、ゴム長靴、雨合羽、保護帽、懐中電灯、寒暖計、墜落制止用器具、 及び工程 ・ 拡幅ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法　　　　　・ ﾌﾞﾘｯｼﾞ工法

設 備品 衣類ロッカー、受注者加入の電話子機、冷暖房機器、消火器、湯沸器、掃除具  3.7.2 材　　料 * ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類 ・ 図示による　　　※ [表3.7.1]による　　　・（　　　　　） * シーリング材表面の仕上 ・仕上げなし
* 受注者事務所、 * 選択備品 ・ パソコン　　　・ プリンター　　　・ ＦＡＸ　　　・ 複写機  3.7.3 目地寸法 * ｺﾝｸﾘｰﾄ打継ぎ目地及びひび割れ誘発目地寸法　　・ 図示による　　※ 幅20㎜以上、深さ10㎜以上　　・（　　　　　）

材料置場その他 * 受注者事務所（設ける場合） ※ 構内（従業員宿舎除く） ・ 構外 改 * ガラス周りの目地　　　　・ 図示による　　　　※ 幅・深さとも5㎜以上　　　　・（　　　　　　）
仮設物の設置場所 * 材料置場 ※ 構内 ・ 構外 * 上記以外の目地　　　　・ 図示による　　　※ 幅・深さとも10㎜以上　　　・（　　　　　　）

* その他仮設物 ※ 構内（従業員宿舎除く） ・ 構外  3.7.8 シーリング材の試験 * 接着性試験 ※ 簡易接着性試験　　　・ 引張接着性試験　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　）
工 * 建設工事名称板及び * 建設工事名称板 ・ 設ける ※ 設けない ・ 他工事と共同設置 1,200以上 8節 と　　い

建設現場標識の設置 * 建設現場標識 ※ 設ける（他工事と共同設置を可とする） ・ 設けない 修  3.8.2 材　　料 * 材種等 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　） [表3.8.1]
* 表面処理鋼板の場合 表面及び裏面の塗膜の種類※図示による ・（　　　　　　　） 耐酸被覆鋼板　　　・ 使用する　　　・ 使用しない

工事名 ○○消防署改修建築工事 * とい受金物､足金物の材種､形状及び取付け間隔　　・ 図示による　　※ 表3.8.2により溶融亜鉛めっきを行ったもの
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○○消防署改修電気工事 多雪地域 ・ 適用する　　　　　　・ 適用しない
事 ○ ○ ○ ○ 消 防 署 改 修 工 事 ○○消防署改修管工事 工  3.8.3 工　　法 * 既存とい、その他の撤去及び降雨等に対する養生方法 ・ 図示による　　　・（　　　　　　　　）

建　設　工　事　名　称　板　（例） 工　　期 ○○年○○月○○日まで * 鋼管製といの防露巻き ・ 図示による　　　※ 表3.8.4による　　　・（　　　　　　　　）
工 期 令 和 ○ 年 ○ 月 ○ 日 900以上 発　注　者 衣浦東部広域連合 * たてどい受金物の取付け ・ 図示による　　　・（　　　　　　）

工事監理者 ○○建築設計事務所 * ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝの取付工法 ・ 図示による　　　※ 3.8.3（8）による　　　・（　　　　　　　　）
発 注 者 衣 浦 東 部 広 域 連 合 工事施工者 ○○建設株式会社 事
工 事 監 理 者 ○ ○ 設 計 事 務 所 〃 ○○電気設備株式会社 9節 アルミニウム製笠木
工 事 施 工 者 ○ ○ 建 設 株 ○○機械設備株式会社  3.9.2 材　　料 * 部材の種類 ・ 押出250形 ・ 押出300形 ・ 押出350形 ・ 板材折り曲げ形（・ ｵｰﾌﾟﾝ形式　　・ ｼｰﾙ形式）

建　設　現　場　標　識　（例） 板材折曲げ形の場合 本体幅　　※ 図示による　　・（　　　　　　）
1節 一般事項 板厚　　・ 図示による　　※ 2.0㎜　　･（　　　　　）

* 保証期間 * 防水の保証期間は工事目的物引渡しからモルタル防水５年、その他防水１０年とする。 * 表面処理の種別 ・（　　　　　　　　）　　　　・ 図示による [表5.2.2]
 3.1.3 施工一般 * 降雨等に対する養生方法 ※ 3.1.3(5) による ・ 図示による ・（　　　　　　　）  3.9.3 工　　法 * 既存笠木撤去及び新規笠木の下地補修の工法 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　　）
1節～6節　防水工事 * 防水改修工法･種別 ・ 図示による * 板材折曲げ形笠木の取付け方法 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　　）

３  3.1.4 改修工法の種類 * 立上り部等の既存防水層及び保護層の撤去 ・ 撤去しない　　　・ 図示による * 建築基準法に基づく風圧力に対応した工法 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　　）
･工程 * 屋内防水で、新規防水工法にて保護層を新設　・ 新設する　・ 図示による

 3.2.5 ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ回りの処理 * P0AS、P0ASI、P0D、P0DI、P0S、P0SI、P0X工法における改修用ドレンの設置　　
工法（　　　　）　　・ 設置する　　　・ 設置しない　　・ 図示による 1節 一般事項

章  3.2.6 既存下地の処理 * 既存下地　補修箇所の形状、長さ、数量等　　　　　※ 図示による　　　　・（　　　　　　　）  4.1.4 外壁改修工法の種類 外壁仕上 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げ モルタル塗り仕上げ タイル張り仕上げ
* 既存防水層の処理[L4X工法] 仕上げ塗装の除去　　　※ 図示による　　　　・（　　　　　　　　） 　部 位
* P0S工法及びP0SI工法(機械)における 既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした場合の既存防水層の処理 ひび割れ部 ・ 樹脂注入工法 ・ 樹脂注入工法 ・ 樹脂注入工法

・ 図示による　　　　※ 3.2.6(4)(ｳ)(g)による　　　　・（　　　　　　） ４ ・ Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法 ・ Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法
* 設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環取付部、塔屋出入口部及び ・ シール工法 ・ シール工法
* 防水層末端部等の収まり部の処理　　　・ 図示による　　　・ 監督職員と協議 ・ 図示による ・ 図示による

3節 アスファルト防水 章 欠　損　部 ・ 充填工法 ・ 充填工法 ・ タイル部分張替え工法
 3.3.2 材料 * 改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ　　　・ 図示による　　　※ 表3.3.3～表3.3.9による　　　　・（　　　　　） ・ モルタル塗替え工法 ・ タイル張替え工法

防 * 部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類､厚さ　・ 図示による　　※ 表3.3.3～表3.3.9による　　・（　　　　　） 浮　き　部 ・ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 ・ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
* 押え金物　材質及び形状寸法　　・ 図示による　　※ アルミニウム製Lー30×15×2.0㎜程度　　・（　　　　　） ・ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 ・ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
* 屋根保護防水断熱工法に用いる断熱材厚さ　　　・ 図示による　　　　・（　　　　　） 外 ・ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ ・ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法
* 屋根露出防水断熱工法に用いる断熱材の種類及び厚さ　　　　・ 図示による　　　　　・（　　　　　　）  　注入工法 ・ 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

水 * 絶縁用シート材料　　・ 図示による　・ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ@0.15㎜以上　・ ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ(70g/㎡程度)　・（　　　　　） ・ 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ ・ 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
* 立上り部の保護の乾式保護材　　　　　　　・ 図示による　　　　　　・（　　　　　　　） 壁 　 樹脂注入工法 ・ 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰ
* 立上り部の保護のれんが　　　　　　　　　　・ 図示による　　　　・（　　　　　　） ・ 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ ｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

 3.3.3 種類及び工程 * 屋根保護防水　　新規防水層の種類及び工程　種別　　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による [表3.3.3] 　 樹脂注入工法 ・ 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂
改 * 立上り部への断熱材及び絶縁用シートの設置　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　） ～[表3.3.6] 改 ・ 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰ 注入ﾀｲﾙ固定工法

* 立上り部における保護工法　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　）  　ｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法 ・ タイル部分張替え工法
* 屋根露出防水、屋根露出防水絶縁断熱工法　新規防水層の種別　　・（　　　　　）　　　・ 図示による [表3.3.7] ・ 充填工法 ・ モルタル塗替え工法 ・ タイル張替え工法
* 仕上塗料の種類　（　　　　　　）　　　・ 図示による　 ～[表3.3.9] 修 目　　　地 ・ 目地ひび割れ部改修工法

修 使用量　※ ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様による　　　・ 図示による　　　　・（　　　　　　） ・ 伸縮目地改修工法
* 脱気装置の種類、設置数量　　　・ 図示による　　　※ ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所の指定による  4.1.5　 改修後の塗り * 改修後の新規仕上げの種類 ※図示による ・ 薄付け仕上塗材塗り ・ 厚付け仕上塗材塗り
* 屋内防水　　新規防水層の種類及び工程　種別 ・（　　　　　　　）　　　　・ 図示による 工 仕上げの種類 ・ 複層仕上塗材塗り ・ 可とう形改修用仕上塗材塗り ・ 各種塗料塗り
* 保護層の設置 ・（　　　　　　　）　　　　・ 図示による ・ マスチック塗材塗り ・ 外壁用塗膜防水材塗り

工 E-1の工程３ ・ 図示による　　　　※ 常時水に接する部位に適用　　　　　・（　　　　　） 2節 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げ外壁の改修
 3.3.4 施　　工 * ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類のﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ回り及び立上り部周辺の断熱材張りじまい位置　　・ 図示による　　　・（　　　　　　） 事 3節 ﾓﾙﾀﾙ塗り仕上げ外壁の改修
 3.3.5 保護層等の施工 * 平場の保護ｺﾝｸﾘｰﾄ　　　厚さ　　・ 図示による　　　※ こて仕上げ80㎜以上、床タイル張り等仕上げ60㎜以上  4.2.4 材　　料 * Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法に使用するｼｰﾘﾝｸﾞ材 ※ ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材（ ・ 1成分形　 ・ 2成分形）　 ・（　　　　　　）

こて仕上げの場合の平たんさ　　・ 7㎜以下/3ｍ　　　・ 10㎜以下/3ｍ　　　・ 10㎜以下/1ｍ [表8.1.5] (4.3.5 　材　　料） * ｼｰﾙ工法材料 ・ パテ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂 ・ 可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂 ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による
事 * 立上り部保護方法 ・ 図示による　　　　・（　　　　　　　　） れんが押さえの場合　工法　　　　　・ 図示による * 充填工法材料 ・ ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ ・ ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による

* 屋上排水溝 ※ 図示による　 　・（　　　　　　　）  4.2.5 樹脂注入工法 * 種類 ※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法（注入間隔　※ 200～300㎜　・（　　　　　　）、樹脂注入量：　　　　　）
4節 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水 （4.3.2 ひび割れ部改修 ・ 手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　（注入口間隔：　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 3.4.2 材　　料 * 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ 種類及び厚さ ・ 図示による　　 ※ 表3.4.1～表3.4.3までによる　　 ・（　　　　　　　） 共通事項 ・ 機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　（注入口間隔：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

* 押え金物 材質、形状及び寸法 ・ 図示による　 ※ アルミニウム製L-30×15×2.0㎜程度　 ・（　　　　　） 図面番号
* 屋根露出防水断熱工法に用いる断熱材（発泡ﾌﾞﾗｽﾁｯｸ断熱材）の種類及び厚さ　　・ 図示による　　・（　　　　　） ナニワ建築設計室 碧南消防署仮眠室改修工事

 3.4.3 種類及び工程 * 新規防水層の種別 ・（　　　　　　　）　　　　・ 図示による
* 仕上塗料の種類　　（　　　　　）　　　・ 図示による 建築士登録番号 151655号 縮尺 A-03

使用量　※ ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所の仕様による　　　・ 図示による　　　　・（　　　　　　） 建築改修工事特記仕様書　３／９
* 脱気装置の種類、設置数量 ※ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ製造所の仕様による ・ 図示による 建築士氏名 杉浦勝裕

5節 合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水
 3.5.2 材　　料 * ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ種類及び厚さ ・ 図示による　　　※ 表3.5.1～表3.5.3までによる　　　・（　　　　　　　） 　　衣浦東部広域連合

* 絶縁用シート及び可塑剤以降防止用シートの材質※ 発泡ポリエチレンシート　　　　・ 図示による　　　　　・（　　　　　　　　）
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 4.3.6 樹脂注入工法） * ひび割れ部の注入状況の確認方法 ※ コア抜き取り ・（　　　　　　　　）　　　　 * 断熱ドア、断熱サッシとする場合の断熱性の等級 ・図示による　　　・（　　　　　　　　　　）
 4.4.6 コアの抜き取り個数 ※ 1個/長さ500mごと及びその端数 ・（　　　　　　　）  5.2.3 材　　料 * 網戸 防虫網 材質 ※ 合成樹脂製　　・ ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製　　・ ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS316）　　・ 図示による

抜取り部分補修方法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 線径､網目　・ 線径0.25㎜以上、網目16～18ﾒｯｼｭ(合成樹脂) 　 ・（　　　　　　）　 ・ 図示による
 4.3.5 材　　料 * モルタル塗替え工法用材料 モルタル　　・現場調合材料　　 ・既調合材料（　　　　　）　　 ・（　　　　　）  5.2.4 形状及び仕上げ 表面処理の種別 ・（　　　　　　　）　・ 図示による　　　C種における常温乾燥形の塗装（　　　　　　） [表5.2.2]

既製目地材 ・ 使用する（形状　　　　　　）　　　・ 使用しない 色 ※ 標準色　　　・ 特注色 結露水の処理方法（　　　　　　　　）
（4.4.5 材　　料） * ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ注入工法用材料  5.2.5 工　　法 * 水きり板 ・ 図示による　　　・（　　　　　　　　） ぜん板　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　）

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ ※図示による ・（　　　　　　　） 3節 樹脂製建具
ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ材質等 ※ｽﾃﾝﾚｽ鋼SUS304　呼び径4㎜の丸棒で全ネジ切り加工したもの　　　・（　　　　　　　）  5.3.2 性能及び構造 * 耐風圧性、機密性、水密性 ・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ 図示による　　・（　　　　　　　　　　） [表5.3.1]

* 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ注入工法材料　　注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ材質等※SUS304　呼び径外径6㎜ ・（　　　　　　） 枠の見込み寸法 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　　）
４  4.3.10 モルタル塗替え工法 * 下地処理　　仕上げ厚又は全塗厚25㎜を超える場合の処置 ※ 図示による　　　　・（　　　　　　　） * 防音ﾄﾞｱ､防音ｻｯｼとする場合の遮音性の等級 ・ 図示による　 ・ T-1　 ・ T-2　 ・（　　　　　　　）

 4.3.11 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分 * 浮き部分に対するｱﾝｶｰﾋﾟﾝ本数 ※ 16本/㎡（一般部分）、25本/㎡（指定部分）、5本/m（狭幅部） * 断熱ﾄﾞｱ､断熱ｻｯｼとする場合の断熱性の等級 ・ 図示による ・H-4 ・H-5 ・H-6 ・H-7 ・Ｈ-8 ・（　　　　） [表5.3.2]
 4.4.9 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 ・（　　　　　　　） ・ 図示による * 外壁に面する建具の日射熱取得性の等級 ・ 図示による　　　・（　　　　　　　）

* ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定用樹脂注入量（挿入孔１か所当たり） ※ 25ml ・（　　　　　　）ml  5.3.3 材　　料 * 網戸 防虫網 材質 ※ 合成樹脂製　　・ ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製　　・ ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS316）　　・ 図示による
章  4.3.12 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面 * 浮き部分に対するｱﾝｶｰﾋﾟﾝ本数及び注入口の数 ※ 表4.3.5及び図4.3.2による ・ （　　　　　　　） 線径､網目　 ・ 線径0.25㎜以上、網目16～18ﾒｯｼｭ(合成樹脂)　　 ・（　　　　　　　）

 4.4.10 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 * 注入量（注入口１か所当たり） ※ 25ml ・（　　　　　　）ml ・ 図示による
* ガラス ※ 複層ｶﾞﾗｽ　　　・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による

 4.3.13 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘ * 浮き部分に対するｱﾝｶｰﾋﾟﾝ本数及び注入口の数 ※ 表4.3.5及び図4.3.2による ・ （　　　　　　　）  5.3.4 形状及び仕上げ * 表面色　　※ 標準色　　・ 特注色
 4.4.11 ﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法 * 注入量（注入口１か所当たり） ※ 50ml ・（　　　　　　）ml  5.3.5 工　　法 * 水きり板　　・ 図示による　　・（　　　　　　　　）　　　　　ぜん板　　・ 図示による　　・（　　　　　　　）

５ 4節 鋼製建具
 4.3.14 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ * 浮き部分に対するｱﾝｶｰﾋﾟﾝ本数 ※ 9本/㎡（一般部分）、16本/㎡（指定部分）、5本/m（狭幅部）  5.4.2 性能及び構造 * 簡易気密型ドアセットの気密性、水密性の等級 ※ 気密性A-3、水密性W-1 ・ （　　　　　　　）

外  4.4.12 部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 ・（　　　　　　　） ・ 図示による (5.4.6 標準型鋼製建具) 耐風圧性の等級 ・ S-4 ・ S-5 ・ S-6 ・ 図示による [表5.2.1]
* 注入量（注入口１か所当たり） ※ 25ml ・（　　　　　　）ml 耐震ドアとする場合の面内変形追随性の等級 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　）

 4.3.15 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ * 浮き部分に対するｱﾝｶｰﾋﾟﾝ本数 ※ 表4.3.6及び図4.3.4による ・（　　　　　　　） 章 * 防音ドア、防音サッシとする場合の遮音性の等級 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　）
 4.4.13 全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 * 注入量（注入口１か所当たり） ※ 25ml ・（　　　　　　）ml * 断熱ドア、断熱サッシとする場合の断熱性の等級 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　）

 5.4.3 材　料 * 点検口の類のくつずりの材料 ・図示による ・（　　　　　　　　　　）
壁  4.3.16 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ * 浮き部分に対するｱﾝｶｰﾋﾟﾝ本数及び注入口の数 ※ 表4.3.6及び図4.3.4による ・（　　　　　　　） (5.4.6 標準型鋼製建具)

 4.4.14 全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ * 注入量（注入口１か所当たり） ※ 50ml ・（　　　　　　）ml  5.4.4 形状及び仕上げ * 鋼板類の厚さ ※ 表5.4.2による　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　）
注入工法 (5.4.6 標準型鋼製建具) * くつずりの仕上げ ・ＨＬ（ステンレス鋼板の場合） ・図示による ・（　　　　　　　　　　）

4節 ﾀｲﾙ張り仕上げ外壁の改修 建  5.4.6 標準型鋼製建具 * 形状及び寸法 ・図示による ・（　　　　　　　　　　） [表5.4.5]
 4.4.5 材　　料 * タイル（部分）張替え工法用材料 接着剤の種類 ・ ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ ・ 外装ﾀｲﾙ接着剤 5節 鋼製軽量建具

改 タイルの形状、寸法、耐凍害性の有無、耐滑り性、標準色･特別色の別等　　※ 図示による　　・（　　　　　）  5.5.2 性能及び構造 * 簡易気密型ドアセット（気密性：A-3)　　・ 適用する　　・ 適用しない　　・ 図示による　　・（　　　　　　　）
タイル役物 ・ 使用する ・ 使用しない 具 (5.5.6 標準型鋼製軽量建具)*  耐震ドアとする場合の面内変形追随性の等級 ・ 図示による　　　・（　　　　　　　）
試験張り ※ 行わない ・ 行う 見本焼き ※ 行わない ・ 行う * 防音ドア、防音サッシとする場合の遮音性の等級 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　）
既調合モルタル ※ 図示による　　　　　・（　　　　　　　　） * 断熱ドア、断熱サッシとする場合の断熱性の等級 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　）

* 外壁ﾀｲﾙ接着剤張りのｼｰﾘﾝｸﾞ材 改  5.5.3 材　　料 * 鋼板類の種類 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）
修 シーリング材の種類 打継ぎ目地及びひび割れ誘発目地 ※ ポリウレタン系 ・（　　　　　　　　） (5.5.6 標準型鋼製軽量建具) ステンレス鋼板 ※ SUS304　　※ SUS430J1L　　※ SUS443J1　　・ 図示による　　・（　　　　　　　）

伸縮調整目地及びその他目地 ※ 変成シリコーン系 ・（　　　　　　　　） * 召合せ、縦小口包み板等 ※ 鋼板 ・ ステンレス鋼板 ・ アルミニウム合金
4.4.7 ﾀｲﾙ部分張替え工法 * 既存の下地ﾓﾙﾀﾙ等を撤去せず、1カ所当たりの張替え面積が0.25㎡を超える場合の工法・ 図示による　　　　　・（　　　　　　　　） 修  5.5.4 形状及び仕上げ * 鋼板類の厚さ ※ 表5.5.1による　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　）
4.4.8 ﾀｲﾙ張替え工法 * 伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置 ※ 表4.4.2による ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による (5.5.6 標準型鋼製軽量建具)* くつずりの仕上げ ・ＨＬ（ステンレス鋼板の場合） ・図示による ・（　　　　　　　　　　）

* 見本焼 ・ 有 ※無 試験張り ・ 有 ※無 5.5.6 標準型鋼製軽量建具 * 形状及び寸法 ・図示による ・（　　　　　　　　　　） [表5.4.5]
工 * セメントモルタルによるタイル張りの工法 工 6節 ステンレス製建具

下地ﾓﾙﾀﾙ塗りを行うｺﾝｸﾘｰﾄ素地面の処理 ・ 図示による ・（　　　　　　　）  5.6.3 材　　料 * ステンレス鋼板 ※ SUS304　　※ SUS430J1L　　※ SUS443J1　　・ 図示による　　・（　　　　　　　）
下地ﾓﾙﾀﾙ塗りの接着力試験 ・（　　　　　　　）　　　　・ 図示による  5.6.4 形状及び仕上げ * 表面仕上げ ※ HL　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による
セメントモルタルによるタイル張りの工法 事  5.6.5 工　　法 * 曲げ加工 ※ 普通曲げ　　　・ 角出し曲げ　　　・ 図示による

外装タイル ・ 密着張り ・ 改良積上げ張り ・ 改良圧着張り [表4.4.5] 7節 木製建具
事 ユニットタイル ・ マスク張り ・ モザイクタイル張り 5.7.2 材　料 * 種別 ※ Ａ種 ・ Ｂ種

* 有機系接着剤によるタイル張り * フラッシュ戸の材料 表面材の種類 ・ 普通合板の規格 ・ 天然木化粧合板の規格 ・ 特殊加工化粧合板の規格
下地ﾓﾙﾀﾙ塗りを行うｺﾝｸﾘｰﾄ素地面の処理 ・ 図示による ・（　　　　　　　） 表面材の品質等 MDFの表裏面の状態による区分、曲げ強さによる区分、接着剤による区分及び難燃性
下地ﾓﾙﾀﾙ塗りの接着力試験 ・（　　　　　　　）　　　　・ 図示による による区分
タイルの種類等 ・ 外装タイル ・ ユニットタイル [表4.4.6] ・ ＭＤＦ ・図示による ・（　　　　　　　　　　　　）

 4.4.15 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟ * 注入口付アンカーピンの本数 （　　　　）本/㎡ ・ 図示による * かまち戸及び鏡板の材種 ・（　　　　　　　　　）　　　　　　　　　・ 図示による
ｷｼ樹脂注入ﾀｲﾙ固定工法 * 注入量（注入口１か所当たり） ※ 25ml ・（　　　　　　）ml * ふすまの種別及びふすま紙の上張りの種類・（　　　　　　　　　）　　　　　　　　　・ 図示による

 4.4.16 目地改修工法 * 伸縮調整目地 位置及び寸法 ※ 図示による ・（　　　　　　　） * 枠及びくつずりの材料 ・（　　　　　　　　　）　　　　　　　　　・ 図示による
5節 仕上塗材仕上げ外壁等の改修 5.7.3 形状及び仕上げ * 表面板の厚さ ※表5.7.6による　　　　　　　　　　・ 図示による
 4.5.2 材　料 * 塗り仕上げ用材料（仕上塗材） 種類、仕上げ形状、工法　　　・（　　　　　　　　）　　　・図示による [表4.5.1] * 見込み寸法 ※表5.7.7による　　　　　　　　　　・ 図示による

外装厚塗材Si、Eにおける上塗材　　　　・ 塗る　　　・ 塗らない 5.7.4 工　法 * 引き戸　召合せかまち ・いんろう付き
外装厚塗材Cの上塗材がセメントスタッコ以外の場合　　　・（　　　　　　）　　　・ 図示による * 縁の仕上げ ・（　　　　　　　　　）　　　　　　　　　・ 図示による

* 複層仕上塗材及び可とう形改修塗材の耐候性 ※ 耐候形３種　　　・（　　　　　　）　　　　・ 図示による 8節 建具用金物
* 複層仕上塗材及び可とう形改修塗材の上塗材の種類※ 水系ｱｸﾘﾙのつやあり ・（　　　　　　　　　　　） [表4.5.2]  5.8.2 材質、形状及び寸法 * 金物の種類及び見え掛り部の材質 ※ 表5.8.1による（表の特記の適用は図示による）　　・（　　　　　　　）

 4.5.4 既存塗膜等の除去、 * 工法 ・ サンダ-工法 ・ 高圧水洗工法 ・ 塗膜はく離剤工法 ※ 水洗い工法（高圧水洗機（10～15MPa）） * 金属製建具用丁番の枚数及び大きさ ※ 表5.8.2による　　・（　　　　　　　）　　・ 図示による
下地処理及び下地調整 * 下地調整 下地調整塗材に代えてﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙを使用 ・使用する ・使用しない * 樹脂製建具用丁番の枚数及び大きさ ※ 表5.8.3による　　・（　　　　　　　）　　・ 図示による

(4.6.2 材料及び工法 * 処理範囲 ※既存仕上面全体　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による * 木製建具用丁番の枚数及び大きさ ※ 表5.8.4による　　・（　　　　　　　）　　・ 図示による
 4.7.4 既存塗膜等の除去、 下地のひび割れ部等の補修 （　　　　　　　）　　　・ 図示による * 戸車及びレール ※ 表5.8.5による　　・（　　　　　　　）　　・ 図示による

下地処理及び下地調整) * 水洗い工法の処理範囲 ※他の工法で処理する範囲以外の既存仕上面全面　　　　　・図示による  5.8.3 取付け施工 * 握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセント等の取付け位置 ・ 図示による ・（　　　　　　　）
6節 ﾏｽﾁｯｸ塗材塗り仕上げ外壁等の改修  5.8.4 鍵 * マスターキー ・ 製作する ・ 製作しない
 4.6.2 マスチック塗材塗り 種別 ・ A種 ・ B種 [表4.6.1] * 鍵 ※ 3本1組とし、室名札を付ける　　・（　　　　　　　）　　　　　　　鍵箱　　・ 要　　・ 不要
7節 外壁用塗膜放水材による改修 9節 自動ドア開閉装置
4.7.2 材　料 * 塗り仕上げ用材料（外壁用塗膜防水材） 仕上げの形状及び工法 ・（　　　　　　　　）　　　　・図示による [表4.7.1]  5.9.2 性能・機構 * 戸の開閉方式 ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による

模様材の種類　　　　　　※図示による　　　　・（　　　　　　） * 自動ドアの開閉装置の性能
仕上げを砂壁状、じゅらく状等とする場合の模様材の種類　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　） 駆動装置の性能値 ※ 表5.9.1による（引き戸用） ・（　　　　　　　） ・ 図示による
仕上塗料の種類　　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　　） 車椅子使用者用便房出入口の引き戸用駆動装置の性能 ※ 表5.9.2による ・（　　　　　　　） ・ 図示による

* 仕上塗料の耐候性　　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　　） 検出装置の性能 ※ 表5.9.3による（引き戸用） ・（　　　　　　　） ・ 図示による
引き戸用駆動装置及び引き戸用検出装置の防錆の適用 ・ 適用する ・ 適用しない ・ 図示による

4.7.3 施工一般 下地挙動緩衝材 ・ 使用する　　　　　　・ 使用しない　　　　　・ 図示による * 引き戸用検出装置の種類 ※ 表5.9.4による ・（　　　　　　　） ・ 図示による
タッチスイッチの開閉スイッチ ・ 無線式タッチスイッチ ・ 光線式タッチスイッチ

1節 一般事項 車椅子使用者用便房スイッチの開閉スイッチ ・ 大形(開・閉)押しボタンスイッチ ・非接触スイッチ
５  5.1.3 改修工法 * 改修工法 ・ かぶせ工法 ・ 撤去工法 * 凍結防止措置 ・ 要 ・ 不要
章 * 新規建具を設ける壁部分の開口の開け方及び新規建具周囲の補修工法及びその範囲 ※ 図示による 10節 自閉式上吊り引戸装置

* 補修範囲 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　　　）  5.10.3 性能等 * 自閉式上吊り引戸装置の性能 ※ 表5.10.1による ・ （　　　　　　　） ・ 図示による
建  5.1.4 防火戸 * 防火戸の適用 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　　　） 11節 重量シャッター
具 * 防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸と連動させるもの  5.11.2 形式及び機構 * シャッター種類 ・ 管理用ｼｬｯﾀｰ　　・ 外壁用防火ｼｬｯﾀｰ　　・ 屋内用防火ｼｬｯﾀｰ　　・ 防煙ｼｬｯﾀｰ　　・ 図示による
改  5.1.5 建具見本の製作 * 建具見本の製作 ・ 有 ※ 無 図面番号
修 * 特殊な建具の仮組 ・ 実施する ・ 実施しない ナニワ建築設計室 碧南消防署仮眠室改修工事
工  5.1.6 取り付け調整等 * ブラインドボックス等の再使用　　・ 有　　・ 無 再使用するもの　・（　　　　　　　）　　・ 図示による
事  5.1.7 その他 * 防犯建物部品の使用 ・ 使用しない ・ 使用する（使用箇所　　　　　　　） 建築士登録番号 151655号 縮尺 A-04

建築改修工事特記仕様書　４／９
2節 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具 建築士氏名 杉浦勝裕
 5.2.2 性能及び構造 * 耐風圧性、気密性、水密性、枠の見込み寸法

・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種［見込み寸法　　　㎜］ ・図示による　　　・（　　　　　　　　　　） [表5.2.1] 　　衣浦東部広域連合
* 防音ドア、防音サッシとする場合の遮音性の等級 ・図示による　　　・（　　　　　　　　　　）
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* 耐風圧強度（外壁開口部に設ける重量ｼｬｯﾀｰ） ・ （　　　　　　　）　　　・ 図示による 含水率 ※ 15％以下 ・ 図示による ・（　　　　　　　）
* 開閉機能による種類 ※ 電動式（手動併用） ・ 手動式 ・ 図示による [表5.11.1] 化粧ばり造作用集成材 樹種、寸法、化粧薄板の厚さ、見付け材面の品質 ※ 図示による
* 安全装置 電動シャッターにおける不測の落下防止装置設置箇所 ・ 図示による ・（　　　　　　　） 含水率 ※ 15％以下 ・ 図示による ・（　　　　　　　）

電動式シャッターにおける障害物感知装置設置箇所 ・ 図示による ・（　　　　　　　） (4)(ア) * 造作用単板積層材
屋内用防火ｼｬｯﾀｰ若しくは防煙ｼｬｯﾀｰの危害防止機構 ・ (a)かつ(ｃ) ・(b)かつ(ｃ) ・ 図示による 「JAS 0701」に基づく造作用単板積層材

設置箇所 ・ 図示による ・（　　　　　　　） 品名、寸法、表面の品質及び防虫処理 ※ 図示による
５ * シャッターケース[管理用ｼｬｯﾀｰ] ・ 設置する ・ 設置しない ・ 図示による (4)(イ) 「JAS 0701」以外の造作用単板積層材

寸法、表面の品質及び防虫処理 ※ 図示による
 5.11.3 材　　料 * ｽﾗｯﾄ及びｼｬｯﾀｰｹｰｽ用鋼板 鋼板の種類 ・（　　　　　　　）　　　・  図示による 含水率 ※ 14％以下 ・ 図示による ・（　　　　　　　）

鋼板のめっき付着量 ※Z12またはF12を満足するもの ・（　　　　　　　） (5) * 直交集成板 品名、強度等級、種別、接着性能（使用環境）、樹種名及び寸法 ※ 図示による
章 12節 軽量シャッター (6) * 合板等

 5.12.2 形式及び機構 * 開閉形式 ※ 手動式　　　　　　　　　　　　・ 電動式(手動併用)　　　　　　 [表5.12.1] ６ 下地用合板 品名、単板の樹種名、防虫処理 ※ 図示による
* 耐風圧強度 ・ 図示による　　　　　　　　　　・（　　　　　　） 厚さ ※ 5.5㎜ ・ 図示による 接着の程度 ※ 1類　　　・ 図示による
* 電動式シャッターにおける障害物感知装置設置箇所（電動式の場合） ・ 図示による ・（　　　　　　　） 板面の品質 ※ 2等以上（広葉樹）　　　※ C-D以上（針葉樹）　　　・ 図示による

 5.12.3 材　　料 * ｽﾗｯﾄの材質の種類 ・ JIS G 3312　　　・ JIS G 3322　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　）
ｽﾗｯﾄのめっき付着量 ※ JIS G3312の場合はZ06又はF06を､JIS G3322の場合はAZ90を満足　　　・ 図示による 構造用合板 品名、単板の樹種名、保存処理、防虫処理、強度等級 ※ 図示による

 5.12.4 形状及び仕上げ * スラットの形状 ・ インターロッキング形　　・ オーバーラッピング形　　・ 図示による　　・（　　　　 　　） 厚さ ※ 12㎜ ・ 図示による
13節 オーバーヘッドドア 章 接着の程度 ※ 1類（湿潤箇所を除く）　　　※ 特類（湿潤箇所）　　　・ 図示による

建  5.13.2 形式及び機構 * ｾｸｼｮﾝ材料による区分 ※ ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ ・ ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ ・ 図示による 等級 ※ 2級以上 ・（　　　　　　）　　　　　板面の品質　※ C-D以上　・（　　　　　　）
* JIS A 4715による風圧力による強さの区分 ・（　　　　　　　　） 　　　・ 図示による 化粧ばり構造用合板 品名、厚さ、単板の樹種名、接着の程度、防虫処理 ※ 図示による
* 開閉方式 ※ バランス式　　　・ チェーン式　　　・ 電動式　　　・ 図示による 湿潤状態となる場所に使用する場合の接着の程度 ※ 特類 ・ 図示による
* 収納形式 ・ スタンダード形 ・ ローヘッド形 ・ ハイリフト形 ・ バーチカル形 ・ 図示による 天然木化粧合板 厚さ、接着の程度、化粧板に使用する単板の樹種名、防虫処理 ※ 図示による
* 電動式シャッターにおける障害物感知装置設置箇所（電動式の場合） ・ 図示による ・（　　　　　　　） 特殊加工化粧合板 品目、厚さ、接着の程度、単板の樹種名、化粧加工の方法、防虫処理 ※ 図示による

具  5.13.3 材　　料 * ガイドレールの材料 ※ 溶融亜鉛めっき鋼板　　・ ステンレス鋼板　　・ 図示による　　・（　　　　　　　） パーティクルボード 表裏面の状態による区分、難燃性による区分及び厚さ ※ 図示による
14節 ガラス 内 曲げ強さによる区分､耐水性による区分､厚さ　　※ 15㎜､13MR1(M)ﾀｲﾌﾟ　　※ 15㎜､13MR2(P)ﾀｲﾌﾟ　　・（　　　　　　　）
 5.14.2 材　　料 * フロート板ガラス 品種及び厚さによる種類 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） 構造用パネル 品名、寸法 ※ 図示による

型板ガラス 厚さによる種類 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨｰﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ(MDF)
網入及び線入板ｶﾞﾗｽ 網又は線の形状､板の表面の状態及び厚さの呼びによる種類 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） 表裏面の状態による区分､曲げ強さによる区分､接着剤による区分､難燃性による区分､厚さ　　　※ 図示による

改 合わせｶﾞﾗｽ 材料板ｶﾞﾗｽの種類及び厚さの組合せ並びにｶﾞﾗｽの合計厚さ ・ 図示による ・（　　　　　　　　　）  6.5.3 接合具等 * 造作材の化粧面の釘打ち　　　　※ 隠し釘打ち　　　・ 釘頭埋め木　　　・ つぶし頭釘打ち　　　・ 釘頭現し
特性による種類 ・ Ⅰ類 ・ Ⅱ-1類 ・ Ⅱ-2類 ・ Ⅲ類 ・ 図示による * 諸金物の形状、寸法、材質　　　 ※ 6.5.3(2)(ア)による　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による

強化ガラス 形状による種類及び材料板ガラスの種類による名称 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） 装  6.5.5 防腐･防蟻･防虫処理 * 下地木材への防腐・防蟻処理 適用部材、処理の種類 ※ 図示による　　・（　　　　　　）
特性による種類 ・ Ⅰ類　　　　・ Ⅲ類 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） 工場における薬剤の加圧注入処理等の適用部材及び保存処理性能区分 ※ 図示による　　・（　　　　　　　　）

熱線吸収板ガラス 材料板ガラスの種類、厚さによる種類 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） 薬剤の塗布等による防腐･防蟻処理 表面処理用木材保存剤による処理　　　　・ 行う　　　　・ 行わない
修 性能による種類 ・ １種 ・ ２種 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） 薬剤の種類、適用部材　　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　　　）

複層ガラス 材料板ガラスの種類、厚さの組合せ、複層ｶﾞﾗｽ厚さ ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） 処理の方法　※ 6.5.5(1)(ｂ)②による　・（　　　　　　） ・ 図示による
断熱性による区分 ・ T1　 　・ T2　 　・ T3　 　・ T4　 　・ T5　 　・ T6　　　 ・ 図示による 薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理 ・ 図示による　　　・ 行う（　　　　　　　　）　　　・ 行わない
日射取得性、日射遮蔽性による区分 ・G　　　・S　　　・  図示による 改 合板等の加圧注入による防腐・防蟻処理 ・ 図示による　　　・ 行う（　　　　　　　　）　　　・ 行わない
乾燥気体の種類 ・ 空気　 　・ ｱﾙｺﾞﾝ　 　・ ｸﾘﾌﾟﾄﾝ　 　・ ﾈｵﾝ　 　・ 図示による * 防虫処理 ・ 図示による　　　・ 行う（　　　　　　　　）　　　・ 行わない

工 熱線反射ｶﾞﾗｽ 材料板ガラスの種類 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　）  6.5.6 RC造等の内部間仕 * 間仕切軸組に用いる木材 ・ 杉　　　・ 松　　　・（　　　　　　　）
厚さによる種類 ・ 6㎜ ・ 8㎜ ・ 10㎜ ・ 12㎜ ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） 切軸組及び床組 * 床組に用いる木材(土間ｽﾗﾌﾞ類の土台､転ばし大引､転ばし根太)  　・ ひのき　・ 保存処理木材　・（　　　　　　　）
日射熱遮へい性区分 ・ １種 ・ ２種 ・ ３種 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） 床組に用いる木材（上記以外） ・ 杉　　　・ 松　　　・（　　　　　　　）
耐久性区分 ・ Ａ類 ・ Ｂ類 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　）  6.5.7 窓、出入口その他 * 窓、出入口その他に用いる木材 吊元枠、水掛りの下枠、敷居 ※ ひのき　　・（　　　　　　　）　　・ 図示による

倍強度ガラス 材料板ガラスの種類 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） 修 その他 ・ 松　　　・ 杉　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による
事 厚さによる種類 ・6㎜ ・8㎜ ・10㎜ ・12㎜ ・ 図示による  6.5.8 床板張り * 縁甲板、上がりがまちに用いる木材 ※ ひのき　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による

* ｶﾞﾗｽ留め材 ・ シーリング材　　　　　　　　　・ ガスケット（　　 　　） ・ 図示による ・（　　　　　　　　　）  6.5.9 壁及び天井下地 * 木材 ・ 杉　　　・ 松　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による
 5.13.3 ｶﾞﾗｽ溝の寸法、形状等 * 板ガラスをはめ込む溝の大きさ ※ 建具の製造所の仕様による　　　・（　　　　　　　） 6節 軽量鉄骨天井下地
 5.13.5 ガラスブロック積み * 材料 ガラスブロック 表面形状、呼び寸法及び厚さ ※ 図示による ・（　　　　　　　　　）  6.6.2 材　　料 * 野縁等の種類 屋内 ※ 19形 　 ・ 25形 ・ 図示による [表6.6.1]

壁用金属枠及び補強材 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　） 屋外 ・ 19形 ※ 25形 ・ 図示による
力骨の材質、寸法及び形状 ※ ｽﾃﾝﾚｽ鋼（SUS304）製径5.5㎜のはしご状複筋及び単筋　・（　　　　　　）　　　・ 図示による  6.6.3 形式及び寸法 * 屋外の野縁受、吊りボルト、インサートの間隔 ・（　　　　）㎜　　　・ 図示による
化粧目地モルタルの色 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） 工 * 屋外の野縁間隔 ・（　　　　）㎜　　　・ 図示による
シーリング材の種類 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　）  6.6.4 工　　法 * 既存埋込インサートの使用 ・ 使用する　　　・ 使用しない　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　）
金属製化粧カバーの材質、寸法及び形状 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） * あと施工ｱﾝｶｰの引抜き試験 ・ 行う ・ 行わない ・ 図示による

* 工法 建築基準法に基づく風圧力に対応した工法 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　） * 確認試験の箇所数及び確認強度 ※ 6.6.4(1)(ｳ)による　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　）
目地幅 平積み ・（　　　　）㎜ ※ 8㎜以上15㎜以下 ・ 図示による * 開口部等の補強方法 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　）

曲面積み ・（　　　　）㎜ ※ 外側15㎜以下、内側6㎜以上 ・ 図示による * 天井のふところが3mを超える場合の補強方法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）
伸縮調整目地位置 ・（　　　）m以下ごと　　　※ 6m以下ごと 事 * 天井下地材の耐震性を考慮した補強方法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）
伸縮調整目地部の横力骨の納まり ※ ガラスブロック製造所の仕様 ・ 図示による * 耐風圧性を考慮した補強方法（屋外軒天井、ピロティ天井等） ※ 図示による ・（　　　　　　　　）

7節 軽量鉄骨壁下地
1節 一般事項  6.7.3 形式及び寸法 * ｽﾀｯﾄ,ﾗﾝﾅｰの種類 ・ 50形 ・ 65形 ・ 90形 ・ 100形 ※ ｽﾀｯﾄﾞの高さに応じた種類 　・（　　　　　）
 6.1.3 他の部位との取合い等 * 既存間仕切壁の撤去に伴う天井、壁、床の改修範囲 ※ 壁厚程度 ・ 図示による * ｽﾀｯﾄﾞ高さが5.0mを超える場合　　　　（　　　　　　　　　　）

* 天井内の既存壁撤去に伴う天井改修範囲 ※ 壁面から両側600㎜程度 ・ 図示による  6.7.4 工　　法 * 出入口及びこれに準ずる開口部の補強　　　 ※ 6.7.4（5）による　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による
* 天井撤去に伴う壁面の改修 ※ 既存のまま ・ 図示による

６ 2節 既存床の撤去･下地補修 8節 ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ等張り （ビニル床シート、ビニル床タイル及びゴム床タイル張り）
 6.2.2 工　　法 * ビニル床シート等の除去における下地モルタルの撤去 ※図示による ・（　　　　　　　　）  6.8.2 材　　料 * ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 種類の記号 ※ ＦＳ　　・（　　　　　　　）　　・ 図示による

章 * 合成樹脂塗床材の除去等の工法 ・ 機械的除去工法 ・ 目荒し工法 ・ 図示による 色柄 （　　　　　　　）　　　・ 図示による
3節 既存壁の撤去及び下地補修 厚さ ※ 2.0㎜　　・（　　　　　　　　） 　　・ 図示による
 6.3.2 工　　法 * 間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修 ※ モルタル塗り［4.3.10］　　　・（　　　　　　　） 　　　・ 図示による * ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ 種類の記号 ※ K T　　・（　　　　　　　）　　・ 図示による
5節 木下地等 色柄 （　　　　　　　）　　　・ 図示による

内  6.5.2 木　　材 * 含水率 ※ A種 ・ B種 [表6.5.3] 寸法 （　　　　　　　） 　　 ・ 図示による
* 製材 厚さ ※ 2.0㎜　　・（　　　　　　）　　・ 図示による

装 (2)(ア) 「JAS 1083(製材)」による製材 * 特殊機能床材
下地用製材 寸法、形状、含水率及び保存処理 ※ 図示による 帯電防止床シート 種類、性能、厚さ等 ・ 図示による ・（　　　　　　　）

改 等級 ・ 図示による ※ 2級 帯電防止床タイル 種類、性能、寸法、厚さ等 ・ 図示による ・（　　　　　　　）
造作用製材 等級、寸法、含水率及び保存処理 ※ 図示による 視覚障害者用床タイル 種類、形状 ・ 図示による ・（　　　　　　　）

修 板材における等級 ※ 枠､額縁､敷居､鴨居､框の類の見掛り面は上小節､それ以外は小節以上 耐動荷重性床シート 種類、厚さ等 ・ 図示による ・（　　　　　　　）
・ 図示による 防滑性床シート 種類、厚さ等 ・ 図示による ・（　　　　　　　）

工 広葉樹製材 寸法及び保存処理 ※ 図示による 防滑性床タイル 種類、寸法、厚さ等 ・ 図示による ・（　　　　　　　）
等級 ※１等 ・ 図示による ・（　　　　　　　） * ビニル幅木 種類 ・ 図示による ・（　　　　　　　）

事 含水率 ※ 10％以下 ・ 図示による ・（　　　　　　　） 厚さ ※1.5mm以上 ・ 図示による ・（　　　　　　　）
(2)(イ) 「JAS 1083(製材)」以外の製材 高さ ※ 60㎜ ・ 図示による ・（　　　　　　　）

下地、造作及び仕上げに用いる製材 寸法、材面の品質、含水率及び防虫処理 ※ 図示による * ゴム床タイル 色柄、種類、厚さ、寸法等 ・ 図示による ・（　　　　　　　）
造作材の材面の品質の基準 ※ A種 ・ B種 [表6.5.4] 図面番号

(3)(ア) * 造作用集成材 ナニワ建築設計室 碧南消防署仮眠室改修工事
「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

造作用集成材 品名、樹種名、見付け材面、寸法 ※ 図示による 建築士登録番号 151655号 縮尺 A-05
見付け材面の品質 ※１等 ・ 図示による ・（　　　　　　　） 建築改修工事特記仕様書　５／９

化粧ばり造作用集成材 品名、樹種名、化粧薄板の厚さ、見付け材面、寸法　　　　　※ 図示による 建築士氏名 杉浦勝裕
見付け材面の品質 ※１等 ・ 図示による ・（　　　　　　　）

(3)(イ) 「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材 　　衣浦東部広域連合
造作用集成材 樹種、寸法、見付け材面の品質 ※ 図示による
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章 章

* ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ、ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ用の接着剤種別[下地がセメント系及び木質系以外の場合] 17節 ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材塗り
・ 図示による ・（　　　　　　　　）  6.17.3 調合及び塗厚 * セルフレベリング材塗厚　　　　・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による

* ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ用の接着剤種別[下地がセメント系及び木質系以外の場合]　　・ 図示による　　・（　　　　　　　　）
 6.8.3 工　　法 * 6.8.3(1)(ア)～(ウ)以外の下地の工法 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） 2節 下地調整

* 目地処理する場合の工法　　　　※ 熱溶接工法　　　　・（　　　　　　　）　　　　・ 図示による  7.2.1 施工一般 * RB種塗替えの場合の既存塗膜の撤去範囲 ※ 劣化部分 ・ 図示による
9節 カーペット敷き  7.2.2 木部の下地調整 * 木部の下地調整種別 ・ RA種 ※ RB種 ・ RC種 ・ 図示による [表7.2.1]
 6.9.2 材　　料 * 織じゅうたん 織り方、パイルの形状 ・ 図示による ・（　　　　　　　　）  7.2.3 鉄鋼面の下地調整 * 鉄鋼面の下地調整種別 ・ RA種 ※ RB種 ・ RC種 ・ 図示による [表7.2.2]

色柄 ・（　　　　　　　　）　　　　※ 模様のない無地　　　　・ 図示による  7.2.4 亜鉛めっき鋼面の * 亜鉛めっき鋼面の下地調整種別 ・ RA種 ※ RB種 ・ RC種 ・ 図示による [表7.2.3]
パイル糸の種類 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 [表6.9.1] 下地調整
帯電性 ※ 人体帯電圧3ｋV以下 ・（　　　　　　　）  7.2.5 ﾓﾙﾀﾙ面及びﾌﾟﾗｽﾀｰ * ﾓﾙﾀﾙ面及びﾌﾟﾗｽﾀｰ面の下地調整種別 ・ RA種 ※ RB種 ・ RC種 ・図示による [表7.2.4]

* ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ パイルの形状、パイル長 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） 面の下地調整  ひび割れ部の補修 （　　　　　　　）
帯電性 ※ 人体帯電圧3ｋV以下 ・（　　　　　　　）  7.2.6 ｺﾝｸﾘ面、ALC面、 * ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ALCﾊﾟﾈﾙ面の下地調整種別[DP塗り以外] ・ RA種 ※ RB種 ・ RC種 ・ 図示による [表7.2.5]

* タイルカーペット 種類 ※ 第一種　　　・ 第二種　　　・ 図示による 押出成形ｾﾒﾝﾄ面の ひび割れ部の補修 （　　　　　　　）
パイルの形状 ※ ループパイル　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による 下地調整 * ｺﾝｸﾘｰﾄ面[DP塗り]、押出成形ｾﾒﾝﾄ板面の下地調整種別 ・ RA種 ・ RB種 ・ RC種 ・ 図示による [表7.2.6]

６ 寸法 ※ 500㎜角 ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による ひび割れ部の補修 （　　　　　　　）
総厚さ ※ 6.5㎜ ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による  7.2.7 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面,その他 * せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ面の下地調整種別 ・ RA種 ※ RB種 ・ RC種 ・ 図示による [表7.2.7]

* 下敷き材 ※ JIS L 3204(反毛フェルト)の第2種1号、呼び厚さ8㎜　　・（　　　　　　　）　　・ 図示による ﾎﾞｰﾄﾞ面の下地調整

* 取付け用付属品 見切り材、押え金物の材質、種類、形状 ※図示による ・（　　　　　　　　　　） ７ 3節 素地ごしらえ
 6.9.4 工　　法 * ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄの工法 ・ グリッパー工法 ・ 全面接着工法 ・ 図示による  7.3.2 木部の素地ごしらえ * 木部の素地ごしらえ種別 不透明塗料塗りの場合 ※ A種 ・ B種 ・ 図示による [表7.3.1]

章 * 織じゅうたんの接合方法　　　　※ ﾋｰﾄﾎﾞﾝﾄﾞ工法　　　　・手縫い 透明塗料塗りの場合 ・ A種 ※ B種 ・ 図示による
* タイルカーペットの敷き方 平場 ※ 市松敷き ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による  7.3.3 鉄鋼面の素地ごしらえ* 鉄鋼面の素地ごしらえ種別 DP塗り以外 ・ A種 ・ B種 ※ C種 ・ 図示による [表7.3.2]

階段 ※ 模様流し ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による 章 DP塗り ・ A種 ※ B種 ・ C種 ・ 図示による
10節 合成樹脂塗床  7.3.4 亜鉛めっき鋼面の * 亜鉛めっき鋼面の素地ごしらえ種別 ・ A種 ・ B種 ・ 図示による [表7.3.3]
 6.10.3 工　　法 * 弾性ウレタン樹脂系 仕上げの種類 ※ 平滑　　　・ 防滑　　　・ つや消し　　　・ 図示による [表6.10.4] 素地ごしらえ

* エポキシ樹脂系 工法 ・ 薄膜流しのべ　　・ 厚膜流しのべ　　・ 樹脂ﾓﾙﾀﾙ　　・ 図示による  7.3.5 ﾓﾙﾀﾙ面及びﾌﾟﾗｽﾀｰ * ﾓﾙﾀﾙ面及びﾌﾟﾗｽﾀｰ面の素地ごしらえ種別 ・ A種 ※ B種 ・ 図示による [表7.3.4]
仕上げの種類 ・ 平滑　　　・ 防滑 面の素地ごしらえ

11節 フローリング張り  7.3.6 ｺﾝｸﾘ面、ALC面、 * ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ALCﾊﾟﾈﾙ面の素地ごしらえ種別[DP塗り以外] ・ A種 ※ B種 ・ 図示による [表7.3.5]
 6.11.2 材　　料 * 種類 ・ 単層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ（・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ１等　　・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ１等 ）　　・ 複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ　　・ 図示による 押出成形ｾﾒﾝﾄ面の * ｺﾝｸﾘｰﾄ面[DP塗り]、押出成形ｾﾒﾝﾄ板面の素地ごしらえ種別・ A種 ・ B種 ・ 図示による [表7.3.6]

内  6.11.3 工法一般 * 工法 ・ 釘留め（根太張り）工法 ・ 釘留め（直張り）工法 ・ 接着工法 ・ 図示による 素地ごしらえ
 6.11.4 釘留め工法 * 根太張り工法 塗  7.3.7 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面,その他 * せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ面の素地ごしらえ種別 継目処理工法の場合 ※ A種 ・ B種 ・ 図示による [表7.3.7]

フローリング ・ フローリングボード（根太張用） ・ 複合フローリング（根太張用） ﾎﾞｰﾄﾞ面の素地ごしらえ その他の場合 ・ A種 ※ B種 ・ 図示による
フローリングボードの樹種 ・ なら　　　・（　　　　　　）　　　・ 図示による 4節 錆止め塗料塗り
複合フローリングの種別 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 [表6.11.2]  7.4.2 塗料種別 * 鉄鋼面錆止め塗料種別[EP-G塗りの場合] ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ 図示による [表7.4.1]

装 複合フローリングの樹種 ・（　　　　　　）　　　・ 図示による 装 * 亜鉛めっき鋼面錆止め塗料種別[SOP塗りの場合] ※ Ａ種 ・ B種 ・ Ｃ種 ・ 図示による [表7.4.2]
* 直張り工法

フローリング ・ フローリングボード（直張用） ・ 複合フローリング（直張用）  7.4.3 錆止め塗料塗り * 鉄鋼面錆止め塗料塗り[SOP及びEP-G塗りの場合]見え掛り部（新規） ※ Ａ種 ・ B種 ・ Ｃ種 ・ 図示による [表7.4.3]
樹種 ・ なら　　　・（　　　　　　）　　　・ 図示による 見え隠れ部（新規） ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ 図示による
複合フローリングの種別 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 [表6.11.4] 改 塗替え ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ※ Ｃ種 ・ 図示による

改 複合フローリングの樹種 ・（　　　　　　）　　　・ 図示による * 鉄鋼面錆止め塗料塗り[DP塗り（新規）の場合] ※ Ａ種 ・ B種 ・ Ｃ種 ・ 図示による [表7.4.4]
 6.11.5 接着工法 * フローリング ・ フローリングボード（直張用） ・ 複合フローリング（直張用） * 亜鉛めっき鋼面錆止め塗料塗り[SOP及びEP-G塗りの場合]　鋼製建具等※ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ 図示による [表7.4.5]

* フローリングボードの樹種 ・（　　　　　　）　　　・ 図示による その他 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ 図示による
* 複合フローリングの種別 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 修 塗替え ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ※ Ｃ種 ・ 図示による
* フローリングブロックの樹種、厚さ、幅及び長さ ・ 図示による ・（　　　　　　　　）

修 * フローロング裏面の緩衝材 ※ 合成樹脂発泡シート　　　・（　　　　　　）　　　・ 図示による 5節 合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り（SOP）
 6.11.6 現場塗装仕上げ * 下地調整及び塗装 ・ 図示による ・（　　　　　　　　　）  7.5.2 木部SOP * 種別 [新規] ・ 図示による 屋外　　※ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種 [表7.5.1]

工 屋内　　・ Ａ種　　※ Ｂ種　　・ Ｃ種
12節 畳敷き [塗替え] ・ Ａ種　　　※ Ｂ種　　　・ Ｃ種　　　・ 図示による
 6.12.2 材　　料 * 畳の種別 ・ Ａ種　　　・ Ｂ種　　　・ Ｃ種　　　・ Ｄ種（畳床の記号：　　　　　　　　） [表6.12.1]  7.5.3 鉄鋼面SOP * 種別 ・ Ａ種　　　※ Ｂ種　　　・ Ｃ種　　　・ 図示による [表7.5.2]

工 * 衝撃緩和型畳の畳表 ・ Ｃ１　　　　　　　　・ Ｃ２　　　　　　　・図示による  7.5.4 亜鉛めっき鋼面SOP * 種別 鋼製建具塗替え ※ Ａ種　　　・ Ｂ種　　　・ Ｃ種　　　・ 図示による [表7.5.3]
13節 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ等張り 事 それ以外の塗替え及び新規塗り ・ Ａ種　　　※ Ｂ種　　　・ Ｃ種　　　・ 図示による
 6.13.2 材　　料 * ボード類の種類、厚さ等 ※ 図示による 6節 クリヤラッカー塗り(CL)

ボード表面の化粧張り仕上 ※ 図示による  7.6.2 クリヤラッカー塗り * 種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ 図示による [表7.6.1]
* 普通合板 表板の樹種名、板面の品質、厚さ、防虫処理 ※ 図示による　　 ・（　　　　　　　） A種の場合、工程２の適用及び着色に用いる塗料の種類 ・ 溶剤形着色剤 ・ 油性染料着色剤 ・適用しない ・ 図示による

事 * 天然木化粧合板 化粧板の樹種名、厚さ、防虫処理 ※ 図示による　　 ・（　　　　　　　） 7節 アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り（NAD）
* 特殊加工化粧合板 化粧加工の方法､表面性能､厚さ､防虫処理 ※ 図示による 　　・（　　　　　　　）  7.7.2 NAD * 種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ 図示による [表7.7.1]

8節 耐候性塗料塗り（DP）
 6.13.3 工　　法 * ロックウール吸音板の場合を除き、天井のボードの重ね張り・ 図示による  7.8.2 鉄鋼面DP * 上塗り塗料の等級　　 ※ 1種　　・ 2種　　・ 3種 [表7.8.1]

* 合板の張付け種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 [表6.13.3]  7.8.3 亜鉛めっき鋼面DP * 上塗り塗料の等級　　 ※ 1種　　・ 2種　　・ 3種 [表7.8.2]
* せっこうボードの目地工法の種類 ・ 継目処理工法 ・ 突付け工法 ・ 目透し工法 [表6.13.5]  7.8.4 ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出 * 種別 ・ A-1種 ・ A-2種 ・ B-1種 ・ B-2種 ・ C-1種 ・ C-2種 ・ 図示による [表7.8.3]
* せっこうボードのエッジの種類（突き付け工法及び目透し工法の場合） ・ ベベルエッジ　　　・ スクェアエッジ　　　・ 図示による 成形ｾﾒﾝﾄ板面DP

14節 壁紙張り 9節 つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（EP-G）
 6.14.2 材　　料 * 壁紙の種類 ※ 図示による　　 ・（　　　　　　　　　）  7.9.2 ｺﾝｸﾘｰﾄ、ﾓﾙﾀﾙ、 * 種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ 図示による [表7.9.1]

* 防火性能 ・ 図示による　　　・（　　　　　　　） せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ、 * 塗替えのしみ止め ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ 図示による 下塗り　（　　　　　　　）
 6.14.3 施　　工 * モルタル面及びせっこうプラスター面の吸込み止めの塗布等の素地ごしらえ種別 ・ A種 ※ B種 [表7.3.4] せっこうﾎﾞｰﾄ面等EP-G

* ｺﾝｸﾘｰﾄ面の吸込み止めの塗布等の素地ごしらえ 種別 ・ A種 ※ B種 [表7.3.5]  7.9.3 木部EP-G * 種別 新規 ※ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ 図示による [表7.9.2]
* せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面の素地ごしらえ及びけい酸カルシウム板面の吸込み止めの塗布等の素地ごしらえ 塗替え ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ 図示による

種別 ・ A種 ※ B種 [表7.3.7]  7.9.4 鉄鋼面EP-G * 種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ 図示による [表7.9.3]
15節 モルタル塗り  7.9.5 亜鉛めっき鋼面EP-G * 種別 ※ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ 図示による [表7.9.4]
 6.15.3 材　　料 * モルタル ・ 現場調合材料　　　・ 既調合材料（　　　　　　　　）　　　・ 図示による 10節 合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ）

* 既製目地材 ・ 使用する（形状：　　　　　　　　　）　　　・ 使用しない　　　・図示による  7.10.2 合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ * 種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ 図示による [表7.10.1]
 6.15.5 下地処理 * 壁面の場合で、仕上げ厚又は全塗り厚が6.15.4(3)の規定を満足しない場合 ・図示による ﾍﾟｲﾝﾄ塗り * 塗替えのしみ止め ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ 図示による 下塗り　（　　　　　　　）
 6.15.6 工　　法 * 床の目地割り ※ 目地割2㎡程度、最大目地間隔3ｍ程度　　　　・（　　　　　　　）　　　　・ 図示による 11節 ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り(UC)

種類 ※ 押し目地 　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による  7.11.2 ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り * 種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ 図示による [表7.11.1]
16節 タイル張り 工程1の着色の適用 ・ 溶剤形着色剤 ・ 油性染料着色剤 ・適用しない ・ 図示による
 6.16.2 施工一般 * 伸縮目地の位置 ※ 縦横4m以内ごと（床タイル）　　　・（　　　　　　　　　　　　）　　　・ 図示による 12節 ステイン塗り

* タイルの見本焼き ・ 有 ※無 試験張り ・ 有 ※無  7.12.2 ｽﾃｲﾝ塗り * ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り（OS） ・ 図示による ・（　　　　　　　　）
 6.16.3 ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙによる * タイル ・ 13節 木材保護塗料塗り(WP)

　ﾀｲﾙ張り ※ 図示による  7.13.2 木材保護塗料塗り * 種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ 図示による [表7.14.1]

* 役物 ・ 有 ・ 無
* 張付けモルタル 既調合モルタル （　　　　　　　　　　） 図面番号
* 下地ﾓﾙﾀﾙ塗りのｺﾝｸﾘｰﾄ素地面の下地処理 ・ 目荒し工法　　　・（　　　　　　　　　）　　　・ 図示による ナニワ建築設計室 碧南消防署仮眠室改修工事
* 壁タイル張りの工法 内装タイル ・ 密着張り　　　　　・ 改良圧着張り

ユニットタイル（内装タイル以外） ・ マスク張り　　　　・ モザイクタイル張り 建築士登録番号 151655号 縮尺 A-06
 6.16.4 有機系接着剤による * タイル ・ 建築改修工事特記仕様書　６／９

ﾀｲﾙ張り ※ 図示による 建築士氏名 杉浦勝裕

　　衣浦東部広域連合
* 役物 ・ 有 ・ 無

No.6a No.6b

適用箇所 形状 寸法 耐凍害性 耐滑り性 標準色/特別色 ﾀｲﾙ張り工法

適用箇所 形状 寸法 耐凍害性 耐滑り性 標準色/特別色 ﾀｲﾙ張り工法

設　計
検
図

製
図

項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考 項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考

2024年4月1日改定



章 章

1節 共通事項  8.3.8 ガス圧接 * 超音波探傷試験 ※ 行う ・ 行わない
*本章適用上の注意 * 耐震改修工事標準図が添付されている場合はこれを優先する。

 8.1.2 基本要求品質 * 受注者は、レディーミクストコンクリートを用いる場合の工場選定は以下による。 4節 鉄筋の機械式･溶接継手
(1) Ｊ Ｉ Ｓマーク表示認証製品を製造している工場（工業標準化法の一部を改正する法律（平成16年6月9日公布）  8.4.2 機械式継手 * 適用箇所、性能、種類、鉄筋相互のあき　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　）

に基づき国に登録された民間の第三者機関（登録認証機関）により製品にＪ Ｉ Ｓ マーク表示する認証を受けた * 施工完了後の試験
製品を製造している工場）で、かつ、コンクリートの製造、施工、試験、検査及び管理などの技術的業務を実施す 外観試験 試験項目、試験方法 ・（　　　　　　　　　） ・ 図示による
る能力のある技術者（コンクリート主任技士等）が常駐しており、配合設計及び品質管理等を適切に実施できる、 不合格となった場合の措置 ・（　　　　　　　　　） ・ 図示による
全国品質管理監査会議の策定した統一監査基準に基づく監査に合格した工場（以下｢ 適マークを取得した工場｣ 超音波測定試験 試験対象 ・（　　　　　　　　　） ・ 図示による
という。） から選定し、JIS A 5308（ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ）に適合するものを用いなければならない。 不合格となった場合の措置 ・（　　　　　　　　　） ・ 図示による

(2) Ｊ Ｉ Ｓマーク表示認証製品を製造し、適マークを取得した工場が工事現場近くに見当たらない場合は、使用す
る工場について、設計図書に指定したコンクリートの品質が得られることを確かめたうえ、その資料により監督 ８  8.4.3 溶接継手 * 適用箇所、性能、工法、鉄筋相互のあき　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　）
職員の確認を得なければならない。なお、コンクリートの製造、施工、試験、検査及び管理などの技術的業務を * 施工完了後の試験
実施する能力のある技術者（コンクリート主任技士等）が常駐しており、配合設計及び品質管理等を適切に実施 外観試験 試験項目、試験方法 ・（　　　　　　　　　） ・ 図示による
できる工場から選定しなければならない。 不合格となった場合の措置 ・（　　　　　　　　　） ・ 図示による

 8.1.3 コンクリートの種類 * コンクリートの類別 ※ Ⅰ類 ・ Ⅱ類 ・ 大臣認定コンクリート（　　　　　　　） [表8.1.1] 超音波測定試験 試験対象 ・（　　　　　　　　　） ・ 図示による
* コンクリートの種類 ・ 普通コンクリート ・ 軽量コンクリート 不合格となった場合の措置 ・（　　　　　　　　　） ・ 図示による

 8.1.4 コンクリートの品質 * 設計基準強度（Fc） ・ 普通コンクリート（　　　）N/mm
2
　 ・ 軽量コンクリート（　　　）N/mm

2　 
・ 図示による 章

* コンクリートの荷卸し地点におけるスランプ ※ 表8.1.2による　　　・（　　　　　 　）　　　・ 図示による 7節 ｺﾝｸﾘｰﾄの運搬･打込･締固
* 合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ ・ A種 ※ B種 ・ C種 ・ 図示による [表8.1.4]  8.7.7 養　生 * 普通エコセメント使用時の湿潤養生の期間 （　　　　　）日以上
* コンクリートの仕上がりの平たんさの種別 ・ a種 ・　b種 ・ c種 ・ 図示による [表8.1.5]  8.7.8 型枠工事 * 外部に面するコンクリートの打増し厚さ （　　　　　）㎜　　　・ 図示による

 8.1.5 鉄骨製作工場 * 鉄骨製作工場の加工能力等 （　　　　　　　） * シアコネクタをセパレーターとして使用する場合 ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による
 8.1.6 鉄骨製作工場におけ * 施工管理技術者の配置 ※ 必要　　　・ 不要 * 普通エコセメント使用時の型枠の最小存置期間 （　　　　　　　　　　　）

る施工管理技術者 9節 軽量コンクリート
2節 材　　料  8.9.1 一般事項 * 軽量コンクリートの適用箇所　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　　　）
 8.2.1 鉄　　筋 * 鉄筋種類 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） [表8.2.1]  8.9.2 種類及び品質 * 軽量コンクリートの種類　　　・ １種　　　・ ２種 気乾単位容積質量　 （　　　　　　　）ｔ/ｍ3 [表8.9.1]
 8.2.2 溶接金網 * 鉄線の形状、網目寸法、鉄線の径　　　　※ 図示による　　　　　・（　　　　　　　　　　） * スランプ ※ 21㎝　　　・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による
 8.2.4 あと施工アンカー * あと施工アンカー ・ 金属系アンカー ・ 接着系アンカー ・ 図示による 耐 10節 暑中コンクリート

*　金属系アンカーの仕様 引張耐力、せん断耐力 ・ 図示による ・（　　　　　　　）  8.10.2 材料及び調合 * 構造体強度補正値（S） ※ 6N/ｍｍ2 ・ 図示による　　　・（　　　　　　　　）
ｱﾝｶｰ本体の径、埋込み長さ ・ 図示による ・（　　　　　　　） 11節 無筋コンクリート

８ セット方式 ※ 本体打込み式改良型　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による  8.11.1 一般事項 * コンクリートの種類　　　　　※ 普通コンクリート　　　・ 図示による　　　　・（　　　　　　　　　）
接合筋の種類、径、長さ ・ 図示による ・（　　　　　　　） * 設計基準強度 ※ 18N/mm

2 ・ 図示による　　　・（　　　　　　　　）
* 接着系アンカーの仕様 引張耐力、せん断耐力 ・ 図示による ・（　　　　　　　） * スランプ ・ 15cm　　　・ 18cm　　　・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による

アンカーの種類 ※ ｶﾌﾟｾﾙ方式回転･打撃式　　　・（　　　　　　　）　　 ・ 図示による 震 12節 あと施工アンカー工事
章 ｱﾝｶｰ筋の径、埋込み長さ ・ 図示による ・（　　　　　　　）  8.12.4 穿　　孔 * 埋込み配管等の探査の方法 （　　　　　　　　）

アンカー筋の種類 ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による  8.12.7 施工確認試験 * ｱﾝｶｰ施工後の確認試験 ※ 引張試験機による引張試験 ・（　　　　　　　　）
アンカー筋の新設壁内への定着長さ ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による １ロット ※ 1日に施工されたものの径及び仕様ごと ・（　　　　　　　　）

* あと施工アンカーの性能確認試験 ・ 行う ・ 行わない 試験の箇所数 ※ １ロットに対して３本 ・（　　　　　　　　）
 8.2.5 ｺﾝｸﾘｰﾄの材料及び調合 * ｾﾒﾝﾄの種類 ※ 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　　・ 高炉ｾﾒﾝﾄ(A種)　　・ ｼﾘｶｾﾒﾝﾄ(A種)　　・ ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄ(A種)　　・ ｴｺｾﾒﾝﾄ [表8.2.3] 確認強度 （　　　　　　　　）

・（　　　　　　　）　　　・ 図示による 改 13節 鉄骨工作
* 高炉ｾﾒﾝﾄB種の適用箇所 （　　　　　　　） ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種の適用箇所 （　　　　　　　）  8.13.2 鉄骨の工作図 * 高力ﾎﾞﾙﾄ、普通ﾎﾞﾙﾄ及びｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの縁端距離、ﾎﾞﾙﾄ間隔、ｹﾞｰｼﾞ等　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　　）
* 骨材の種類 ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ細骨材 ・ 使用　※ 使用しない 銅ｽﾗｸﾞ細骨材　　　　　 ・ 使用　※ 使用しない  8.13.8 ボルト孔 * 母屋又は胴縁の取付けに使用する普通ﾎﾞﾙﾄ孔径　　※ ねじの呼び径+1.0㎜　　・ 図示による　　・（　　　　　　）

耐 電気炉酸化ｽﾗｸﾞ骨材 ・ 使用　※ 使用しない 再生骨材H(ｴｺｾﾒﾝト使用) ・ 使用　※ 使用しない  8.13.10 仮　　組 * 仮組の実施 ・ 行う ※ 行わない
* 砕石、砕砂、ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ骨材、銅ｽﾗｸﾞ細骨材、電気炉酸化ｽﾗｸﾞ骨材、砂利、砂のｱﾙｶﾘｼﾘｶ反応性区分

※ Ａ ・ Ｂ 修 14節 高力ボルト接合
* 混和剤 種類 ・ 図示による ・ AE剤 ・ AE減水剤 ・ 高性能AE減水剤 ・（　　　　　　　　）  8.14.2 摩擦面の性能･処理 * すべり試験　　　※ 実施しない　　　　・ 実施する（試験方法等：　　　　　　　　）　　　　・ 図示による

震  8.14.7 締付け * ﾅｯﾄ回転法の場合で､｢JIS形高力ﾎﾞﾙﾄ長さ｣＞｢ねじの呼びの5倍｣の場合の回転量　　※ 図示による　　・（　　　 　）
混和材 種類 ・ ﾌﾗｲｱｯｼｭ（Ⅰ種） ・ ﾌﾗｲｱｯｼｭ（Ⅱ種） ・ ﾌﾗｲｱｯｼｭ（Ⅳ種） ・ 高炉ｽﾗｸﾞ微粉末 ・ ｼﾘｶﾌｭｰﾑ

・ 膨張材 ・ 図示による 15節 溶接接合
* 構造体強度補正値（S）　　　・ 図示による　　　※ 表8.2.4による　 工  8.15.3 技能資格者 * 技量付加試験 ・ 行う ※ 行わない ・ 図示による

改 * 8.2.5(5)(b)⑥(ｱ)～(ｳ)以外の混和材料　使用方法及び使用量　　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　）  8.15.4 溶接の準備 * 開先の形状 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　　）
 8.2.6 構造体用ﾓﾙﾀﾙの調合 * ﾓﾙﾀﾙの圧縮強度 ・（　　　　　　　）　　・ 図示による フロー値 ・（　　　　　　　）　　・ 図示による
 8.2.7 型枠の材料 * せき板の材料 ※ 8.2.7（1）による　　　・（　　　　　　）　　　・ 図示による  8.15.7 溶接施工 * エンドタブを切断する箇所及び切断範囲　　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　）

合板の厚さ ※ 12㎜　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による 切断面の仕上げ　  ※ ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ仕上[粗さ100µmRz程度以下､ﾉｯﾁ深さ1㎜程度以下]　・ 図示による　・（　　 　　）
修 * ラス型枠については、下記の仕様により使用できるものとする。 * 完全溶込み溶接 板厚が異なる場合における低応力高ｻｲｸﾙ疲労を受ける部位　　※ 図示による　・（　　　　　）

１）使用可能部位 独立基礎、地中梁（ただし、見えがかり部、ピット内部は合板型枠とする。） 事 スカラップの形状　　　※図示による　　　　・（　　　　　　　　）
２）鉄筋の最小かぶり厚さ ラス型枠を使用した部分の鉄筋の最小かぶり厚さは、公共建築工事標準仕様書  8.15.12 溶接部の試験 * ｢鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件｣第二号に関する試験方法等　　・ 図示による　　　・（　　　　 　）

（建築工事編）5.3.6表に示す数値＋10㎜するものとする。 * ｢鉄骨精度検査基準｣の付表3｢溶接｣に関する試験方法等　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　）
工 ３）コンクリートのスランプ スランプは15㎝又は18㎝とする。バイブレーターを使用するときには、ラス型枠に * 完全溶込み溶接部の超音波探傷試験 ※ 行う　　　・ 行わない

及び打込み 直接当てないように注意する。 17節 鉄骨の錆止め塗装
４）その他 各メーカーで仕様が異なるため、それぞれの施工要領書等で確認する。  8.17.2 塗装の範囲 * 耐火被覆材の接着する面の塗装範囲　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　　　）

* スリーブの材種 ・ 鋼管　 ・ 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管　 ・ 溶融亜鉛めっき鋼板　 ・ つば付き鋼板　 ・ 図示による [表8.2.6] 耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲　 ※ 8.17.2(1)(ｱ)～(ｵ)以外の範囲　　・ 図示による　　・（　　　　 　）
事  8.2.8 鋼　　材 * 種類、形状、寸法 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　）  8.17.4 塗料の種別 * SRC造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内面 ・ 図示による　　※ 表7.4.1のＡ種　　・（　　　　　　　）

 8.2.9 高力ボルト * 種類 ※ トルシア形高力ボルト　　 ・ JIS形高力ボルト　　 ・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト　　 ・ 図示による * 耐火被覆材が接着する面 （　　　　　　　　）
ねじの呼び ※ 図示による ・（　　　　　　　）

 8.2.10 溶接材料 * 8.2.10(1)、(2)以外の溶接材料 ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による 18節 耐火被覆
 8.2.11 スタッド * スタッドの種類 ・（　　　　　　　）　　　・ 図示による  8.18.2 耐火被覆の種類等 * 耐火被覆の種類 ※ 図示による　　　・ 耐火材吹付け　　　・ 耐火板張り
 8.2.12 柱底均しﾓﾙﾀﾙ * 柱底均しモルタル ※ 無収縮モルタル（8.2.12（1）による）　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による ・ 耐火材巻付け　　　・ ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り　　　・ 耐火塗料　　　・（　　　　　）

及びｸﾞﾗｳﾄ材 * 材料及び工法等　　※ 図示による　　　・（　　　　　　　　）
 8.2.13 連続繊維ｼｰﾄ及び * 材料、工法、引張強度、ヤング係数 ・ 図示による　　　・（　　　　　　　）  8.18.3 耐火被覆の性能､品質等 * 耐火被覆の耐火性能　　　　※ 図示による　　　　・（　　　　　　　　）

含浸接着樹脂等
 8.2.14 鋼材の材料試験等 * 板厚方向に引張力を受ける鋼板の試験 ・ 行う ・ 行わない 20節 溶融亜鉛めっき工法
 8.2.15 基礎工事に用いる * 砂利地業に使用する砂利 ・ 再生クラッシャラン ・ 切込砂利 ・ 切込砕石 ・ 図示による  8.20.5 溶融亜鉛めっき * 摩擦面の処理方法等　　　・ ブラスト処理　　　・ りん酸塩処理　　　・（　　　　　　　）　　　・ 図示による

材料 * 砂地業に使用する砂 ・ 山砂　　　 ・ 川砂　　　 ・ 砕砂　　　 ・（　　　　　　　）　　 ・ 図示による 高力ボルト接合
* 杭の材料 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　）
* 杭に継手を設ける場合の継手の箇所数、材料、工法等 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　） 21節 現場打ちＲＣ壁の増設工事

3節 鉄筋の加工及び組立  8.21.2 既存部分の撤去等 * 既存仕上の撤去範囲 ※ 本工事に支障となる最小限の範囲　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　）
 8.3.2 加　　工 * 90°未満の折曲げの内法直径 （　　　　　　） * 工事に支障となる設備機器、配管等の撤去、移設 ・ 図示による ・（　　　　　　　　）
 8.3.4 継手及び定着 * 種類 ※ 図示による ・ 重ね継手 ・ ガス圧接継手 ・ 機械式継手 ・ 溶接継手 * 既存構造体の撤去範囲 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）

* 継手位置 ※ 図示による * はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）
* 耐力壁の鉄筋の重ね継手長さ　  8.21.3 既存部分の処理 * 打継ぎ面となる範囲の既存構造体コンクリート面の目荒しの程度 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　）

※ 40d(軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合50d)又は表8.3.2の重ね継手の長さのいずれか大きい値　　　・ 図示による　　  8.21.6 鉄筋の加工及び組立 * 割裂補強筋の仕様 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　）
* 先組み工法等で、柱及び梁の主筋にうち、隣り合う継手を同一箇所に設ける場合の継手の位置 ・ 図示による ・（　　　　　　） 図面番号
* 鉄筋の定着長さ ※ 表8.3.4による　　　・ 図示による　　　・（　　　　　 　　） ナニワ建築設計室 碧南消防署仮眠室改修工事

定着長さを確保できない場合の折曲げ定着の方法　　※ 8.3.4(5)(イ)による　　・ 図示による　　・（　　　　 　）
機械式定着工法の適用箇所及び種類 ・ 図示による ・（　　　　　　） 建築士登録番号 151655号 縮尺 A-07

* 帯筋組立の形、継手及び定着 ※ 図示による ・（　　　　　　　） 建築改修工事特記仕様書　７／９
 8.3.5 鉄筋のかぶり厚さ * 鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ　　　※ 表8.3.6による　　　・ 図示による　　　・（　　　　　 　　） 建築士氏名 杉浦勝裕

及び間隔
 8.3.7 壁の配筋及び補強 * 壁の配筋 ・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による 　　衣浦東部広域連合

* 壁開口部の補強 ・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による
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章 章

 8.21.8 コンクリートの打込み * コンクリート打込み工法 ・ 流込み工法 ・ 圧入工法 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） * 建設発生土の処理 ・ 構外搬出（関係法令に従い適切に処理）
 8.21.9 既設構造体との取合い * 既存構造体と増設壁との取合いの処理方法 ※ グラウト材の注入 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） 　（搬出先名称（所在地）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 8.21.10 仕上げ * 増設壁工事後の仕上げ ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 　（片道運搬距離(km）：　　　　　　　　　　）（片道運搬時間(時間)：　　　　　　　　　　）

　（搬出先条件（土質試験、その他建設発生土の発生抑制や適正処分に必要な情報）
22節 鉄骨ﾌﾞﾚｰｽの設置工事 ８ 　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 8.22.2 既存部分の撤去等 * 既存仕上の撤去範囲 ※ 本工事に支障となる最小限の範囲　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　） ・ 場内敷き均し

* 工事に支障となる設備機器、配管等の撤去、移設 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） 章 建設発生土を構外へ搬出する場合は、搬出先等の承諾を得たうえで、搬出先及び処分状況(高さ、勾配等)がわかる写真
* 既存構造体の撤去範囲 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　） 並びに運搬を証明する書類等を監督職員に提出する。
* はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　）

 8.22.3 既存部分の処理 * 目荒しの程度 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　）
 8.22.7 既存構造体との取合い * 割裂補強筋の仕様 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　） 耐  8.28.4 地業工事 * 試験杭 位置 　　※ 図示による 本数 　　※ 図示による　　　・（　　 　　）本 寸法　　（　　　　　）m
 8.22.9 仕上げ * ﾌﾞﾚｰｽ設置工事後の仕上げ ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　） * 試験杭の施工方法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　）

* 杭の載荷試験 ・ 鉛直載荷試験 ・ 水平載荷試験
23節 柱補強工事 震 試験杭の位置、本数、積載荷重 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　）
 8.23.2 既存部分の撤去等 * 既存仕上の撤去範囲 ※ 本工事に支障となる最小限の範囲　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　） 8.28.4(2)(ｴ)以外の報告書の記載事項 （　　　　　　　　　）

* 工事に支障となる設備機器、配管等の撤去、移設 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） * 地盤の載荷試験 ・ 平板載荷試験 ・ 行わない
* 既存構造体の撤去範囲 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　） 改 試験位置 ※ 図示による 載荷荷重　　※ 図示による　　　・（　　　　　　　）
* はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　） 8.28.4(2)(ｴ)以外の報告書の記載事項 （　　　　　　　　　）

８  8.23.3 既存部分の処理 * 目荒しの程度 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　） * 杭地業の工法 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　　）
 8.23.5 溶接金網巻工法及び * コンクリート及び構造体用モルタルの打ち込み ・ 流込み工法 ・ 圧入工法 ・ 図示による 修 * 支持層の位置、土質、杭の根入れ長さ、水平方向の位置ずれの精度　　　※ 図示による　　　・（　　　　　　　　）

溶接閉鎖ﾌｰﾌﾟ巻工法 * 杭の寸法 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　　）
 8.23.6 鋼板巻･帯板巻付工法 * 鋼板等の加工 柱頭及び柱脚に隙間を設ける場合 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　） * 技能資格者の技量及び溶接部の確認 （　　　　　　　　　）
 8.23.7 仕上げ * 補強工事後の仕上げ ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　） 工 * 杭頭処理 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　　）　　　・ 無し

* 本杭の施工方法 ※ 図示による　　　・（　　　　　　　　　）
章 24節 連続繊維補強工事 * 記録する施工状況等 （　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 8.24.4 既存部分の撤去等 * 既存仕上の撤去範囲 ※ 本工事に支障となる最小限の範囲　　　・ 図示による　　　・（　　　　　　　　） 事 * 砂利及び砂地業　　範囲 ※ 図示による 厚さ ※ 60㎜　　　・（　　　　　）㎜　　　・ 図示による
* 工事に支障となる設備機器、配管等の撤去、移設 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） * 捨コンクリート　　範囲 ※ 図示による 厚さ ※ 50㎜　　　・（　　　　　）㎜　　　・ 図示による
* 既存構造体の撤去範囲 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）
* はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 1節 石綿含有建材の除去工事 * 大気汚染防止法に基づき、適正に対応すること

 8.24.6 施　工 * 下地処理 ひび割れ部の改修工法種類 ・ 4.1.4による樹脂注入工法 ・ 図示による ・（　　　　　　　　）  9.1.1 一般事項
面取りの大きさ（柱及び梁の隅角部） ※ 図示による ・（　　　　　　　　） ９ * 石綿含有建材除去後の仕上げ工事 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）

* 引張強度試験  ・ 行う（試験数量：　　　　　　　）　　　・ 行わない
* 付着強度試験  ・ 行う（試験数量：　　　　　　　）　　　・ 行わない 章

耐  8.24.7 仕上げ * 補強工事後の仕上げ ※ 図示による ・（　　　　　　　　） * 石綿粉じん濃度測定 ・ 行う ・ 行わない
25節 耐震スリット新設工事
 8.25.2 施　　工 * スリット幅及び深さ ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 処理作業前 ① 施工区画周辺又は敷地境界 ４方向各１点 注１）注４）

* 既存仕上の撤去範囲 ※ 本工事に支障となる最小限の範囲 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） 環 ② セキュリティーゾーン入口 １点 空気の流れを確認
* 工事に支障となる設備機器、配管等の撤去、移設 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） 注１）

震 * 充填材の挿入及び周囲補修等 耐火材の使用箇所及び仕様 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 処理作業中 ③ 集じん・排気装置の排出口 １点 集じん・排気装置の性能確認
遮音材の使用箇所及び仕様 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） （処理作業室外の場合） 注１）

* 既存部分の撤去部の補修 ※ 撤去材と同一材で補修 ・ 監督職員との協議による ・（　　　　　　　　） 境 ④ 施工区画周辺又は敷地境界 ４方向各１点 注１）
26節 免震改修工事 処理作業後 ⑤ 処理作業室（隔離された区域）内 ２点 注３）
 8.26.5 既存部分の撤去等 * 既存部分がRC又はSRCの場合の既存仕上の撤去範囲 ※ 本工事に支障となる最小限の範囲 ・ 図示による 隔離シート撤去前 注２）

改 * 工事に支障となる設備機器、配管等の撤去、移設 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） 注１）速報値で10f/L以上検出された場合は、直ちに作業を中止し、その原因を確認すること。
* 既存構造体の撤去範囲 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 配 注２）各施工箇所ごとの室面積が10㎡以下の場合は１点、50㎡までは２点、300㎡以下までは３点とする。
* はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 　　　300㎡を超えるものは、300㎡ごとに１測定点を追加する。
* 既存杭の撤去範囲及び撤去方法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 注３）粉じん測定は、粉じん飛散抑制剤を散布した翌日とし、速報値で10ｆ/L以下であることを確認した後、

 8.26.6 既存部分の処理 * 打継ぎ面となる範囲の既存構造体コンクリート面の目荒しの程度 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 　　　シートの撤去を行うこと。
修 * 既存杭の杭頭部等の処理 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 慮 注４）処理作業前の測定については、監督員との協議による。

 8.26.7 支承材・減衰材 * 支承材又は減衰材の材質、諸元 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） * 石綿則第6条による隔離措置と「同等以上の効果を有する措置」により除去等作業を行う場合、上表のうち、
* 性能確認試験の項目及び数量 ・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による ①及び④を実施する。
* 製品検査における項目、内容、判定基準、検査頻度等 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） * 粉じん濃度測定結果報告書の提出部数 ※ ２部 ・（　　　　部）

 8.26.10 支承材又は * 防錆処置 ・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による 改  9.1.2 除去工事共通事項 * 石綿作業主任者は、法令に基づき、労働者の指揮、作業方法の指導等、必要な措置を行うこと。
工 減衰材の設置 * 支承材又は減衰材の設置位置の寸法許容差 ・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による 特に、主たる工事が石綿対策工事の場合は、自社所属の石綿作業主任者を選任すること。

* 割裂補強筋の適用 ・ 適用する ・ 適用しない * 監督職員等の保護具、保護衣等は、受注者が無償で準備すること。
* コンクリート打込み工法 ・ 流込み工法 ・ 圧入工法 ・ 図示による  9.1.3 石綿含有吹付け材 * 除去工法 ※ 図示による ・ 9.1.3(2)(ｱ)による ・（　　　　　　　　）

 8.26.13 仕上げ * 支承材又は減衰材設置後の仕上げ ・ 図示による ・（　　　　　　　　） 修 の除去 * 除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置 ※ 湿潤化 ・ 固形化 ・ 図示による
 8.26.14 耐火被覆 * 支承材への耐火被覆の適用 ・ 適用しない　　　・ 適用する （仕様：　　　　　　　 　）　　　・ 図示による * 除去した石綿含有吹付け材等の処分方法 ・ 9.1.3(3)(ｴ)(a)による　　　・ 9.1.3(4)(ｴ)(b)による

事  8.26.15 免震EXP.J等 * 免震部分周囲のｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄの仕様、工法等 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）  9.1.4 石綿含有保温材等 * 除去工法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）
 8.26.16 検　　査 * 検査の項目及び数量 ・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による の除去 * 除去した石綿含保温材等の飛散防止措置 ※ 湿潤化 ・ 固形化 ・ 図示による
 8.26.17 維持管理要領 * 記載する項目 ※ 8.26.17(2)による　　　・（　　　　　　　　） 工 * 除去した石綿含有保温材等の処分方法 ・ 9.1.3(3)(ｴ)(a)による　　　・ 9.1.3(4)(ｴ)(b)による

* 地震計、下げ振り、けがき板、別置き試験体等の設置及び仕様 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）  9.1.5 石綿含有成形板等 * 養生シート ・ 使用する ・ 使用しない
の除去 * 除去した石綿含有成形板（石綿含有せっこうﾎﾞｰﾄﾞを除く）の処分

27節 制振改修工事 ・ 埋立処分 ・ 中間処分 ・ 図示による
 8.27.2 既存部分の撤去等 * 既存鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ及び既存鉄筋鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄの撤去等 事  9.1.6 石綿含有仕上塗材 * 除去方法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）

既存仕上の撤去範囲 ※ 本工事に支障となる最小限の範囲 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） の除去 * 除去した石綿含有成形板の処分 ・ 埋立処分 ・ 中間処分 ・ 図示による
工事に支障となる設備機器、配管等の撤去、移設 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） * 汚泥としての処理の必要有無 ・ 無 ・ 有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
既存構造体の撤去範囲 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）
はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 2節 外断熱改修工事

* 既存鉄骨の撤去範囲及び撤去方法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）  9.2.2 材　　料 * 断熱材の種類及び厚さ ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　）
* 既存鉄骨の処置 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） * 外装材の種類及び防火性能 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　）

 8.27.3 既存部分の処理 * 打継ぎ面となる範囲の既存構造体コンクリート面の目荒しの程度 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）  9.2.3 既存外壁の処置 * 仕上材の撤去 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　）
* 下地面の清掃 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　）

 8.27.4 減衰材 * 減衰材の材質、諸元 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） * 断熱材設置部分の下地に欠損部がある場合の改修工法の種類 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　） （4.1.4)
* 性能確認試験の項目及び数量 ・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による  9.2.4 工　　法 * 建築基準法に基づく風圧力に対応した工法 （　　　　　　　　　）
* 製品検査における項目、内容、判定基準、検査頻度等 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） * 不陸等の下地調整 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　）

 8.27.6 減衰材の設置 * 防錆処置 ・（　　　　　　　　）　　　・ 図示による 設置位置の寸法許容差・ 図示による ・（　　　　　　　　） * 断熱材の施工 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　）
* 割裂補強筋の適用 ・ 適用する ・ 適用しない * 外装材の施工 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　）
* コンクリート打込み工法 ・ 流込み工法 ・ 圧入工法 ・ 図示による * 通気層の有無、厚さ ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　）

 8.27.8 仕上げ * 減衰材設置後の仕上げ ・ 図示による ・（　　　　　　　　） * 外装材の外壁への取り付け ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　）
 8.27.9 検　　査 * 検査の項目及び数量 ・ 図示による ・（　　　　　　　　）

図面番号
28節 土工事及び地業工事 ナニワ建築設計室 碧南消防署仮眠室改修工事
 8.28.2 既存杭の撤去等 * 既存杭の撤去範囲及び撤去方法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　）

* 既存杭の杭頭部等の処理 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 建築士登録番号 151655号 縮尺 A-08
 * 既存杭の補強 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 建築改修工事特記仕様書　８／９
 * 既存杭の健全性を確認する試験 ・ 行う ・ 行わない 建築士氏名 杉浦勝裕
 8.28.3 土工事 * 埋戻し及び盛土の材料、工法 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種 ・ 図示による [表8.28.1]

* 処分にあたっては「リサイクルガイドライン」に基づき、適正に処理する。 　　衣浦東部広域連合
* 建設発生土の有無 ・有　　　　　　・無

No.8a No.8b

測定時期 測定場所

検
図

製
図

設　計

項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考 項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考

測定箇所数 備　考

2024年4月1日改定



章 章

3節 断熱・防露改修工事 * 別表４　再資源化等をする施設の名称及び所在地
 9.3.2 断熱材打込み工法 * 断熱材の種類及び厚さ ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　）
 9.3.3 断熱材現場発泡工法 * 断熱材の種類 ・ 図示による　　　・（　　　　　　　　　　）　　　・ A種１　　　・ A種１H 　・ コンクリート

* 吹付け厚さ ・（　　　　　　）㎜　　　・ 図示による
 9.3.4 断熱材後張り工法 * 断熱材の種類及び厚さ ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　） 　・ 鉄及びコンクリート

９ 断熱材に石膏ボード等を張り付けたパネルを使用する場合 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　） 　　 から成る建設資材
4節 屋上緑化改修工事 　・ アスファルト･ 
 9.4.2 材　　料 * 芝及び地被類の種類等 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　） 　　 コンクリート

章 * 見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　） 　・ 木材
 9.4.3 工　　法 * 建設省告示第1458号に基づく風圧力に対応した工法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　）

* かん水装置の設置及び種類 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　）
* 既存保護層等の撤去工法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　　　） 化学物質を発散する建築材料 本工事に使用する資材は、次の建築材料等の適正な選択による対策を講じること。

 9.4.4 新植芝及び地被類 * 枯補償の期間 ※ 引渡しの日から1年 ・（　　　　　　　　） 等の使用制限の原則 1） ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレン（以下「ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等」という。）を発散する建築材料等の使用制限の原則
環 の枯補償 対策をとる建築材料等 使用制限の原則

5節 透水性アスファルト舗装改修工事 ① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材単板 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等を発散しないか、発散が極めて少ない
境  9.5.2 既存舗装の撤去 * 既存舗装の撤去 ・ 行わない ・ 行う ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 積層材、MDF、パーティクルボード、その他木質建材 JAS又はJISの規格品とする。

及び再利用 * 既存舗装の再利用 ・ 行わない ・ 行う ※ 図示による ・（　　　　　　　　） ② 家具、書架、実験台、その他の什器等 ①⑤⑦に掲げる建築材料等を使用している場合には、ﾎﾙﾑ
配  9.5.3 路　　床 * 凍上抑制層の適用及び厚さ ※ 図示による ・（　　　　　　　　） ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等を発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

* 透水性舗装に用いるフィルター層厚さ ※ 図示による ・（　　　　　　　　） ③ ユリア樹脂板 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等を発散しないか、発散が極めて少ないものとする。
慮 * 路床安定処理の適用及び方法 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） ④ 壁紙 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等を発散しないか、発散が極めて少ないJAS又は

* 盛土材料の種別 ・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ Ｄ種　　・ 図示による　　・（　　　　　　　　） [表8.28.1] そ ⑤ 壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート及び幅木等の JISの規格品とする。
改 * 凍上抑制層及び透水性舗装のフィルター層の材料 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 施工時に使用する接着剤

* 砂の粒度試験 ・ 行わない ・ 行う ⑥ 保温材、緩衝材、断熱材
修 * 路床安定処理用添加材料 ・ 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ ・ 高炉ｾﾒﾝﾄB種 ・ ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種 ⑦ 塗料

・ 図示による ・ 生石灰特号 ・ 生石灰１号 ・ 消石灰特号 ・ 消石灰１号 ⑧ 仕上塗材
工 * 路床土のＣＢＲ試験 ・ 行わない ・ 行う 2） トルエン、キシレン及びエチルベンゼン（以下「トルエン等」という。）を含有する塗料及び接着剤の使用制限の原則

* 路床締固め度試験 ・ 行わない ・ 行う 対策をとる建築材料等 使用制限の原則
事 * 現場ＣＢＲ試験 ・ 行わない ・ 行う ① 壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート及び幅木等の トルエン等の

 9.5.4 路　　盤 * 路盤の厚さ ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 施工時に使用する接着剤 含有量が少ないＪＡＳ又はＪＩＳの規格品とする。
* 路盤材料 種別 ・ 図示による ・（　　　　　　　　） [表9.7.3] ② 塗料

 9.5.5 舗装の構成及び仕上り * 舗装の構成 ※ 図示による ・（　　　　　　　　） 3） クロルピリホス、ダイアジノン及びフェノブカルブ（以下「ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ等」という。）を含有する防腐・防蟻剤の使用制限
* 舗装の平たん性 ※ 著しい不陸がないもの ・（　　　　　　　　　） 対策をとる建築材料等 使用制限

 9.5.9 試　　験 * 開粒度アスファルト混合物等の抽出試験 ・ 行う ・ 行わない 木材保存（木材の防腐・防蟻処理）剤 クロルピリホス等を含有しない、非有機リン系の薬剤とし、加圧式防腐・防蟻
の 処理等は工場で行い、十分乾燥した後に現場へ搬入する。

特定建設資材の再資源化等 * 建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律{（平成12年法律第104号）以下「建設リサイクル法」という。｝に基づき、特定建設 4） 可塑剤を使用している建築材料等の使用制限の原則
資材の分別解体等及び再資源化等の実施について適正な措置を講ずることとする。 対策をとる建築材料等 使用制限の原則
　なお､本工事における特定建設資材の分別解体等・再資源化等については､別表1又は2､及び3の積算条件を設定しているが､ ① 壁紙用接着剤 フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有
工事請負契約書の「解体工事に要する費用」等に定める事項は契約締結時に発注者と受注者の間で確認されたものであるため､ しない難揮発性の可塑剤を使用しているＪＡＳ又はＪＩＳの規格品とする。
発注者が積算上条件明示した別表の事項と別の方法であった場合でも変更の対象としない。ただし､現場条件の変更等､受注者 ② 木工用接着剤 フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有
の責によるものではない事項については､この限りでない。また､受注者は､特定建設資材の分別解体等・再資源化等が完了した しない難揮発性の可塑剤を使用しているものとする。
ときは､建設リサイクル法第18条第１項に基づく報告として､監督職員に「再資源化等報告書」を提出すること。 ｢再資源化等報告
書｣は、https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kensetsu-kikaku/kenchiku-kijyun.html[建築工事事務の手引･関連様式]から入手可能。 工事で使用する資材・機材 　本工事に使用する資材・機材は、令和4年版国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の各標準仕様書、本特記仕様書、並びに
（注）別表4については積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものではない。なお受注者の提示する施設と異なる場合 図面で指定された品質、性能を有するもののほか、以下のものとする。

そ 　　　においても、設計変更の対象としない。 1） (一社)公共建築協会の「建築材料・設備器材等品質性能評価事業」により評価を受けた建築材料・設備機材等（以下「評価
名簿登載品」という）。ただし、評価書の「納入地区及びアフターサービス地区」に当該工事場所が含まれる場合に限る。

* 別表１　建築物に係る解体工事 2） (一財)ベターリビングが認定した優良住宅部品（ＢＬ部品）。ただし、現場においてＢＬマーク表示が確認できるものに限る。
3） その他、各標準仕様書の仕様規定及び試験方法に適合することが証明書等で確認でき、監督職員の承諾を得られたもの。

　・ 建築設備、内装材等 　※ 手作業 (定期的なﾒﾝﾃﾅﾝｽが必要になる機材については、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ(ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽ)の体制についても監督職員に承諾が得られること。)
　・ 手作業と機械作業の併用 他

　・ 屋根ふき材 　※ 手作業 　なお「評価名簿登載品」は、(一社)公共建築協会の「建築材料・設備器材等品質性能評価事業」の評価書の写しを提出する
　・ 手作業と機械作業の併用 ことにより、その評価を受けたこと及びメンテナンスの体制があることについて証明することができる。

　・ 外装材、上部構造部材 　・ 手作業 東洋ゴム化工品㈱及び 　受注者は、東洋ゴム化工品(株)、ニッタ化工品(株)で製造された製品や材料（以下、ゴム製品等とする。）を用いる場合には、
　※ 手作業と機械作業の併用 ニッタ加工品(株)で製造された 同社が製造するゴム製品等に対して請負者が指定した第三者（東洋ゴム化工品(株)、ニッタ化工品(株)と資本面・人事面で

　・ 基礎、基礎ぐい 　・ 手作業 製品・材料を用いる場合 関係がない者）によって作成された品質を証明する書類を提出し、監督職員の確認を得るものとする。 
の 　※ 手作業と機械作業の併用 　なお必要な品質証明書は、以下の試験及び検査において、製品に応じて必要な規格について取得するものとする。

　・ その他 　・ 手作業 試験名 計測項目
（　　　　　　　　　　　　　） 　・ 手作業と機械作業の併用 通常状態での試験（常態試験） 硬さ、比重、引張強度、伸び

熱老化試験 熱老化前後での変化率（硬さ、比重、引張強度、伸び）
* 別表２　建築物に係る新築工事等（新築・増築・修繕・模様替） 圧縮永久ひずみ試験 圧縮による残留歪み

製品検査 外観、寸法、性能
　・ 造成等 　・ 手作業 　ただし、第三者による品質証明書類を提出し監督職員の確認を得た場合であっても、後に製品不良等が判明した場合に

　・ 手作業と機械作業の併用 受注者の契約不適合責任が免責されるものではない。
　・ 基礎、基礎ぐい 　・ 手作業 完成品について ・設備工事についても竣工図を作成すること。

　※ 手作業と機械作業の併用 ・竣工図は自社の社名を記載すること（CAD　DATAの提出）。
　・ 上部構造部分、外装 　・ 手作業 ・竣工図、主要機器完成図、取扱説明書、保証書、官公署その他への提出書類はファイルにまとめること。

他 　※ 手作業と機械作業の併用
　・ 屋根 　※ 手作業

　・ 手作業と機械作業の併用
　・ 建築設備、内装等 　※ 手作業

　・ 手作業と機械作業の併用
　・ その他 　・ 手作業

（　　　　　　　　　　　　　） 　・ 手作業と機械作業の併用

* 別表３　建築物以外のものに係る解体工事又は新築工事等（外構・工作物等）

　・ 仮設 　※ 手作業
　・ 手作業と機械作業の併用

　・ 土工 　※ 手作業
　・ 手作業と機械作業の併用

　・ 基礎 　・ 手作業
　※ 手作業と機械作業の併用

　・ 本体工事 　※ 手作業 図面番号
　・ 手作業と機械作業の併用 ナニワ建築設計室 碧南消防署仮眠室改修工事

　・ 本体付属品 　※ 手作業
　・ 手作業と機械作業の併用 建築士登録番号 151655号 縮尺 A-09

　・ その他 　※ 手作業 建築改修工事特記仕様書　９／９
（さく、照明器具　　　　　　） 　・ 手作業と機械作業の併用 建築士氏名 杉浦勝裕

　　衣浦東部広域連合

No.9a No.9b

工
程
ご
と
の
作
業
内
容
及
び
解
体
方
法

工　　　　　　程 分別・解体等の方法
・ 有
・ 無

廃棄物の種類 施設の名称 所　     在　     地

工
程
ご
と
の
作
業
内
容
及
び
解
体
方
法

工　　　　　　程 作業内容 分別・解体等の方法
・ 有
・ 無

工
程
ご
と
の
作
業
内
容
及
び
解
体
方
法

工　　　　　　程 分別・解体等の方法
・ 有
・ 無

・ 有
・ 無
・ 有
・ 無

作業内容

検
図

製
図

設　計

項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考 項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

・ 有
・ 無
・ 有
・ 無
・ 有
・ 無
・ 有
・ 無
・ 有
・ 無

作業内容

・ 有
・ 無
・ 有
・ 無

備　　考

2024年4月1日改定

・ 無

・ 有
・ 無
・ 有
・ 無
・ 有
・ 無
・ 有
・ 無
・ 有
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本工事は下記に準拠すること。

・工事請負契約書及び約款
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X4 X5 X6

X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19

X1

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y8

Y7

EV

風除室
①

便所
③

書庫
①

便所①
②

仮眠室 仮眠室仮眠室 食堂厨房器具庫
清掃

食品庫

ボイラー室

洗面室
浴室

脱衣室

器具庫①油庫

倉庫①

車庫②

乾燥室
ホース

待機室

署事務室

ホール
エントランス

作業室

器具庫③

車庫①

便所

通信機械室

前室

廊下②

（休憩室）
乾燥室

機械室

ブロアー室

廊下①

ルーム
トレーニング

薬品庫

②
風除室

6,000

4,750 3,250

X3

X3X2 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19

衣浦東部広域連合 碧南消防署仮眠室改修工事

工事場所

1,
80

0

付近見取図　１階平面図
仮設計画図

Ｎ

Ｎ

付近見取り図

1階平面図　仮設計画図　　1/400

A-10

設計者

ナニワ建築設計室
杉　浦　勝　裕
一級建築士登録第１５１６５５

23,000

6,
00

0

進入防止：ガードフェンス H=1.800

4,750 6,000

Ａ

改修範囲

建　築

X1

X2

・工事書類チェックリスト（R7.4）

1

改修工事スケジュール　及び作業動線

作業（解体、搬出、搬入、作業員の出入り等）は、窓より行うものとし、作業終了後は、廊下側より退出する

進入防止：ガードフェンス H=1.800

23,400

1,
50

0

1/400　 1/200

仮設計画図　　1/200

特記事項

※　　      印は壁つなぎ位置を示す。（2スパン以内に設置）

※建地ピッチは1800ｍｍ以内に設置する。

※一側足場の最大積載荷重は125㎏/スパンとする。

※クサビ足場の組立・解体時には親綱取付にて落下防止安全対策をする事。

※躯体から足場まで300ｍｍ以下

※足場上下層において上下作業は禁止とする。

※作業床が40㎝未満の部分は、安全帯使用の徹底及び看板設置を行う。

※一側足場部は、足元に壁つなぎを行うとする。

※足場板番線二か所以上結束（スパン調整箇所の足場板渡し部含む）

※開口部はコンパネ養生またはパネコート養生とし、メッシュシートはすべて巻き込む

壁つなぎ

凡例

仮囲い （平面図参照） 仮囲い （平面図参照）

作業エリア
W=5.0　H＝1.8

※クサビ足場の最大積載荷重は（W=600）150㎏/スパンとする。

くさび緊結式足場 W＝600

トレーニングルーム（改修後：仮眠室D）の窓撤去後は、合板により1次的に閉鎖し、廊下側の扉は、常に施錠の事2

3 署内便所を利用する

作業エリア

くさび緊結式足場　W=600 H=1,500

キャスターゲート W=5,000 H=1,800

・公共建築改修工事標準仕様書（令和7年度版）

・公共建築工事標準仕様書（令和7年度版）

・衣浦東部広域連合契約規則



28.85㎡

仮眠室Ｄ

法規チェック図　　　1/200

碧南消防署仮眠室改修工事

一級建築士登録第１５１６５５
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註　記

部位

改修前仕上 改修後仕上

仮眠室　Ａ，Ｂ，Ｃ， トレーニングルーム 倉庫

天井 化粧ＰＢ　ｔ＝9 化粧ＰＢ　ｔ＝9

壁 ＰＢ　ｔ＝12　ＧＬボンド工法 有孔合板　ｔ＝9

巾木 ソフト巾木　Ｈ＝７５ 木製巾木　Ｈ＝７５

床

タイルカーペット

ニードルパンチカーペット　ｔ＝4

タイルカーペット

ニードルパンチカーペット　ｔ＝4

既設スタイロフォーム現わし

現況壁（有孔合板　ｔ＝5.5）

木製　H=75

ニードルパンチカーペット　ｔ＝4
タイルカーペット
（現状のまま）

　１．設備機器等の撤去は管工事とし、機器廻りの仕上撤去、補修は建築工事とする。

　２．既設壁の配管等により仕上材が撤去された部分の補修は建築工事とする。

仕 上 表

1/200

仕上げ表

排煙設備設置免除ヶ所

建設省告示第１４３６号第四号ニ(４）

床面積
仮眠室Ａ、Ｂ，，Ｃ 各　41.19㎡

仮眠室Ｄ 28.85㎡

天井・壁仕上げ

仕上材及び下地材共、不燃材料

仮眠室との取合いは、調整の上復旧

A-11

仮眠室Ｂ仮眠室Ａ 仮眠室Ｃ

倉庫

41.19㎡ 41.19㎡ 41.19㎡

4,
80

7

3
65

6,
50

0
1
,5

00

6,000 6,000

不燃ビニールクロス

ＰＢ　t=12.5（NM-8619）

ソフト巾木　Ｈ＝６０

不燃ビニールクロス

6,000 6,000 3,450

ＰＢ　t=9.5（不燃）
不燃：ＮＭ－０４４１

仮眠室　Ａ，Ｂ，Ｃ，

ｔ＝2

ＰＢ　t=12.5（NM-8619）
不燃ビニールクロス

ソフト巾木　Ｈ＝６０

化粧ＰＢ　ｔ＝9.5　（不燃）

ジプトーン模様

不燃：ＮＭ－１８６４
不燃ビニールクロス

ＰＢ　t=12.5（不燃）
不燃：ＮＭ－８６１９

ＰＢ　t=12.5（NM-8619）
不燃ビニールクロス

ソフト巾木　Ｈ＝６０

下地調整の上タイルカーペット　
ｔ＝7

ビニル床タイル　600ｘ600ｘ2.5

備考 カーテンレール
遮光カーテン　遮光率1級

下駄箱

ｔ＝2

下地調整の上複層ビニル床シート

踏込み部

（硬質塩化ビニルタイル）

現況巾木は、現状のまま

合板ｔ＝5.5　ＥＰ塗装
現状のまま

踏込み部共

下地調整の上複層ビニル床シート

仮眠室　Ｄ　 仮眠室　Ｄ　トイレ・洗面・脱衣

カーテンレール
遮光カーテン　遮光率1級

下駄箱
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1/100

仮眠室Ｂ仮眠室Ａ

薬品庫

便所

便所

便所

7, 000 6, 000 6, 000 6, 000 6, 000

2, 700 1, 500 2, 800

厨房

食品庫

倉庫

6,000

改修全体平面図

書庫

廊下

建　築

A-12

X10 X11 X13X12X9X8

防火区画

仮囲い

※廊下部分は、工事用スペースとして使用可能

出入口

23,000

ガードフェンス
H=1800

作業エリア

H　 1500

1,
80
0

6
,0
0
0

仮眠室Ｃ 仮眠室Ｄ

くさび緊結式足場 W　600

ＬＧＳ+Ｐｂ貼り

仮囲い

ＬＧＳ+Ｐｂ貼り
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分
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尺
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図
面工事名称

80 720 80

9
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0

4
0

80
0

90

80 720 80

9
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0

4
0
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0

90

80 720 80

9
3
0

4
0

80
0

90

3
65

6
,5
00

1,
50
0

1/50

6,000 6,000

衣浦東部広域連合

1
50

40

11
5

12
0

45

27
73

10
0

25

25

15025 2,235 50 1,230 50 2,235

2
,
1
6
5

5
0

2
,
1
8
3

5
0

2
,
1
8
3

1
2
0

1
1
0

9
7
0

1
,
2
1
5

9
5
0

1
,
2
8
3

9
5
0

1
,
2
8
3

9
5
0

スチールパーテーション

カーテン

1
2
0

25 5,100 25

木製額縁

撤去

撤去

壁：ＰＢ　ｔ＝12　
ＧＬボンド共撤去

床：タイルカーペット、パンチカーペット共撤去

床：長尺塩ビシート
撤去

3
6
5

6
,
5
0
0

1
,
5
0
0

6,000 6,000

2,425 1,150 2,425 2,425 1,150 2,425 2,425

6
,
6
4
1

ドア：撤去（枠を含む）

仮眠室　Ａ仮眠室　Ａ 仮眠室　Ｂ 仮眠室　Ｃ

スチールパーテーション
Ｈ＝2600 撤去

壁：ビニールクロス撤去

壁：ビニールクロス　撤去

判定：壁（下地共）、床、巾木、天井共含有なし

※アスベスト調査を行った結果

現況平面図　１

ベット ベット

ベット ベット

ベット ベット

ベット ベット

ベット

ベット

ベット

ベット
ベット

ベット

ベット

ベットは、撤去保管し工事完了後
再設置の事

框（既設利用）框（既設利用）

ベットは、撤去保管し工事完了後
再設置の事

ベットは、撤去保管し工事完了後
再設置の事

※：

Y8

Y7

Y6

X9 X10 X11

ド アスト ツパー撤去及び床補修 ド アスト ツパー撤去及び床補修

A-13
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．
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号

分
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　級建築士登録第　　　　　　　　号

尺

縮

容
内

図
面工事名称

80 720 80

93
0

4
0

80
0

90

80 720 80

93
0

4
0

80
0

90

80 720 80

93
0

4
0

80
0

90

3
65

6
,5

00

1/50

6,000 6,000

1,
5
00

2 5 2,235 50 1,230 50 2,235

2
,
1
6
5

5
0

2
,
1
8
3

5
0

2
,
1
8
3

1
2
0

1
1
0

9
7
0

1
,
2
1
5

9
5
0

1
,
2
8
3

9
5
0

1
,
2
8
3

9
5
0

1
1
0

1505525

3,450

5,740 55

320 5,100 320

1
55

2
,3

0
0

4
,3

0
0

3,520

9,260

グラスウール共撤去　

グラスウール共撤去　

額縁：撤去

撤去

2,350 1,165

150

9
74

衣浦東部広域連合

6
,5

90

6
2

85

45

25 804 85

59

壁：ＰＢ　ｔ＝12　
ＧＬボンド共撤去

Ｈ＝2600
スチールパーテーション　撤去

木製額縁

床：タイルカーペット、パンチカーペット共撤去

床：長尺塩ビシート
撤去

壁：有孔合板ｔ＝9　

壁：有孔合板ｔ＝9　軽量下地

壁：有孔合板ｔ＝9　軽量下地

壁：ビニールクロス　撤去

撤去

判定：壁（下地共）、床、巾木、天井共含有なし

※アスベスト調査を行った結果

現況平面図　２

框：再利用の事 框：再利用の事

框：再利用の事

600

棚：木製 撤去

X11 X12 X13

Y8

Y7

Y6

肋木撤去処分

A-14

床：長尺塩ビシート

床：ニードルパンチカーペット　撤去

壁：有孔合板ｔ＝9　壁：有孔合板ｔ＝9　

ドアストッパー撤去及び床補修

ドア：撤去（枠を含む）

壁：ビニールクロス　撤去

仮眠室　Ｃ

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ

サッシ：撤去
アルミ製4連窓 見込70

W=5100　H=1600
ガラス　トーメーｔ＝5 網戸付き

図面A-16　現況展開図参照
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号
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面工事名称

衣浦東部広域連合

6,000 6,865

6,500 365

6,000 6,865

365 6,500

2,
60
0

2
,6
00

1
6
0

9
7
0

1
,6
05

25
1
00

カーテンボックス

天井：化粧ＰＢ　ｔ＝9

床：モルタル金鏝ニードルパンチカーペット　ｔ＝4
タイルカーペット

巾木：ソフト巾木　Ｈ＝７５

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

現況展開図：仮眠室A,B,C

1/50

2,
60
0

カーテンボックス

壁：ＴＰＢ　ｔ＝12　ビニールクロス

撤去

撤去

撤去

撤去

壁：ＴＰＢ　ｔ＝12　ビニールクロス　撤去
（廊下側：グラスウールｔ＝50は、そのまま）

スチールパーテーション

框は流用する

X9 X10

X9X10

Y7 Y6

Y6 Y7

A-15

2
,6
00

2
,6
00

撤去　処分

撤去　処分木製

撤去　処分木製

壁：ＴＰＢ　ｔ＝12　ビニールクロス 撤去

床：モルタル金鏝ニードルパンチカーペット　ｔ＝4
タイルカーペット

撤去

巾木：ソフト巾木　Ｈ＝７５ 撤去

天井：化粧ＰＢ　ｔ＝9 撤去

床：モルタル金鏝ニードルパンチカーペット　ｔ＝4
タイルカーペット

巾木：ソフト巾木　Ｈ＝７５

撤去

撤去
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．
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図
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区
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　級建築士登録第　　　　　　　　号
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容
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図
面工事名称

衣浦東部広域連合
1/50

棚：木製

6
00

床：モルタル金鏝ニードルパンチカーペット　ｔ＝4

97
0

1,
60
5

25

タイルカーペット

天井：化粧ＰＢ　ｔ＝9 6
00

床：モルタル金鏝ニードルパンチカーペット　ｔ＝4
タイルカーペット

天井：化粧ＰＢ　ｔ＝9

9
70

1
,6
05

2
5

6,500 365

9,450 365 6,500

9,450

6,000 3,450

10
0

2,
60
0

2
,6
00

16
0

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｃ

巾木：木製　Ｈ＝７５

壁：有孔合板　ｔ＝5.5　ＳＯＰ　グラスウールｔ＝50込み

現況展開図：ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ

棚：木製

壁：有孔合板　ｔ＝5.5　ＳＯＰ　グラスウールｔ＝50込み

天井：化粧ＰＢ　ｔ＝9

床：長尺塩ビシート

サッシ：撤去 カーテンボックス：撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

ドア：撤去

壁：有孔合板　ｔ＝5.5　ＳＯＰ　グラスウールｔ＝50込み

撤去

撤去巾木：木製巾木　Ｈ＝７５

巾木：木製巾木　Ｈ＝７５

壁：有孔合板　ｔ＝5.5　ＳＯＰ　グラスウールｔ＝50込み

撤去

壁：有孔合板　ｔ＝5.5　ＳＯＰ　グラスウールｔ＝50込み

撤去

框は流用する

框は流用する

X12 X13

X12X13

Y7 Y6

Y6 Y7

A-16

現況壁、巾木、ドアは現状のまま
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6
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00
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6,000 6,000

衣浦東部広域連合

3
6
5

6
,
5
0
0

1
,
5
0
0

6,000 6,000

2,360 1,280 2,360 2,360 1,280 2,360 2,360

撤去化粧石膏ボード　ｔ＝9
カーテンボックス　撤去
カーテンレール　撤去

現況天井伏図　１

Y8

Y7

Y6

X9 X10 X11

A-17

パーテーション 撤去
天井点検口撤去
420ｘ420

天井点検口撤去
420ｘ420

天井点検口撤去
420ｘ420
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4
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80 720 80

93
0

4
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80
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90

3
65

6
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00

1/50

6,000 6,000
1,

50
0

衣浦東部広域連合

図

2,360 1,280 2,360 6,000 3,450

カーテンボックス撤去 カーテンボックス 撤去
撤去化粧石膏ボード　ｔ＝9 撤去

カーテンレール　撤去 カーテンレール　撤去

現況天井伏図　２

Y8

Y7

Y6

X11 X12 X13
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化粧石膏ボード　ｔ＝9 撤去

パーテーション撤去
天井点検口撤去
420ｘ420

天井点検口撤去
420ｘ420

天井点検口撤去
420ｘ420

化粧石膏ボード　ｔ＝9

天井下地撤去

天井下地撤去
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スラブ下まで設置

ベット
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衣浦東部広域連合

1
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40

11
5

12
0

45

1
2
0

1
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1
20

1
20

1
20

1
20

1
20

1
2
0

1
1
0

1
20

1
20

450 5,100 450

不燃ビニールクロス

163 2,224 1,228 2,224

1
20

1
20

壁：ＰＢ　t=12.5（NM-8619）

(ｽﾀｯﾄﾞ45ｘ65）

ＦＬ±0

ＦＬ+100

框：ステンレス製

50

1
2
0

1
20

1
20

1
20

1
20

1
20

1
20

1
2
0

1
1
0

1
20

1
20

不燃ビニールクロス

163 2,224 1,228 2,224

1
20

1
20

壁：ＰＢ　t=12.5（NM-8619）

(ｽﾀｯﾄﾞ45ｘ65）

ｺｰｷﾝｸﾞ

ＦＬ±0

ＦＬ+100

框：ステンレス製

50

1
20

1
20

1
20

1
20

6,
86

5
1,

50
0

450 5,100 450 450

仮眠室Ａ 仮眠室Ｂ

ＦＬ±0

6,000 6,000

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

ベット

ベット

ベット

ベット

ベット

ベット

ベット

ベット ベット

ベット

ベット

ベット

現況壁は、そのままとする

9
50

（既設利用） （既設利用）

1,926

現況ドア撤去部分補修
ＰＢ　t=12.5（NM-8619）
(ｽﾀｯﾄﾞ45ｘ100）

吹付けタイル

グラスウールｔ＝100　２４kg/ｍ
3

スラブ下まで充填の事

ｺｰｷﾝｸﾞ

9
50

（遮音シート）

スタッド45ｘ65
ＰＢ　t=12.5（NM-8619）
ダンピングシート
ＰＢ　t=12.5（NM-8619）

不燃ビニールクロス

ベット ベット

（遮音シート）

スタッド45ｘ65
ＰＢ　t=12.5（NM-8619）
ダンピングシート
ＰＢ　t=12.5（NM-8619）

不燃ビニールクロス

スタッド45ｘ65
ＰＢ　t=12.5（NM-8619）
ダンピングシート
ＰＢ　t=12.5（NM-8619）

不燃ビニールクロス

不燃ビニールクロス
壁：ＰＢ　t=12.5（NM-8619）

不燃ビニールクロス
壁：ＰＢ　t=12.5（NM-8619）

(ｽﾀｯﾄﾞ45ｘ65）

1,917 1,137 1,917 不燃ビニールクロス
壁：ＰＢ　t=12.5（NM-8619）

(ｽﾀｯﾄﾞ45ｘ65）

6
5

65

65 65

6
5

6
5

2
,2

61
2,

21
0

2
,1

8
3

仮眠室Ｃ

6
5

6
5

壁：既設ＰＢ　下地調整の上

遮音シート貼り

ＰＢ　t=12.5（NM-8619）
不燃ビニールクロス

壁：既設ＰＢ　下地調整の上
遮音シート貼り

ＰＢ　t=12.5（NM-8619）
不燃ビニールクロス

現況ドア撤去部分補修
ＰＢ　t=12.5（NM-8619）
(ｽﾀｯﾄﾞ45ｘ100）

吹付けタイル

グラスウールｔ＝100　２４kg/ｍ
スラブ下まで充填の事

3

Ａ

6512.5 12.5

ＰＢ　ｔ＝12.5

ビニールクロス

Ａ詳細

下足入 下足入

ビニールクロス巻込み

X9 X10 X11

ベットは、撤去保管し工事完了後
再設置の事

Y8

Y7

Y6

仮眠室平面図　Ａ，Ｂ

巾木： 現状補修 巾木： 現状補修

スラブ下まで設置

スラブ下まで設置

スラブ下まで設置15
0

A-19

壁：下地処理の上、不燃ビニールクロス貼り 壁：下地処理の上、不燃ビニールクロス貼り

額縁：現状下地処理の上ＳＯＰ塗装 額縁：現状下地処理の上ＳＯＰ塗装

床：下地調整の上複層ビニル床シート

床：下地調整の上複層ビニル床シート
ｔ＝2
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ＰＢ　t=12.5（NM-8619）
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75

150

15
.5

1
00

150 20

850 80.5131

93
0

4
0

80
0

90

1
2
0

1
1
0

1
1
0
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記
特

建　築

図

面

番

号

分

区
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　級建築士登録第　　　　　　　　号

尺

縮

容
内

図
面工事名称

衣浦東部広域連合

80 720 80

6,000 6,000

10
0

40
0

1
00

3
65

6
,5

00
1,

50
0

1/50

1
20

450 5,100 450 450 450

コーキング

6
5

透湿防水シート

65 100

6
5

175 760 100 680

65

4
,4

07
2,

45
8

1,
50

0

1,945 1,091

7
60

壁：ＰＢ　t=12.5（NM-8619）
不燃ビニールクロス

800 2424

163 2,224 1,228 2,224

(ｽﾀｯﾄﾞ45ｘ65）

21
1

ＦＬ+300

ＦＬ+300

ＦＬ+100ＦＬ+100

框：ステンレス製

50

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

ロッカー

ロッカー

ベット

ベットベット

ベット

2
,0

58

1,500

1,350

1,464

1
91

17
2

7
70

3,450

62

倉庫

ダンピングシート

ＰＢ　t=12.5（NM-8619）

ＰＢ　t=12.5（NM-8619）

（遮音シート）

グラスウールｔ＝100　２４kg/ｍ
3

(ｽﾀｯﾄﾞ45ｘ100）
ＰＢ　t=12.5（NM-8619）
ダンピングシート（遮音シート）

スタッド45ｘ65
ＰＢ　t=12.5（NM-8619）
ダンピングシート （遮音シート）
ＰＢ　t=12.5（NM-8619）

(ｽﾀｯﾄﾞ45ｘ65）

75150

75

合板　ｔ＝12

2,345

2
,3

02

6565

複層仕上げ塗材Ｅ　吹付け

コーキング防湿シート

防湿シート

5,100

（現況開口部を除く）

（既設利用）

ＡＬＣ　ｔ＝100　縦貼り

建設省告示　第1400号　H12.5.30

不燃ビニールクロス

不燃ビニールクロス

床：ビニール床タイル　600ｘ600ｘ2.5

構造用合板　ｔ＝24

框：現況のまま

床仕上げ：現況のまま

100

800

1,
00

0

白線

2,500

6
00

既設パーキングブロック撤去

軽 「軽」文字

配管隠し逆向き敷設

既設パーキングブロック

2,500

コンクリート補修

グラスウールｔ＝100　２４kg/ｍ3

10
0

53

ＦＬ±0

800

2
00

給湯器架台

10
0

ＦＬ+100

仮眠室Ｃ

仮眠室Ｄ

現況ドア撤去部分補修
ＰＢ　t=12.5（NM-8619）
(ｽﾀｯﾄﾞ45ｘ100）

吹付けタイル

グラスウールｔ＝100　２４kg/ｍ
3

スラブ下まで充填の事

現況ドア撤去部分補修
ＰＢ　t=12.5（NM-8619）
(ｽﾀｯﾄﾞ45ｘ100）

吹付けタイル

グラスウールｔ＝100　２４kg/ｍ
3

スラブ下まで充填の事

1
,2

72
9
50

ＦＬ±0

インターホン

床：

ｺｰｷﾝｸﾞ

既設パーキングブロック移設

ベット

ＰＢ　t=12.5（NM-8619）
不燃ビニールクロス

ＦＬ±0

ロッカー 冷蔵庫

1
20

壁：ＰＢ　下地調整の上遮音シート貼り

壁：既設ＰＢ　下地調整の上
遮音シート貼り

ＰＢ　t=12.5（NM-8619）
不燃ビニールクロス

不燃ビニールクロス
壁：ＰＢ　t=12.5（NM-8619）

ベット

（遮音シート）

スタッド45ｘ65
ＰＢ　t=12.5（NM-8619）
ダンピングシート
ＰＢ　t=12.5（NM-8619）

不燃ビニールクロス

65 65

6
5

ＰＢ　t=12.5（NM-8619）
不燃ビニールクロス

壁：ＰＢ　下地調整の上遮音シート貼り

梁下まで充填の事6
5

11
5

両面

両面

65

90

床： 下地調整の上複層ビニル床シートｔ＝2

ＰＢ　t=12.5（NM-8619）
ダンピングシート

下地調整の上タイルカーペット

床下点検口
450x450

下足入

現況砕石

排水管

タイガーベース

Ａ種1Ｈ

Ａ種1Ｈ

Y8

Y7

Y6

X11 X12 X13

ＦＬ+300

防湿シート

壁：ＰＢｔ＝12.5
不燃ビニールクロス 壁：ＰＢｔ＝12.5

不燃ビニールクロス

壁：ＰＢｔ＝12.5
不燃ビニールクロス

備品を示す

9
50

ベットは、撤去保管し工事完了後
再設置の事

※：

※：室名札（トレーニングルーム）壁面接着貼り

撤去後補修　吹付けタイル　

※：Ｙ７通り壁及び浴室壁

現況ドア撤去部分補修は、
スラブ下までグラスウール充填

遮光カーテン（H=2600）

框：ステンレス製（既設利用）

1,300

仮眠室平面図 Ｃ，Ｄ

下足入

1,
10

0

スラブ下まで設置

巾木： 現状補修巾木： 現状補修

スラブ下まで設置

A-20

ｺﾝｸﾘｰﾄ　FC21

鉄筋　縦横共D10＠200

壁：下地処理の上、不燃ビニールクロス貼り

発泡ウレタン吹付け　ｔ＝100

プラスチック束

現況壁（有孔合板）現状のまま

現況壁（有孔合板）現状のまま

現況壁（有孔合板）現状のまま

上蓋Ｕ字溝　Ｕ300
上蓋Ｕ字溝　Ｕ300

ＳＯＰ塗装

額縁：現状下地処理の上ＳＯＰ塗装

床：下地調整の上複層ビニル床シート
ｔ＝2

発泡ウレタン吹付け　ｔ＝50
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．
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．

記
特

建　築

図

面

番

号

分

区

内ノ枚

　級建築士登録第　　　　　　　　号

尺

縮

容
内

図
面工事名称

衣浦東部広域連合

20
0

2
,5

00

1
,7

50
70

0
90

4

2,058

50 100 100

65

12.5

3

20
0

2,
00

0
40

0

4
5

115

65

12.512.5

3

156

6
0

洗面室

15

壁：ＰＢｔ＝12.5下地

巾木：ソフト巾木　Ｈ＝60

（硬質塩化ビニルタイル）

構造用合板　ｔ＝24

既存土間スラブ

ビニールクロス

天井：セッコウボードｔ＝9.5下地

壁：ＰＢ　t=12.5（NM-8619）下地

（不燃認定取得品）

コーキング

コーキング

水切り（アルミ製） 敷居：木製　ＯＳ塗装

発砲ウレタン吹付け　ｔ＝100

防湿シート

防湿シート

矩計図

建設省告示　第1400号　H12.5.30

（現況壁に断熱材が無い場合）

ビニールクロス貼り

ビニールクロス貼り

複層仕上げ塗材Ｅ　吹付け

透湿防水シート

ＡＬＣ　ｔ＝100　縦貼り

モルタル込

脱衣ＦＬ

20
0

（現況壁に断熱材が無い場合）
（現況開口部を除く）

ビニールクロス貼り

ＰＢｔ＝12.5下地

防湿シート

モルタル込

複層仕上げ塗材Ｅ　吹付け

ＡＬＣ　ｔ＝100　縦貼り

透湿防水シート

防湿シート

水切り（アルミ製）

ユニットバス

65

12.5

65

10
0

1
2.

5

建設省告示　第1400号　H12.5.30

1,945

1,
92
4

2
4

94

12

65

浴室

脱衣・洗濯室

ドア枠：木製ＯＳ塗装

コーキング込

外壁：既設タイル

1,945

天井：ＰＢ　t=12.5（NM-8619）下地
ビニールクロス貼り

（不燃認定取得品）

Ａ種1

Ａ種1Ｈ

Ａ種1Ｈ

Ａ種1Ｈ

ＧＬ

廊下FL+300 廊下FL+300

ＡＬＣ詳細　1/15

廊下FL+100

短冊プレート
定規アングル
Ｌ－６５Ｘ６５Ｘ６
アンカー鋼棒
９φ　＠600以下

シーリング材

アンカー鋼棒
９φ　＠600以下

〇ナット

〇ナット

定規アングル

ｔ＝7.0
床：タイルカーペット

アンカー鋼棒
９φ　＠600以下

Ｌ－６５Ｘ６５Ｘ６

９φ　＠600以下アンカー鋼棒

イナズマプレート

1/20　　1/15

ビニール床タイル　600ｘ600ｘ2.5

A-21

外壁：既存タイル

ABS樹脂製　網付
浴室、脱衣、洗面所

床下換気パイプ100Φ　3カ所

プラスチック束

発泡ウレタン吹付け　ｔ＝100

発泡ウレタン吹付け　ｔ＝50

発泡ウレタン吹付け　ｔ＝50

発泡ウレタン吹付け　ｔ＝50

発泡ウレタン吹付け　ｔ＝100
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分

区

内ノ枚

　級建築士登録第　　　　　　　　号

尺

縮

容
内

図
面工事名称

衣浦東部広域連合

6,000 6,865

6,500 365

6,000 6,865

365 6,500

2
,6

00
2,

60
0

9
70

1,
6
05

2
5

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

1/50

不燃ビニールクロス
壁：ＰＢ　t=12.5（NM-8619）

(ｽﾀｯﾄﾞ45ｘ65）

巾木：ソフト巾木　Ｈ＝６０

廻縁：塩ビ製

展開図　1

床：下地調整の上複層ビニル床シート
ｔ＝2

既存軽量鉄骨下地を利用する
ＮＭ－１８６４

床：下地調整の上複層ビニル床シート
ｔ＝2

スチールパーテーション

天井：化粧ＰＢ　ｔ＝9.5　直貼り工法　

Ｘ９ Ｘ１０ Ｙ７ Ｙ６

Ｘ９Ｘ１０ Ｙ６ Ｙ７

A-22
仮眠室Ａ，Ｂ，Ｃ

額縁：現状下地処理の上ＳＯＰ塗装

床：下地調整の上複層ビニル床シート
ｔ＝2

不燃ビニールクロス
壁：ＰＢ　t=12.5（NM-8619）

(ｽﾀｯﾄﾞ45ｘ65）

既存軽量鉄骨下地を利用する
ＮＭ－１８６４

天井：化粧ＰＢ　ｔ＝9.5　直貼り工法　

床：下地調整の上複層ビニル床シート
ｔ＝2

巾木：ソフト巾木　Ｈ＝６０

巾木：ソフト巾木　Ｈ＝６０



天井裏：スラブ下まで　構造用合板貼り　ｔ＝12

図
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　級建築士登録第　　　　　　　　号

尺

縮

容
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面工事名称

衣浦東部広域連合

6,000 4,807

2,521 3,479

2
,6

00

2
,0

74

20
0

2
,0

00
4
00

20
0

2
,5

00

2
,6

00

1312 Ａ Ｂ

1/50

20
0

2
,0

00

女子仮眠室

ＰＢ　t=12.5（NM-8619）下地壁：

巾木：ソフト巾木　Ｈ＝60

床：タイルカーペット

ビニールクロス（不燃認定取得品）

ｔ＝7.0

6,000 4,807

2
,7

00

2
,6

00

13 12Ｃ Ｄ

ＰＢ　t=12.5（NM-8619）下地壁：

廻縁：塩ビ製

ビニールクロス （不燃認定取得品）

1
,1

65

ビニールクロス 不燃製品使用の事

ビニールクロス 不燃製品使用の事

2
,6

00

10
0

床：下地調整の上複層ビニル床シート ｔ＝2

間仕切壁

ＰＢ　t=12.5（NM-8619）
ダンピングシート
ＰＢ　t=12.5（NM-8619）

不燃ビニールクロス

スタッド45ｘ65

遮光カーテン（H=2600）

ＰＢ　 ｔ ＝12. 5下地

天井： ＰＢ　 ｔ ＝12. 5下地

ＮＭ－８６１９

ＮＭ－８６１９

A-23
展開図　2　仮眠室　Ｄ

ビニールクロス 不燃製品使用の事

天井： ＰＢ　 ｔ ＝12. 5下地 ＮＭ－８６１９

既設下地に取付
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　級建築士登録第　　　　　　　　号

尺

縮

容
内
面工事名称

衣浦東部広域連合
1/50

脱衣・洗濯室

Ａ Ｂ Ｄ

2
0
0

2,
50
0

1,500

洗面所

2
0
0

2,
50
0

20
0

2
,5
00

1,500 2,058 1,500 2,058

20
0

2
,5
00

1,464 2,058 1,464 2,058

ＢＡ Ｃ Ｂ

天井：ＰＢ　ｔ＝9.5下地　ビニールクロス貼

巾木：ソフト巾木　Ｈ＝60

廻縁：塩ビ製

天井：ＰＢ　ｔ＝9.5下地　ビニールクロス貼 廻縁：塩ビ製

2
0
0

2,
00
0

4
00

ユニットバス

（硬質塩化ビニルタイル）

（硬質塩化ビニルタイル）

壁：ＰＢｔ＝12.5下地　ビニールクロス貼り

ドア枠：木製ＯＳ塗装

壁：ＰＢｔ＝12.5下地　ビニールクロス貼り

床：ビニール床タイル　600ｘ600ｘ2.5

床：ビニール床タイル　600ｘ600ｘ2.5

Ｙ７ Ｙ７

Ｙ７ Ｙ７

A-24
展開図　3　仮眠室　Ｄ

Ｃ



壁：ＰＢｔ＝12.5

2,058

図

碧南消防署仮眠室改修工事

一級建築士登録第１５１６５５

杉　浦　勝　裕

ナニワ建築設計室
．

設計者

図
製
図
検

．．／

／ ． ． ／ ． ．

．．／

／ ． ．

．．／
竣
工
図

成
作

確
認

認
承

保
管 正

訂

．

．
．

．

．

記
特

建　築

図

面

番

号

分

区

内ノ枚

　級建築士登録第　　　　　　　　号

尺

縮

容
内
面工事名称

衣浦東部広域連合
1/50

20
0

2
,5

00

1,091

Ａ

20
0

2
,5

00

天井：ＰＢ　ｔ＝9.5下地　ビニールクロス貼

2,058 1,091

ＤＢ

廻縁：塩ビ製

巾木：ソフト巾木　Ｈ＝60

20
0

2
,0

00
4
00

2
,5

00

Ｃ

Ｂ Ｃ

600

6
00

3,450

10
0

2,
60

0

既設棚：木製

巾木：木製　H=75

（現状のまま）

床：モルタル金鏝ニードルパンチカーペット　ｔ＝4
タイルカーペット

撤去

50
0

ＧＬ

廊下ＦＬ

壁：現況壁（有孔合板　ｔ＝5.5）

下地調整の上、再塗装

現状天井面

4,407 3,450

60
0

巾木：木製　H=75 巾木：木製　H=75

1
0
0

2,
60

0
50

0

ＧＬ

廊下ＦＬ
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑＦＬ

現状天井面

既設棚：木製 撤去

壁：合板ｔ＝5.5
（既存スタッドに留め付け）

壁：現況壁（有孔合板　ｔ＝5.5）

下地調整の上、再塗装

壁：現況壁（有孔合板　ｔ＝5.5）

壁：合板ｔ＝5.5
（既存スタッドに留め付け）

床：長尺塩ビシート　ｔ＝2.0

（現状のまま）

壁：

巾木：木製　H=75

床：モルタル金鏝ニードルパンチカーペット　ｔ＝4
タイルカーペット

（現状のまま）
4,407

Ｄ

1
,3

65

壁：合板ｔ＝5.5
（既存スタッドに留め付け）

13
5

コンクリート現わし

スタイロフォーム現わし

4
,5

00

スタイロフォーム現わし スタイロフォーム現わし スタイロフォーム現わし

コンクリート現わし

1
,1

65

4
,5

00

コンクリート現わし

Ａ

（硬質塩化ビニルタイル）
床：ビニール床タイル　600ｘ600ｘ2.5

ビニールクロス貼り 倉庫

倉庫ＦＬ

85
0

コンクリート現わし

展開図　4

Ｙ７ Ｙ７

トイレ

現状のまま

現状のまま 現状のまま

現状のまま

A-25
仮眠室Ｄ.倉庫

下地調整の上、再塗装 ＳＯＰＳＯＰ

ＳＯＰ

ＳＯＰ

ＳＯＰ ＳＯＰ

合板ｔ＝12　ＳＯＰ塗装



工事名称 面
内
容

縮

尺

　級建築士登録第　　　　　　　　号

枚ノ内

区

分

号

番

面

図

建　築

．

．
．

．

訂
正管

保

承
認

認
確

作
成

図
工
竣

／ ． ．

．．／

／ ． ．

．．／．．／

／ ． ．
検
図
製
図

設計者
．

ナニワ建築設計室
杉　浦　勝　裕
一級建築士登録第１５１６５５

符号・室名

備　　　考

金　　　物

硝　　　子

材料・仕上

見込数量

建具名称

備　　　考

見込数量

建具名称

姿　　図

姿　　図

符号・室名

40

1

建具表　1

1/50

ＦＬ

ＦＬ

40

材料・仕上

金　　　物

硝　　　子

403

2

2
,0
00

碧南消防署仮眠室改修工事衣浦東部広域連合

2,
00
0

仮眠室　Ｂ、Ｃ、Ｄ 仮眠室　Ａ

2,
00
0

3

4

アウトセット

スチール　ｔ＝0.8

沓摺：ステンレスSUS304　ＨＬ仕上げ

アウトセット

スチール　ｔ＝0.8

沓摺：ステンレスSUS304　ＨＬ仕上げ

アウトセット

スチール　ｔ＝0.8

1

アウトセット

スチール　ｔ＝0.8

沓摺：ステンレスSUS304　ＨＬ仕上げ

40

2,
00
0

2
,0
00

2
,0
00

エンドストッパー、他付属金物一式 エンドストッパー、他付属金物一式

沓摺：ステンレスSUS304　ＨＬ仕上げ

エンドストッパー、他付属金物一式

エンドストッパー、他付属金物一式

焼付塗装（扉、枠）遮音性能　Ｔ－１等級 焼付塗装（扉、枠）遮音性能　Ｔ－１等級 焼付塗装（扉、枠）遮音性能　Ｔ－１等級

焼付塗装（扉、枠）遮音性能　Ｔ－１等級

1

2

3

寸法は現場にて再調査の上施工図により係員により承認を得ること。

建具金物は特記なき限りステンレス（

指詰め防止対応

SUS304 ）とし見本品により決定する。

特記

枠、沓摺、鎌錠（シリンダー錠）、引棒（抗菌） 枠、沓摺、鎌錠（シリンダー錠）、引棒（抗菌） 枠、沓摺、鎌錠（シリンダー錠）、引棒（抗菌）

枠、沓摺、鎌錠（シリンダー錠）、引棒（抗菌）

スチール片引き戸（LSD） スチール片引き戸（LSD） スチール片引き戸（LSD）

スチール片引き戸（LSD）

LSD LSD LSD

LSD

800

有効

800

有効

800

有効

800

有効

A-26

10

10

仮眠室　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ

仮眠室　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ



工事名称 面
内
容

縮

尺

　級建築士登録第　　　　　　　　号

枚ノ内

区

分

号

番

面

図

建　築

．

．
．

．

訂
正管

保

承
認

認
確

作
成

図
工
竣

／ ． ．

．．／

／ ． ．

．．／．．／

／ ． ．
検
図
製
図

設計者
．

ナニワ建築設計室
杉　浦　勝　裕
一級建築士登録第１５１６５５

備　　　考

金　　　物

硝　　　子

材料・仕上

見込数量

建具名称

姿　　図

符号・室名

40

1

1/50

ＦＬ

4040

2

碧南消防署仮眠室改修工事衣浦東部広域連合

3

680

20
0

2,
00
0

20
0

2,
00
0

832

760

36 760 36

760

832

20
0

2,
00
0

片開きフラッシュ戸

1

メラミン化粧合板

アクリル樹脂・半透明

1
00

450

片引きフラッシュ戸

1

メラミン化粧合板

片引きフラッシュ戸

1

メラミン化粧合板

建具表　2

仮眠室　Ｄ　トイレ 仮眠室　Ｄ　洗面所 仮眠室　Ｄ、　脱衣所
ＷＤ ＷＤ ＷＤ

建具配置図　　　1/100

160

アクリル樹脂・半透明 アクリル樹脂・半透明

1,
35
0

特記

1

2

3

寸法は現場にて再調査の上施工図により係員により承認を得ること。

建具金物は特記なき限りステンレス（

指詰め防止対応

SUS304 ）とし見本品により決定する。

仮眠室Ｃ仮眠室Ａ 仮眠室Ｂ

倉庫

仮眠室Ｄ

1
ＷＤ

2
ＷＤ

3
ＷＤ

1

仮眠室Ａ 仮眠室Ｂ 仮眠室Ｃ 仮眠室Ｄ 倉庫

12

4 3

4

4

3

3

4 3

4

4

3

3

4 3

4

4

3

3

1

丁番、レバーハンドル、表示錠、ガラリ（扉と同系色）、他金物一式 フラットレール、戸車、引手（掘込）、ガラリ（扉と同系色）、他金物一式 フラットレール、戸車、引手（堀込）、ガラリ（扉と同系色）、引戸錠、他金物一式

枠及び敷居は木製とし、建具と同色塗装 枠及び敷居は木製とし、建具と同色塗装 枠及び敷居は木製とし、建具と同色塗装

LSD LSD

LSD LSD LSD

LSD LSD LSD LSD

LSD LSD LSD LSD LSD LSD

LSD LSD LSD LSD LSD LSD

LSD

LSD

LSD

A-27

3

4



図

碧南消防署仮眠室改修工事

一級建築士登録第１５１６５５

杉　浦　勝　裕

ナニワ建築設計室
．

設計者

図
製
図
検

．．／

／ ． ． ／ ． ．

．．／

／ ． ．

．．／
竣
工
図

成
作

確
認

認
承

保
管 正

訂

．

．
．

．

．

記
特

建　築

図

面

番

号

分

区

内ノ枚

　級建築士登録第　　　　　　　　号

尺

縮

容
内
面工事名称

1/50
衣浦東部広域連合

3
65

6
,5

00
1,

50
0

符号

Ａ

仕上

Ｂ

下地

Ｃ

符号 仕上 下地

軽量鉄骨下地　

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

塩ビ製廻り縁

Ｇ Ｇ Ｇ

軽量鉄骨下地　

軽量鉄骨下地　アルミ製天井点検口　450ｘ450

Ｈ Ｈ

セッコウボードｔ＝12.5下地
軽量鉄骨下地　

軽量鉄骨下地　

軽量鉄骨下地　

ビニールクロス

ビニールクロス
セッコウボードｔ＝9.5下地

既設天井撤去　スラブ（ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ）現わし

ユニットバス

梁現わし

化粧セッコウボード　ｔ＝９.５　　

ＮＭ－８６１９
不燃製品使用の事

軽量鉄骨下地　物干し金物（ステンレス物干し竿付）

ＮＭ－１８６４

Ｈ Ｈ

Ｋ

Ｌ

Ｋ Ｌ

換気口

給気口

200ｘ200

200ｘ200

Ｋ Ｌ

Ｍ ダウンライト

符号 仕上

ＭＭ

不燃品

Ｎ

Ａ Ａ Ａ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

ダウンライト

ペンダント

直付４０形

ジプトーン模様

カーテンレール

Ｉ Ｉ ＩＱ Ｑ Ｑ

エアコン
天井埋込み

天井伏図　１

CH：2,600 CH：2,600 CH：2,600

Y8

Y7

Y6

不燃製品使用の事

ＮＭ－０４４１

※
照明配置は、
別図参照

A-28

Ｈ

Ｈ Ｈ



化粧セッコウボード　ｔ＝９.５　　

セッコウボードｔ＝12.5下地

碧南消防署仮眠室改修工事

一級建築士登録第１５１６５５

杉　浦　勝　裕

ナニワ建築設計室
．

設計者

図
製

図
検

．．／

／ ． ． ／ ． ．

．．／

／ ． ．

．．／
竣
工
図

成
作

確
認

認
承

保
管 正

訂

．

．

．

．

記
特

建　築

図

面

番

号

分

区

内ノ枚

　級建築士登録第　　　　　　　　号

尺

縮

容
内

図
面工事名称

衣浦東部広域連合
1/50

3
65

6
,5

00
1,

50
0

4
,4

07
2,

45
8

1,
50

0

符号

Ａ

仕上

Ｂ

下地

Ｃ

符号 仕上 下地

軽量鉄骨下地　

軽量鉄骨下地　

Ｇ

Ｇ

Ｇ

ＧＧ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Φ

Φ

塩ビ製廻り縁
軽量鉄骨下地　

軽量鉄骨下地　

軽量鉄骨下地　

軽量鉄骨下地　

ビニールクロス
ＮＭ－８６１９

不燃製品使用の事

ビニールクロス
セッコウボードｔ＝9.5下地

既設天井撤去　スラブ（ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ）現わし

ユニットバス

Ｃ Ｃ

Ｄ

Ｅ

梁現わし

Ｂ

Ｃ

Ｊ

アルミ製天井点検口　450ｘ450

物干し金物（ステンレス物干し竿付）

Ｈ

捨て貼り工法　ＰＢt=9.5
ＮＭ－１８６４

Ｌ

Ｌ

Ｋ Ｋ

Ｋ

ＨＫ Ｌ

Ｋ

Ｌ

換気口

給気口 200ｘ200

Ｌ Ｋ

Ｇ

Ｍ

符号 仕上

Ｍ

Ｎ

Ｐ

ダウンライト

ダウンライト

Ｍ

Ｎ

直付４０形

Ｆ

Ｆ

Ｐ

不燃品

Ｑ

Ａ Ｒ Ｈ Ｌ

カーテンレール

エアコン
天井埋込み

ＩＱ Ｑ

天井伏図　２

CH；2,600

CH；2,600

CH；2,600

CH；2,600

CH；2,500 CH；2,500 CH；2,500

CH；3,765

Ｉ

Y8

Y7

Y6

不燃製品使用の事
ＮＭ－０４４１

※
照明配置は、
別図参照

A-29

Ｂ

軽量鉄骨下地に取付け

200ｘ200（天井換気扇）

Ｈ

Ｈ



碧南消防署仮眠室改修工事

一級建築士登録第１５１６５５

杉　浦　勝　裕

ナニワ建築設計室
．

設計者

図
製
図
検

．．／

／ ． ． ／ ． ．

．．／

／ ． ．

．．／
竣
工
図

成
作

確
認

認
承

保
管 正

訂

．

．
．

．

．

記
特

建　築

図

面

番

号

分

区

内ノ枚

　級建築士登録第　　　　　　　　号

尺

縮

容
内

図
面工事名称

衣浦東部広域連合
家具図

2,000

1,
70
0

7
2
0

98
0

50
0

60

5
0

40
0

2,000

60 910 60 910 60 560

マグネットボード

メラミン化粧版

メラミン化粧版

900 300

9
00

1/30

女性仮眠室　ローパーテーション 下足入1ヶ所

小口：メラミン化粧版貼り

転倒防止金具

転倒防止金具

共通事項

寸法は、現場にて再調査の上施工図により係員の指示により

承認を受けること

100

1
00

メラミン化粧版

メラミン化粧版 メラミン化粧版

電気工事、空調工事と打合せの事

壁面

電機配線

7

カーペット仕上げ面

土間スラブにビス留め

壁軽量下地にビス留め

棚板：メラミン化粧版

ダボ：ステンレス製

4カ所

60

200

1
,0
00

1,000

440

メラミン化粧版

マグネットボード

幅木：仮眠室Ｄのみ

10
0

1,000 300

1
,8
00

6
0

1
,0
0
0

3
70

37
0

棚板：メラミン化粧版

メラミン化粧版 メラミン化粧版

収納ＢＯＸ 1ヶ所女性仮眠室

A-30



コンセント

電気温水器

身障者便所・女子便所
MCCB 2P 50/20

番 号

回 路
負  荷  名  称

回 路
負  荷  名  称

AC 1φ3W 200/100V

分岐開閉器 分岐開閉器

１

MCCB 3P 225AF/150AT

１Ｌ－１

200V

番 号

200V

一級建築士登録第１５１６５５

杉　浦　勝　裕

ナニワ建築設計室
．

設計者

図
製
図
検

．．／

／ ． ． ／ ． ．

．．／

／ ． ．

．．／
竣
工
図

成
作

確
認

認
承

保
管 正

訂

．

．
．
．

．

記
特 図

面

番

号

分

区

内ノ枚

　級建築士登録第　　　　　　　　号

尺

縮

容
内

図
面工事名称

衣浦東部広域連合

電 気
NS

既設・電灯分電盤結線図

番 号

回 路
負  荷  名  称

回 路
負  荷  名  称

AC 1φ3W 200/100V

分岐開閉器 分岐開閉器

MCCB 3P 225AF/150AT

１Ｌ－１

番 号

改修・電灯分電盤結線図

負  荷  名  称
回 路

番 号
負  荷  名  称

回 路

番 号
分岐開閉器 分岐開閉器

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

コンセント
20

廻り階段

コンセント

１

３

５

９

11

13

15

２

４

６

８

10

12

14

16

廊下

非常回路

赤色灯

風除室照明

エントランスホール

ダウンライト ダウンライト

エントランスホール

ダウンライト

署事務所・西

署事務所

照明

エントランスホール

予備
エントランスホール

ダウンライト

待機室
照明

便所・仮眠室・書庫

照明

換気扇電源

ホール電動

カーテン

仮眠室足元灯

廊下照明

予備

集中リモコン 予備

１

３

５

２

４

６

照明・便所１

コンセント

通信・仮眠室

コンセント

コンセント

身障者便所・女子便所 仮眠室１西

コンセント

仮眠室１東

コンセント

仮眠室２

コンセント

負  荷  名  称
回 路

番 号
負  荷  名  称

回 路

番 号
分岐開閉器 分岐開閉器

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

コンセント
20 19

廻り階段

コンセント

１

３

５

７

９

11

13

15

２

４

６

８

10

12

14

16

廊下

非常回路

赤色灯

風除室照明

エントランスホール

ダウンライト ダウンライト

エントランスホール

ダウンライト

署事務所・西

署事務所

照明

エントランスホール

エントランスホール

ダウンライト

待機室
照明

便所・仮眠室・書庫

照明

ホール電動

カーテン

集中リモコン

１

３

５

２

４

６

照明・便所１

コンセント

通信・仮眠室

コンセント

コンセント コンセント

トイレ洗浄便座
←MCCB撤去

←MCCB撤去

照明 コンセント
←MCCB撤去

洗濯機

女子仮眠室

女子仮眠室

女子仮眠室　洗面所

MCCB 2P 50/20 予備予備
200V200V

ブランク

昇降装置電源
室内機電源

署事務所
MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20１

２

ELB 2P 50/20 ELB 2P 50/20

７

１
200V

昇降装置電源
室内機電源

署事務所
MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20１

200V

200V

200V

仮眠室Ａ、Ｂ

仮眠室B 仮眠室Ｃ

コンセント

仮眠室Ａ

碧南消防署仮眠室改修工事

ELB 2P 50/20

ELB 2P 50/20

ELB 2P 50/20

Ｅ－０１
分電盤結線図（１）

MCCB 2P 50/20

２

MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20

…更新箇所を示す。

19

MCCB撤去→

　←既設流用

　←既設流用既設流用→

既設流用→

浴室暖房乾燥機

予備

ELB 2P 50/20

ブランク

MCCB撤去→

MCCB 2P 50/30
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　級建築士登録第　　　　　　　　号

尺

縮

容
内

図
面工事名称

衣浦東部広域連合

電 気
NS

１Ｌ－１

負  荷  名  称
回 路

番 号
負  荷  名  称

回 路

番 号
分岐開閉器 分岐開閉器

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20

３

５

４

６

１

１ ２

２

ELB 3P 100AF/50AT

MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20

負  荷  名  称
回 路

番 号
分岐開閉器

予　備 デジタル

署事務所

不　明

不　明

地域防災無線

事務所

ＣＰＵコンセントＣＰＵコンセント

待機室・西

コンセント

オーバースライダー

電源

エントランスホール

アンプ電源

事務所照明

事務所照明

不　明

IV14sq×3

既設・電灯分電盤結線図（発電機回路)

負  荷  名  称
回 路

番 号
負  荷  名  称

回 路

番 号
分岐開閉器 分岐開閉器

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20 MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20

３

５

４

１

１ ２

２

ELB 3P 100AF/50AT

MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20

負  荷  名  称
回 路

番 号
分岐開閉器

予　備 デジタル

署事務所

不　明

不　明

地域防災無線

事務所

ＣＰＵコンセントＣＰＵコンセント

待機室・西

コンセント

オーバースライダー

電源

エントランスホール

アンプ電源

事務所照明

事務所照明

IV14sq×3

コンセント

女子仮眠室

女子仮眠室、仮眠
室Ｃ、照明

負  荷  名  称
回 路

番 号
分岐開閉器

マルチエアコン

MAo-1

200V

碧南消防署仮眠室改修工事
Ｅ－０２

分電盤結線図（２）

改修・電灯分電盤結線図（発電機回路)

発７

発８

発１

…更新箇所を示す。

MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20

MCCB 2P 50/20

EM-EEF2.0-2C

EM-EEF2.0-2C
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尺

縮

容
内

図
面工事名称

衣浦東部広域連合
1/100

電 気

ベット

ベット

ベット

ベット

ベット

ベット ベット

ベット

９ 10 11 12

6,000 6,000 6,000 6,000

6,000 6,000 450 5,100 450 450 4505,100

4
,4

07
2
,4

58
1,

50
0

Ｇ

Ｈ

Ⅰ

ベット ベット
ベット

ベット ベット

13

便所

①便所

②

書庫①

薬品庫

7,000

3
65

6,
50

0
1,

50
0

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2
2 2

4 5

2E

2425

2E

1L-3へ23

11

2

廊下FL20W×1

2E

非常照明 IL20W－１

足元灯 FUL6W－６

仮眠室Ａ

非常照明 IL20W－１

足元灯 FUL6W－６

非常照明 IL20W－１

足元灯 FUL6W－６

仮眠室Ｂ ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ

仮眠室Ａ 仮眠室Ｂ 仮眠室Ｃ
清掃器具庫FL40W×2

仮眠室Ｃ

2E

2E

27 予備ﾌﾞﾚｰｶｰへ

予備ﾌﾞﾚｰｶｰへ

6 26 予備ﾌﾞﾚｰｶｰへ

1L-3へ １

書庫FL40W×1

１Ｌ－１既設

10

Ｅ－０３

　＜凡例＞

　IV1.6×2　　 (PF16)

配線は抜線とする。

　配線切断ケ所を示す。

　既設残置を示す。

　IV2.0×2 E1.6(PF16)

　IV1.6×4 　　(PF22)

照明器具、配線器具類(ｺﾝｾﾝﾄ含む)は全撤去とする。

　IV2.0×2　　 (PF16)
足元灯

富士型 FL40W×2－６

富士型 FL40W×2
非常照明

ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×2
2

IL20W

非常灯

2E
ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×2　接地極付き

富士型 FL40W×1

FUL6W

非常照明 FL40W×1-2

電灯･ｺﾝｾﾝﾄ設備平面図
（改修前）

2E

白熱灯　埋込

白熱灯 －３ 白熱灯－３ 白熱灯－３
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　級建築士登録第　　　　　　　　号

尺

縮

容
内

図
面工事名称

衣浦東部広域連合
1/100

８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３

7, 000 6, 000 6, 000 6, 000 6, 000

2, 700 1, 500 2, 800

既設 １Ｌ－１

ＥＷ

電 気

仮眠室Ｂ仮眠室Ａ 仮眠室Ｃ

薬品庫

便所

便所

便所

①

②

③

書庫①

倉庫

2 2 2

2

2

2 2 2

廊下②

2 2 2 2 2 2

2E

1L-3へ23

2E

2E

回路へ1L-1 4

既設天井点検口450□

16

12

　＜凡例＞

仮眠室D

2

2

14

碧南消防署仮眠室改修工事

５

1L-1 6
1L-1

　EM-EEF2.0-2C(PF16)

Ｅ－０４

2 2 2 2 2 2

※既設開口流用　防火区画貫通処理を行うこと。

※各仮眠室内ﾍﾞｯﾄﾞ上の2口ｺﾝｾﾝﾄ取付高さはFL+800とする。天井点検口450□×2：新設（建築工事）

2 ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×2

1L-1
発7

発1

　EM-EEF2.0-2C+2C(PF16)

　EM-EEF2.0-3C(PF22)(屋外E25)

2E2E

※E管は塗装ありとする。

2ET

2ET

5.5

5.5

Ｓ

　既設流用

　ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽD44中浅

　手元開閉器盤(SUS,WP)ELCB50AF/20AT

5.5
EM-CE5.5-2C　E:IE2.0(PF28)(屋外E31)

２
７

★

2E ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×2

接地極付き

ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×22ET
接地端子付き

Ｓ

　PB(SUS.WP)：200×100×100

FL+1200

2ET

ELCB50AF/30AT

１
MAo

★

（改修後）
ｺﾝｾﾝﾄ設備平面図

　ｺｱ抜き
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面
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0

1
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215

（操作ﾕﾆｯﾄ＋換気扇用ﾊﾟｲﾛｯﾄｽｲｯﾁ）

埋込熱線センサ付自動スイッチ用操作ユニット

照明

切
連続入

自動

換気扇

L

【Ａ】

碧南消防署仮眠室改修工事
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尺

縮

容
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図
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衣浦東部広域連合

電 気

照明器具姿図

NS
Ｅ－０５

消費電力 待機時：約1.4 Ｗ、動作時：約8.5 Ｗ

画面表示

質　　量 約540 g

Ｆ

1
2
0

16.2 30.3

7
1
.
8

70

その他

仕上

周波数特性

定格入力

SC4Hi-1(3) V3

3W(3.3ｋΩ)，1W(10ｋΩ)

93dB(1W,1ｍ)

100Hz～18kHz

ｽﾋﾟｰｶ-

出力音圧ﾚﾍﾞﾙ

防塵ｶﾊﾞｰ　一体型、音量調節5段切換

昼白色（5000K）

LED直付型40形

ｲﾝﾀｰﾎﾝﾓﾆﾀｰ付親機

【Ｂ】 LEDﾀﾞｳﾝﾗｲﾄLEDﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ 【Ｃ】 【Ｄ】

 天井埋込型ｽﾋﾟｰｶ　ATT付 冷媒漏洩検知器埋込熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ用操作ﾕﾆｯﾄ

約5型ﾜｲﾄﾞｶﾗｰ液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

電源ﾕﾆｯﾄ内蔵、一般光色ﾀｲﾌﾟ電源ﾕﾆｯﾄ内蔵、一般光色ﾀｲﾌﾟ

昼白色(5000K)、拡散ﾀｲﾌﾟ

D

99 29.3

26.5

23
.7

5
83
.5

23
.7
5

13
1

98

ｲﾝﾀｰﾎﾝ下面開放付子機【Ｆ】

Φ105

1
4
.2

Ｓ
Ａ

Ｓ
B

5
9.

2

Φ105

59
.
2

11
.
2

電源電圧

消費電流

質　　量 約220 g

待機時：DC 約5V、動作時：DC 約20 V

待機時：DC 約2mA、動作時：DC約130mA （親器・8Aタイプ・広角検知形）（検知後連続動作時間

約10秒～30分可変形）（明るさセンサ付）（AC100V)

人感センサー　子器人感センサー　親器（広角ﾀｲﾌﾟ）

定　格　5ｍA　12V DC

定　格　8A　100V AC

器具光束200lm、消費電力5W、電圧100V

電球色(2700K)、高演色Ra90

LEDﾌﾞﾗｹｯﾄ　60形電球1灯器具相当

LEDﾌﾗｯﾄﾗﾝﾌﾟφ70　ｸﾗｽ500

LEDﾌｯﾄﾗｲﾄ　5形小丸電球1灯器具相当

熱線・明るさｾﾝｻ付

器具光束4ｌｍ

【Ｅ】

LED非常灯専用型ﾘﾓｺﾝ自己点検機能付

枠：ｱﾙﾐﾀﾞｲｶｽﾄ（ﾎﾜｲﾄつや消し仕上）、

K1-LRS11-1

防滴天井露出スピーカー

φ
1
5
0

9
2

スピーカーユニット

入力インピーダンス

定格入力

アッテネーター

発塵性能

防水性能

1 W/3 W/6 W

10 kΩ（1 W）/3.3 kΩ（3 W）/1.7 kΩ（6 W）

4段階（大/中/小/切）

IPX4準拠（JIS C 0920準拠）

JIS B9926の測定において発塵せず

WP

昼白色(5000K)、拡散ﾀｲﾌﾟ

埋込穴φ100

防滴10 cmｺｰﾝ型 天井取付　熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ 天井取付　熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ

12cmｺｰﾝ型

ｹｰｽ：樹脂

ｽﾃﾝﾚｽ製吊具

LSS9-4-30 LRS1-05 LRS1-13



3
ﾜｲﾄﾞﾊﾝﾄﾞﾙ形ｽｲｯﾁ

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ

1P15A×1　3W15A×1

既設換気扇

ＳB 　人感ｾﾝｻｰ（子機）

　ｲﾝﾀｰﾎﾝ：親機

　ﾄﾞｱﾎﾝ

Ｆ

D

ｔ

　冷媒漏洩検知器

ＳA 　人感ｾﾝｻｰ（親機）3Aﾀｲﾌﾟ

ベット

33
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図
面工事名称

衣浦東部広域連合

電 気

Ｆ Ｆ

Ｆ Ｆ

Ｓ

Ｆ Ｆ

Ｆ Ｆ

Ｆ Ｆ

Ｓ

Ｆ Ｆ

　＜凡例＞

36
5

6
,5

00
1,

50
0

6,000 6,000

Ｇ

Ｈ

Ⅰ

９ 10 11

1
20

1
20

1
20

1
20

1
20

1
20

1
20

1
20

1
20

6,
86

5
1,

50
0

仮眠室Ｃ

6,000 6,000

ベット

ベット

ベット

書庫FL40W×1

3 3

3 3

33

ベット

ベット

ベット ベット

ベット

仮眠室Ａ 仮眠室Ｂ

　EM-EEF1.6-2C      立上(PF16)

3

3

3

3

3

3 3

3 3

33

3 3

3

3

3

　EM-EEF1.6-2C+3C   立上(PF22)

1/50

　EM-EEF1.6-3C      立上(PF22)

※各仮眠室内ﾍﾞｯﾄﾞ上のｽｲｯﾁ取付高さはFL+800とする。

1L-1 11

ベット
ベット

ベット
ベット

A A

Ｅ－０６

【Ｃ】

【Ｃ】

【Ｃ】

【Ｃ】

ベット

【Ｅ】

【Ｄ】

【Ｅ】

【Ｄ】

【Ｅ】

【Ｄ】 【Ｄ】

【Ｄ】

【Ｄ】 【Ｄ】

【Ｄ】

【Ｄ】 【Ｄ】

【Ｄ】

【Ｄ】

【Ｆ】

【Ｆ】

【Ｆ】

【Ｅ】

【Ｅ】

【Ｅ】 【Ｅ】

【Ｅ】

【Ｅ】 【Ｅ】

【Ｅ】

【Ｅ】

【Ｆ】 【Ｆ】

【Ｆ】

【Ｂ】

【Ｂ】

【Ｆ】

【Ｆ】

【Ｂ】

【Ｂ】

【Ｆ】

【Ｂ】

【Ｆ】

【Ｂ】

【Ｆ】

【Ｂ】

【Ｆ】

【Ｂ】 【Ｂ】

【Ｆ】

【Ｆ】

【Ｂ】

【Ｂ】 【Ｂ】

H=1300
取付高さ

電灯設備平面図①(改修後)



【Ｃ】 【Ｃ】

仮眠室Ｄ

3

3

1/50

【Ａ】

Ｆ

Ｆ Ｆ

Ｓ

Ｆ Ｆ

【Ａ】
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電 気

倉庫

Ｇ

Ｈ

Ⅰ

6,000

3
65

6
,5

00
1,

50
0

4
,4

07
2,

45
8

1,
50

0

2
,0

58

3

3

FL+1800

　＜凡例＞

ベット

ベット

ベット

ベット

仮眠室Ｃ

Ｆ

Ｆ

3

3

※各仮眠室内ﾍﾞｯﾄﾞ上のｽｲｯﾁ取付高さはFL+800とする。

　EM-EEF1.6-2C       立上(PF16)

　EM-EEF1.6-3C       立上(PF16)

3

Ｆ
3

3

3

3

3

3

3 3

3 廊下FL20W×1

FL+1800FL+1800

　EM-EEF1.6-2C+3C    立上(PF22)

ｔ

立下(MMA)

碧南消防署仮眠室改修工事

1L-1

回路１1L-3

L

Ｄ

AE

発８

A

Ｓ
B

Ｅ－０７

Ｆ

　ｲﾝﾀｰﾎﾝ：親機

　ﾄﾞｱﾎﾝD

ｔ

　冷媒漏洩検知器

AE 　EM-AE1.2-2C　　　　立下(PF16)

　ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ　D44中浅

【Ｃ】

【Ｃ】

【Ｃ】

ＳA

ＳB 　人感ｾﾝｻｰ（子機）

3
ﾜｲﾄﾞﾊﾝﾄﾞﾙ形ｽｲｯﾁ
1P15A×1　3W15A×1

ﾜｲﾄﾞﾊﾝﾄﾞﾙ形ｽｲｯﾁ
1P15A×2

ﾜｲﾄﾞﾊﾝﾄﾞﾙ形ｽｲｯﾁ
1P15A×1

換気扇用ｺﾝｾﾝﾄ　2P15A×1

ベット

既設換気扇(取外し・再取付)

ベット

【Ｃ】 【Ｃ】

【Ｃ】

【Ｃ】

【Ｃ】

　人感ｾﾝｻｰ（親機）広角ﾀｲﾌﾟ

【Ｅ】

【Ｄ】

【Ｅ】

【Ｄ】

【Ｅ】

【Ｄ】

【Ｆ】

【Ｆ】

【Ｆ】

【Ｆ】

【Ｄ】 【Ｄ】

【Ｄ】

【Ｄ】
【Ｄ】

【Ｆ】

【Ｂ】

【Ｆ】

【Ｅ】

【Ｅ】

【Ｅ】

【Ｅ】

【Ｅ】

【Ｆ】

【Ｆ】

【Ｂ】

【Ｆ】

【Ｂ】

【Ｆ】

【Ｂ】

【Ｂ】【Ｂ】

【Ｂ】

【Ｂ】

【Ｂ】

H=1300

Ｓ
A

電灯設備平面図②（改修後）
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1/100

電 気

ベット

ベット

仮眠室Ａ 仮眠室Ｂ

ベット

ベット

ベット ベット

ベット

仮眠室Ｃ

ベット
ベット

ベット ベット

TEL TEL

９ 10 11 12

6,000 6,000 6,000 6,000

13

6
,5
00

36
5

既設流用 既設流用既設流用

既設流用

1T-1へ

1T-1へ

1T-3へ

1T-1へ
T-3へ

Ｅ－０８

仮眠室Ｂ仮眠室Ａ 仮眠室Ｃ

女性用仮眠室

倉庫

９ 10 11 12

6,000 6,000 6,000 6,000

13

6,
50
0

3
65

　＜凡例＞

TEL

　撤去

1T-3へ

　HP1.2-3C(天井)既設配線（立下PF16）

　EM-HP1.2-3C

電話用ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ

ｱｯﾃﾈｰﾀ

　TKEV0.4-10P(PF28)

WP

ベットベット

改修前

改修後

弱電設備平面図
(改修前、改修後）
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1/100

電 気

ベット

ベット

仮眠室Ａ 仮眠室Ｂ

ベット

ベット

ベット

ベット

ベット ベット

ベット

ベット

仮眠室Ｃ

ベット
ベット

ベット

ベット

ベット

ベット

ベット

仮眠室Ｂ仮眠室Ａ 仮眠室Ｃ

女性用仮眠室

倉庫

既設煙感知器

既設煙感知器

９ 10 11 12

6,000 6,000 6,000 6,000

13

９ 10 11 12

6,000 6,000 6,000 6,000

13

6
,5
00

36
5

6,
50
0

3
6
5

Ｅ－０９

　＜凡例＞

　AE1.2-2C(天井)

　EM-AE1.2-2C(天井)

　差動式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器2種

撤去

改修後

改修前

火災報知設備平面図
（改修前、改修後）
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碧南消防署仮眠室改修工事

使用機器表・衛生機器表
Ｍ－０１

洋風便器

手洗器

機器名称

衛生機器表

備考

１

１

数量仕様・付属品

洗浄便座、床排水、

扉付ﾐﾄﾞﾙｷｬﾋﾞﾈｯﾄ（壁埋込取り付け)

手洗い器

(LIXIL) YBC-230P、DT-Z350、KW-KB31

参考品番　　

(TOTO)

L-A74HC

CF-AA64KUT/JD

(LIXIL)

CS232BM、SH232BS、TCF6624

TSF-107

能力・仕様・付属品等名称

空調機器表

記号

冷房能力:6.00kw　暖房能力：7.20kw

塩害対策仕様

電源:単相200V

マルチエアコン屋内機・天井埋込タイプ(1方向吹出)ＭＡi－１

ＭＡo－１

冷房能力:2.20kw

ワイヤードリモコン

マルチエアコン屋外機・３室用

棚付き二連紙巻器

WYV1616JKX3AK

ｼｽﾃﾑﾊﾞｽ

洗濯機ﾊﾟﾝ

洗面化粧台

ﾐﾄﾞﾙｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

洗い場水栓　シャワー　ミラー　タオル掛け

640×640

１

１

ﾐﾗｰｷｬﾋﾞﾈｯﾄ W550

ｶｳﾝﾀｰ・ﾍﾞｰｽｾｯﾄ W1350 １

浴室換気乾燥暖房機能付き（ランドリーパイプ1本付属）

浴室換気乾燥機リモコン共

屋外SUS製丸形ﾌｰﾄﾞ(防虫網付)

ｺﾝｾﾝﾄ・配線内蔵+ﾄﾞﾗｲﾔｰ用ｺﾝｾﾝﾄ

LSL870ARP

TH403FW

UGW104

(TOTO)

(LIXIL)

(LIXIL)

(LIXIL)

(TOTO)

(TOTO) LCSHBC00GHAAR1LGG・LHBLS727CZ

LJSHB003HNG1A・LMHB120RGLC1A

LBHB085AGAGG1W・LTSHB015AWA1W

NSKO-201・NSK301C(2ケ)

排水ﾄﾗｯﾌﾟ横引

緊急止水弁付横水栓PWP640N2W・TW11R

LAVFH-120R-A

MLA1-1204TVBUR-A-S

L5S-156MVLK-A

PF-6464AC・LF-WJ50KQA

BKW-1616LBM-C+HRC4

(TOTO)

KF-3035

YM3035A 化粧鏡　300×350　

(LIXIL)

(TOTO)

化粧鏡

数量 備考

　３

　１

ＫＫ－１ 自然給気ﾕﾆｯﾄ(天井据付)

参考品番：P-13TQU2(三菱電機)

口径：φ100　外気清浄ﾌｨﾙﾀｰ

屋外SUS製丸形ﾌｰﾄﾞ(防虫網付)

Ｆ－１

名称

パイプファン

参考品番：V-08XPLD2(三菱電機)

能力・仕様・付属品等

風量：50m3/h　電源：単相100V　口径：φ100

屋外SUS製丸形ﾌｰﾄﾞ(防虫網付)

備考数量

Ｆ－３ 天井換気扇 風量：50m3/h　静圧：30Pa電源：単相100V　口径：φ100

参考品番：VD-10C13(三菱電機) 屋外SUS製丸形ﾌｰﾄﾞ(防虫網付)

天井換気扇

屋外SUS製丸形ﾌｰﾄﾞ(防虫網付)

Ｆ－２

参考品番：VD-07C13(三菱電機)

風量：20m3/h　静圧：30Pa電源：単相100V　口径：φ75

２１

　１

２０

記号

換気機器表

　３

使用機器表

記号 能力・仕様・付属品等 数量

　１

備考

ＥＷ－１ 電気温水器

ﾀﾝｸ容量：370L　寸法：680×760×H1830自動風呂給湯タイプ

ﾒｲﾝﾘﾓｺﾝ　浴室ﾘﾓｺﾝ　耐塩害仕様

名称

電源:単相200V　最大消費電力:4.5kW　ﾋｰﾀｰ:4.4kW

参考品番：SRT-J37CDH5(三菱電機)

参考品番：MXZ-6021AS(三菱電機)

参考品番：MLZ-M2222AS-IN(三菱電機)

化粧鏡　305×356 １
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Ｍ－０２

１ １ １ ２ １ ３

6, 000 6, 000 6, 000 6, 000 6, 000

１４ １５ １６

仮眠室Ｃ

器具庫

食堂
厨房

食品庫

ボイラー室

洗面室

（休憩室）

乾燥室

20

20

女性用仮眠室

清掃

土＋RC

HIVP20

仮眠室Ｃ

器具庫

食堂
厨房

食品庫

ボイラー室

洗面室

（休憩室）

乾燥室

20

20

YR

１
ＥＷ

☆☆

HIVP20(地中配管)

女性用仮眠室

以降平面詳細図参照

清掃

土＋RC

PB:100×100×100 SUS WP

EM-CEE1.25mm2-2C(PF16) 

EM-CEE1.25mm2-2C×2(E25) 

コア抜き箇所☆

HIVP 20 給水管保温は屋外露出：e2･(ﾊ)･Ⅰ

 浴室リモコンYR

MR  メインリモコン

改修後

改修前

SV-20(B-1)撤去

給排水設備平面図
(改修前、改修後）



800

1
,0

00

１

EW-1基礎:H150(建築工事)

ＥＷ

ﾄﾞﾚﾝはGLで放流

GV-20

20
50
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1/30

50

40

20

20

20

50

COA-50

40

40(床下配管)

50

20

20

20

H
H

75<地中配管>

浴槽ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

20

VC-40

ＡＢ

75<地中配管>

6
00

800

20

-700

-680

桝リスト

記号 種別 曲り合流 桝径 排水管径 上部 管底深さ

汚水用ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝 200φ

汚水用ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝 200φ

Ａ

Ｂ

90Y

45Y

備考

150φ

150φ

VP150配管切断・接続

記号

H

種別

給水管

給湯管

名称

水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

ふろ配管

電温ﾄﾞﾚﾝ 耐熱性硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管HT

一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管

一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管

番号

JWWA K 116

呼称

SGP(VB)

HTJIS K 6776

JIS G 3448

JIS G 3448

SU

SU

20

塩ﾋﾞ蓋75

75 75
75

既設排水管VP-150<GL-700>

ｺﾝｸﾘｰﾄﾍﾞｰｽ(L300)

碧南消防署仮眠室改修工事

40(天井配管)

斜線:ｱｽﾌｧﾙﾄ切断→撤去→復旧

排水管

通気管 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管(屋外ｶﾗｰVP) JIS K 6741

JIS K 6741 VP

VP

給湯管保温

給水管保温

屋外露出：e2･(ﾛ)･Ⅰ

屋内：c･(ﾊ)･Ⅶ

ｺﾝｸﾘｰﾄ穴開け　ﾓﾙﾀﾙ補修

空調ﾄﾞﾚﾝ VPJIS K 6741硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ配管

配管保温(SUS)×2

Ｍ－０３

SU20,HIVP20,SU13,SU13

鋳鉄蓋(T-8)

鋳鉄蓋(T-8)

配管U字溝蓋(建築)

以降平面図

☆

☆☆
☆☆

給排水設備平面詳細図

ｺﾝｸﾘｰﾄﾍﾞｰｽ(L300)
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．
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　級建築士登録第　　　　　　　　号

尺

縮

容
内

図
面工事名称

衣浦東部広域連合
1/100

機 械

碧南消防署仮眠室改修工事

9.5/15.9,CEE1.25-2C

①

②

　配管切断ケ所を示す。

　EM-CEE1.25mm2-2C(天井)立下(PF16)

　＜凡例＞

　新設配管を示す。

　既設配管を示す。

　撤去を示す。

R

R 12.7/28.6,EM-CEE1.25-2C

6.4/12.7,EM-CEE1.25-2C

R
③

R
④ 12.7/25.4、CEE1.25-2C

R
⑤

　取外し、再取付

Ｍ－０４

①

取外し・再取付
MAC

3-1
×６

MAC

3-1
×６

R

R

R

R

R

R

R

R

R

取外し・再取付

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

仮眠室Ａ 仮眠室Ｃ仮眠室Ｂ

R

RR

D

D

D

32

25

25

Ｒ

CVV1.25-2C：撤去

MAC

3-2

撤去

4.5kW

①
①

②

R R

MAC

3-1
×６取外し・再取付

6,000 6,000 6,000 6,000

９ 10 11
屋外機MAC-3冷房能力：40.0kW(2階屋上設置)

冷媒充填量：6.5kg　回収→再充填

①

⑤ ①

① ①

①

①

④ ②
②

R

R

R

D

R

１

MAo

D

MAC

3-1
×６

MAC

3-1
×６

MAC

3-1
×６取外し・再取付

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

★

取外し・再取付 取外し・再取付

D

Ｒ

ＲＲ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

仮眠室Ａ 仮眠室Ｃ仮眠室Ｂ

女性用仮眠室

倉庫

25

20

Ｒ
②

①

③
③

②
②②

①

①
④⑤

①
①

①

①

①

①

①

6,000 6,000 6,000 6,000

９ 10 11 12 13

MAi

１

MAi

１

MAi

１

③

25

20

改修後

D 空調ドレン配管

6.35/9.52,EM-EEF2.0-3C

空調リモコンケーブル　CVV1.25-2C（MMA）撤去

　　　　　　　　　　　CEE1.25-2C（PF16）新設

ドレン管保温　屋内：c2･(ﾊ)･Ⅶ 

冷媒管保温　屋外：E2･(ﾊ)･Ⅵ

コア抜き

R

×2

☆

□

□

□

□

□ □

□

□ □

□

□

□

□

□ □

□

□
□

□

□

□

□

□□□

□ □

□□□□

□ □

□□□

□

☆
ｺﾝｸﾘｰﾄﾍﾞｰｽ　L=500

空調設備平面図
(改修前、改修後)

改修前



５

７

１台は残置

　３

　１

数量 備考

口径：φ150　風量：165ｍ/h

口径：φ150　風量：240ｍ/h

能力・仕様・付属品等

天井換気扇

空調換気扇

名称

ＶＦ－７

ＡＥＸ－５

撤去換気機器表

記号

碧南消防署仮眠室改修工事

一級建築士登録第１５１６５５

杉　浦　勝　裕

ナニワ建築設計室
．

設計者

図
製
図
検

．．／

／ ． ． ／ ． ．

．．／

／ ． ．

．．／
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工
図
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作

確
認
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承

保
管 正

訂

．

．
．
．

．

記
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面
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分

区
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　級建築士登録第　　　　　　　　号

尺

縮

容
内

図
面工事名称

衣浦東部広域連合
1/100

機 械

AEX

５

AEX

５

AEX

φ150

φ150

φ150×2 φ150×2

φ150

φ150
φ150×2

φ150

VF

既設撤去

VF

７
既設残置既設撤去

既設撤去 既設撤去

ベット
36

5
6
,5

00
1,

50
0

1
20

仮眠室Ａ 仮眠室Ｂ

ベット

ベット

ベット

ベット

ベット ベット

ベット

ベット

仮眠室Ｃ

6,000 6,000 450 5,100 450 450 4505,100

4,
40

7
2
,4

5
8

1,
50

0

Ｇ

Ｈ

Ⅰ

ベット
ベット

ベット

ベット

ベット

ベット

ベット

AEX-5：ｽｲｯﾁ撤去
 

IV 2.0×2

IV 2.0×2

φ150

既設1L-1

配線撤去

12

SPφ150閉塞

　＜凡例＞

　配管切断を示す。

　撤去を示す。

　VVF2.0-3C：空調換気扇電源(撤去）

既設換気制御線　VVF1.25-2C

９ 10 11 12

6,000 6,000 6,000 6,000

13

取外し・再取付

既設換気扇

Ｍ－０５
換気設備平面図（改修前）

　残置配管を示す。



碧南消防署仮眠室改修工事

一級建築士登録第１５１６５５

杉　浦　勝　裕

ナニワ建築設計室
．

設計者

図
製
図
検

．．／

／ ． ． ／ ． ．

．．／

／ ． ．

．．／
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　級建築士登録第　　　　　　　　号

尺

縮

容
内

図
面工事名称

衣浦東部広域連合
1/100

機 械

KK

１

１

KK

１

KK

Ｆ

２

KK

１

１

KK

１

KK

　既設配管を示す。

　＜凡例＞

　新設配管を示す。

仮眠室Ａに同じ 仮眠室Ａに同じ

KK

１

１

KK

S
P
φ

75

S
P
φ

10
0

S
Pφ

1
00

36
5

6
,5

00
1,

50
0

９ 10 11 12 13

6,000 6,000 6,000 6,000

6,000 6,000 450 5,100 450 450 4505,100

4,
40

7
2
,4

5
8

1,
50

0

Ｇ

Ｈ

Ⅰ

仮眠室Ｂ仮眠室Ａ 仮眠室Ｃ

倉庫

Ｆ

２

Ｆ

２

Ｆ

Ｆ

２

Ｆ

２

２

36
5

6
,5

00
1,

50
0

6,000 6,000 450 5,100 450 450 4505,100

4,
40

7
2
,4

5
8

1,
50

0

Ｇ

Ｈ

Ⅰ

仮眠室Ｂ仮眠室Ａ 仮眠室Ｃ

仮眠室Ｄ

１

KK

★★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

S
P
φ

10
0

Ｆ

１

Ｆ

１

Ｆ

１

２

Ｆ

Ｆ

２
Ｆ

３

S
Pφ

7
5

SP
φ
1
00

S
Pφ

7
5

SP
φ
1
00

Ｍ－０６

換気量計算書

部屋名称

トイレ

洗濯室

洗面

居室

女性用仮眠室

部屋面積

5.80m2

1.90m2

2.60m2

2.60m2

16.00m2

5.10m2

天井高

2.60m

2.60m

2.60m

2.60m

2.60m

2.60m

気積

15.1m3

5.0m3

7.0m3

7.0m3

42.0m3

13.3m3

換気計算方法

シックハウスによる計算

気積×0.5回

換気回数による計算

気積×10回

換気回数による計算

気積×5回

換気回数による計算

気積×5回

シックハウスによる計算

気積×0.5回

シックハウスによる計算

気積×0.5回

必要換気量

8.0m3/h

50.0m3/h

35.0m3/h

35.0m3/h

21.0m3/h

7.0m3/h

換気機器

F-2 天井換気扇

ＶＤ－０７ＺＣ13

風量：30m3/h　静圧30Pa

口径：φ75

F-1 ﾊﾟｲﾌﾟﾌｧﾝ

Ｖ－０８ＸＰＬＤ2

風量：50m3/h

口径：φ100

F-1 ﾊﾟｲﾌﾟﾌｧﾝ

Ｖ－０８ＸＰＬＤ2

風量：50m3/h

口径：φ100

F-1 ﾊﾟｲﾌﾟﾌｧﾝ

Ｖ－０８ＸＰＬＤ2

風量：50m3/h

口径：φ100

F-3 天井換気扇

ＶＤ－１０Ｃ13

風量：50m3/h　静圧30Pa

口径：φ100

F-2 天井換気扇

ＶＤ－０７ＺＣ13

風量：30m3/h　静圧30Pa

口径：φ75

仮眠室A･B･C

　ｺﾝｸﾘｰﾄ穴開け　φ100用

　ｺﾝｸﾘｰﾄ穴開け　φ75用

★

☆

☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆

換気設備平面図(改修後）



衣浦東部広域連合

設計者 検算者

工 事 名 碧南消防署仮眠室改修工事

工 事 場 所 碧南市港本町地内

設 計 金 額 円也

工 事 価 格 円

消費税相当額 円

工 事 概 要 仮眠室改修工事
　・仮眠室ＡＢＣ　　床面積　各４１．１９㎡
　・仮眠室Ｄ　　　　床面積　　４１．１９㎡
　　　便所、洗面所、脱衣室、浴室
　・倉庫

設 計 書



碧南消防署仮眠室改修工事

備考表示 タイトル 標準単価ファイル名

R707新建 R7-07 新営単価(建築) 01_250716_新営建築.fkfb

R707建執 R7-07 執並改修単価(建築) 04_250716_執並建築.fkfb

R707新電 R7-07 新営単価(電気) 02_250716_新営電気.fkfb

R707電執 R7-07 執並改修単価(電気) 05_250716_執並電気.fkfb

R703電再 R7-03 電気撤去単価(再使用) 15_250316_公建電気（撤再使）.fkfb

R703電非 R7-03 電気撤去単価(非再使用) 16_250316_公建電気（撤非再使）.fkfb

R703電労 R7-03 電気労務単価 17_250316_公建電気（労務）.fkfb

R707新機 R7-07 新営単価(機械) 03_250716_新営機械.fkfb

R707機執 R7-07 執並改修単価(機械) 09_250716_執並機械.fkfb

R703機再 R7-03 機械撤去単価(再使用) 22_250316_公建機械（撤再使）.fkfb

R703機非 R7-03 機械撤去単価(非再使用) 23_250316_公建機械（撤非再使）.fkfb

R703機労 R7-03 機械労務単価 24_250316_公建機械（労務）.fkfb

C 建築コスト情報 2025年春

S 建築施工単価 25・春号

B 建設物価 2025年4月号

見 見積

11

No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

12

14

15

16

13



工事費内訳 1

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考
直接工事費      

建築工事        
1   

式
電気設備工事    

1   
式

機械設備工事    
1   

式
計

共通費          

  共通仮設費    
1   

式
  現場管理費    

1   
式

  一般管理費等  
1   

式
計

工事価格        
1   

式
消費税等相当額  

1   消費税率 10 ％
式

工事費          
1   

式



工事種別内訳 2

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考
建築工事        

1   
式

電気設備工事    
1   

式
機械設備工事    

1   
式

計



建築工事　科目別内訳 3

仮眠室

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考
直接仮設        

1   
式

木              
1   

式
金属            

1   
式

建具            
1   

式
塗装            

1   
式

内外装          
1   

式
雑工事          

1   
式

家具            
1   

式
撤去            

1   
式

発生材処理      
1   

式
計



建築工事　細目別内訳 4

仮眠室 直接仮設

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
内部足場        脚立足場                        

1   
式

くさび緊結式足場 W=600                           
（手すり先行方式 3.5ヶ月　約35.1㎡               1   
）              式
墨出し          

1   
式

養生            
1   

式
整理清掃        
後片付け        1   

式
計



建築工事　細目別内訳 5

仮眠室 木

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
壁合板          ラワン合板t12                   

22.8 
㎡

壁合板          施工手間                        
22.8 

㎡
床　床下地      H200　フリーフロア同等品以上    

6.5 
㎡

浴室建具枠      
4.8 

ｍ
計



建築工事　細目別内訳 6

仮眠室 金属

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
ALC100水切り    

5.1 
ｍ

軽量鉄骨天井下地 19形(屋内) ふところ1.5ｍ未満    
下地張りなし @225 ｲﾝｻｰﾄ含む     33.3 

㎡
軽量鉄骨壁下地   65形 下地張りあり @450         

504   
㎡

軽量鉄骨壁下地  100形 下地張りあり @450         
29.9 

㎡
天井点検口      一般ﾀｲﾌﾟ ｱﾙﾐ製 内外枠共額縁     

450角                           13   
か所

軽量鉄骨壁      65形  出入口等                  
開口部補強      27   

か所
軽量鉄骨天井    19形 450角、450φ以下           
開口部補強      ﾎﾞｰﾄﾞ切込み共                   13   

か所
軽量鉄骨天井    仮眠室D室内機                   
開口部補強      3   

か所
物干し金物      仮眠室D                         

2   
か所

床点検口        屋内用   一般型貼物用 ｱﾙﾐ製枠   
ｱﾙﾐ目地   鍵無  450角           1   

か所
計



建築工事　細目別内訳 7

仮眠室 建具

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
1/LSD           焼付塗装　自動閉鎖              

3   
か所

2/LSD           焼付塗装　自動閉鎖              
1   

か所
3/LSD           焼付塗装　自動閉鎖              

10   
か所

4/LSD           焼付塗装　自動閉鎖              
10   

か所
1/WD            枠込                            

1   
か所

2/WD            枠込                            
1   

か所
3/WD            枠込                            

1   
か所

計



建築工事　細目別内訳 8

仮眠室 塗装

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
外装薄塗材 E    ALCﾊﾟﾈﾙ面 砂壁状 吹付け         

下地調整費(C-1)共               8.9 
㎡

ＳＯＰ塗り      木部           工程B種 塗料1種  
素地B種                         16   

㎡
ＯＳ塗り        木部             素地B種        
(糸幅300㎜以下) 4.8 

ｍ
ＳＯＰ塗り      木部           工程B種          
(糸幅300㎜以下) 下地調整RB種(塗替え面)          24.5 
改修仕様        ｍ
マスチック塗装  廊下補修部　MR-CE　素地ごしらえ 

含                              5.7 
㎡

ＳＯＰ塗り      木部           工程B種          
(糸幅300㎜以下) 下地調整RB種(塗替え面)          11   
改修仕様        ｍ
ＳＯＰ塗り      木部           工程B種(屋内)    
(糸幅300㎜以下) 素地A種                         4.3 

ｍ
計



建築工事　細目別内訳 9

仮眠室 内外装

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
ＡＬＣ１００    付属金物シーリング材工共　8.9㎡ 

1   
式

発泡ウレタン吹付 t50　A種1                       
8.9 

㎡
発泡ウレタン吹付 t100　A種1                      

9.3 
㎡

天井　不燃積層  厚 9.5   不燃                   
せっこうﾎﾞｰﾄﾞ   化粧有り(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ) 突付け        9.2 
張り(GB-NC)     ㎡
天井　不燃積層  厚 9.5   不燃                   
せっこうﾎﾞｰﾄﾞ   化粧無し          継目処理      6.5 
張り(GB-NC)     ㎡
天井            厚12.5   不燃   継目処理        
せっこうﾎﾞｰﾄﾞ   26.9 
張り(GB-R)      ㎡
天井            
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張り     33.4 

㎡
天井廻縁        塩化ﾋﾞﾆﾙ製                      

212   
ｍ

壁              厚12.5   不燃                   
せっこうﾎﾞｰﾄﾞ   鋼製､木､ﾎﾞｰﾄﾞ下地 継目処理      604   
張り(GB-R)      -             -                 ㎡
壁              A 級                            
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張り     550   

㎡
壁紙素地ごしらえ ﾎﾞｰﾄﾞ面       工程B種 -         

44.3 
㎡

グラスウール    t100 24kg/m2                    
10.6 

㎡
ダンピングシート

159   
㎡

壁              厚12.5   不燃                   
せっこうﾎﾞｰﾄﾞ   鋼製､木､ﾎﾞｰﾄﾞ下地 突付け        162   
張り(GB-R)      -             -                 ㎡
防湿シート      

25.5 
㎡
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仮眠室 内外装

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
床ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ     厚7.0                           

25.5 
㎡

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ       ﾏｰﾌﾞﾙ 厚さ2.0 複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS   
一般床 熱溶接工法 -             113   

㎡
ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ       厚さ2.0 ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙKT    

多湿部 -                        6.5 
㎡

ﾋﾞﾆﾙ幅木張り    高さ60                          
198   

ｍ
木幅木          倉庫　高さ75                    

4.3 
ｍ

既設ドア撤去部補 各室入口                        
修              4   

か所
計
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仮眠室 雑工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
駐車場文字      軽                              

1   
か所

パーキングブロッ 取外再取付                      
ク              2   

個
U字溝           300B　L=3000                    

1   
式

給湯器架台      
1   

か所
遮光カーテン    仮眠室A,B,C　W:1,950 H:1,700    

カーテンレール共                6   
か所

遮光カーテン    仮眠室A,B,C　W:1,160 H:1,700    
カーテンレール共                3   

か所
カーテンレール  仮眠室D　W:1,100 H:2,600        

1   
か所

遮光カーテン    仮眠室D　W:1,100 H:2,600        
1   

か所
既設ベッド移動  組外し、組立て、移動　18台      

1   
式

浴室床換気パイプ VP100                           
1   

ｍ
計



建築工事　細目別内訳 12

仮眠室 家具

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
下足入          

4   
か所

計
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仮眠室 撤去

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
ｶｰﾍﾟｯﾄ撤去      集積共                          

188   
㎡

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ撤去   集積共                          
3.5 

㎡
天井下地撤去    集積共                          

52.9 
㎡

天井合板･ﾎﾞｰﾄﾞ  一重張り 一般                   
撤去            集積共                          168   

㎡
壁合板･ﾎﾞｰﾄﾞ    一重張り 一般     集積共        
撤去            142   

㎡
軽量鉄骨撤去    集積共                          

89.3 
㎡

有孔合板撤去    一重張り 一般     集積共        
127   

㎡
壁ｸﾛｽ撤去       集積共                          

20.8 
㎡

カーテンボックス カーテン共                      
撤去処分        20.4 

㎡
パーテーション  カーテン共                      
撤去処分        3   

か所
サッシ撤去処分  W5.1×H1.6                      

カッター入、ガラス共            1   
か所

建具撤去処分    
4   

か所
肋木撤去処分    

1   
か所

計
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仮眠室 発生材処理 運搬処分

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
撤去材運搬      ｶｰﾍﾟｯﾄ                          

0.3 
ｍ3

撤去材運搬      ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ                       
0.1 

ｍ3
撤去材運搬      天井下地                        

0.02
ｍ3

撤去材運搬      天井合板・ﾎﾞｰﾄﾞ                 
1.9 

ｍ3
撤去材運搬      壁合板・ﾎﾞｰﾄﾞ                   

1.7 
ｍ3

撤去材運搬      壁下地                          
0.04

ｍ3
撤去材運搬      有孔合板                        

1.5 
ｍ3

撤去材運搬      壁ｸﾛｽ                           
0.02

ｍ3
発生材積込み    

5.6 
ｍ3

発生材処分      ｶｰﾍﾟｯﾄ                          
0.2 

ｔ
発生材処分      ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ                       

0.2 
ｔ

発生材処分      天井下地                        
0.1 

ｔ
発生材処分      天井合板・ﾎﾞｰﾄﾞ                 

1.2 
ｔ

発生材処分      壁合板・ﾎﾞｰﾄﾞ                   
1.4 

ｔ
発生材処分      壁下地                          

0.3 
ｔ
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仮眠室 発生材処理 運搬処分

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
発生材処分      有孔合板                        

0.9 
ｔ

発生材処分      壁ｸﾛｽ                           
0.01

ｔ
産業廃棄物税    

1   
式

計
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仮眠室

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考
電灯設備        

1   
式

コンセント設備  
1   

式
拡声設備        

1   
式

火災報知設備    
1   

式
発生材処理      

1   
式

計
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仮眠室 電灯設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
LED照明器具　A  LSS9       -4 -30      LN       

2   
個

ｽﾃﾝﾚｽ製吊具     
2   

組
LED照明器具　B  LRS1       -  -05      LN       

21   
個

LED照明器具　C  LRS1       -  -13      LN       
14   

個
LED照明器具　D  
ﾌﾞﾗｹｯﾄ          20   

個
LED照明器具　E  
ﾌｯﾄﾗｲﾄ          20   

個
非常用          K1-LRS11       -1     -         
LED照明器具　F  24   

個
ﾃﾚﾋﾞｲﾝﾀｰﾎﾝ      

1   
組

冷媒漏洩検知器  
20   

個
人感ｾﾝｻｰ        親機　8Aﾀｲﾌﾟ　広角              

4   
個

人感ｾﾝｻｰ        子機                            
1   

個
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 1.6㎜- 2C ﾋﾟｯﾄ・天井            
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 215   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 1.6㎜- 2C 管内                  
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 68   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 1.6㎜- 3C ﾋﾟｯﾄ・天井            
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 142   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 1.6㎜- 3C 管内                  
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 33   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
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仮眠室 電灯設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
EM-EEFｹｰﾌﾞﾙ     2.0㎜- 2C 盤内                  

6   
ｍ

合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 16㎜           
電線管 (PF単層) 30   

ｍ
合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 22㎜           
電線管 (PF単層) 40   

ｍ
1種金属線ぴ(MM1) A型(25.4㎜)                     

2   
ｍ

1種金属線ぴ(MM1) A型(25.4㎜) ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ           
附属品          1   

個
1種金属線ぴ(MM1) A型(25.4㎜) 1個用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ      
附属品          1   

個
ﾜｲﾄﾞﾊﾝﾄﾞﾙ形ｽｲｯﾁ 1P 15A ×1    3W 15A ×1        
(樹脂ﾌﾟﾚｰﾄ付)   -                               40   
ﾈｰﾑ無           個
ﾜｲﾄﾞﾊﾝﾄﾞﾙ形ｽｲｯﾁ 1P 15A ×2    -                 
(樹脂ﾌﾟﾚｰﾄ付)   -                               4   
ﾈｰﾑ無           個
ﾜｲﾄﾞﾊﾝﾄﾞﾙ形ｽｲｯﾁ 1P 15A ×1    -                 
(樹脂ﾌﾟﾚｰﾄ付)   -                               1   
ﾈｰﾑ無           個
人感ｾﾝｻｰ切替    樹脂ﾌﾟﾚｰﾄ                       
ｽｲｯﾁ            3   

個
ｾﾝｻｰ用切替ｽｲｯﾁ＋ 樹脂ﾌﾟﾚｰﾄ                       
換気扇用ｽｲｯﾁ    1   

個
合成樹脂製      中四角 浅型         D44         
ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ(ｶﾊﾞｰ 144   
付)             個
EM-AEｹｰﾌﾞﾙ      1.2 ㎜-   2C                    

ﾋﾟｯﾄ・天井                      7   
ｍ

EM-AEｹｰﾌﾞﾙ      1.2 ㎜-   2C                    
管内                            2   

ｍ
換気扇用ｺﾝｾﾝﾄ   連用形2P15A×1                  
(樹脂ﾌﾟﾚｰﾄ付)   -                               3   

125V                            個
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仮眠室 電灯設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
漏電遮断器      ELCB2P　50AF/20AT               

4   
個

配線用遮断器    MCB2P　50AF/20AT                
3   

個
配線用遮断器    MCB2P　50AF/30AT                

1   
個

撤去工事        ｺﾝｾﾝﾄ工事含む                   
1   

式
ｺｱ抜き          

1   
式

計
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仮眠室 コンセント設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
開閉器箱        ELCB2P  50AF× 2個              
(屋外形)        1   

個
ｺﾝｾﾝﾄ           連用形2P15A×2                  
(樹脂ﾌﾟﾚｰﾄ付)   -                               22   

125V                            個
ｺﾝｾﾝﾄ           連用形2P15A×2                  
(樹脂ﾌﾟﾚｰﾄ付)   (接地端子付)                    3   

125V                            個
ｺﾝｾﾝﾄ           連用形2P15A×2                  
(樹脂ﾌﾟﾚｰﾄ付)   (接地極×2付 一体形)            2   

125V                            個
合成樹脂製      中四角 浅型         D44         
ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ(ｶﾊﾞｰ 27   
付)             個
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2.0㎜- 2C ﾋﾟｯﾄ・天井            
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 124   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2.0㎜- 2C 管内                  
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 47   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2.0㎜- 3C ﾋﾟｯﾄ・天井            
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 118   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2.0㎜- 3C 管内                  
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 16   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
EM-CEｹｰﾌﾞﾙ      5.5mm2- 3C ﾋﾟｯﾄ・天井           

29   
ｍ

EM-CEｹｰﾌﾞﾙ      5.5mm2- 3C 管内                 
7   

ｍ
合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 16㎜           
電線管 (PF単層) 47   

ｍ
合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 22㎜           
電線管 (PF単層) 5   

ｍ
ねじなし電線管  露出配管(塗装有) 25㎜           
(E)             11   

ｍ
ねじなし電線管  露出配管(塗装有) 31㎜           
(E)             7   

ｍ
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仮眠室 コンセント設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ        200×100×100　SUS防水          

1   
個

機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 100～150mm  50mm                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   2   
配管用貫通口)   か所
ｺﾝｸﾘｰﾄﾍﾞｰｽ      L200                            

2   
台

計
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仮眠室 拡声設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
ｽﾋﾟｰｶ           SC4Hi-1(3) V3                   

5   
個

ｽﾋﾟｰｶ           天井露出　防滴型                
1   

個
EM-HPｹｰﾌﾞﾙ      1.2 ㎜-   3C                    

ﾋﾟｯﾄ・天井                      14   
ｍ

撤去工事        
1   

式
計
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仮眠室 火災報知設備 自動火災報知

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
ｽﾎﾟｯﾄ形感知器   差動式 2種  埋込                

25   
個

EM-AEｹｰﾌﾞﾙ      1.2 ㎜-   2C                    
ﾋﾟｯﾄ・天井                      66   

ｍ
火災報知        P型1級                          
立会検査        1   

１工事
撤去工事        

1   
式

計
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仮眠室 発生材処理

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
発生材処分      

1   
式

運搬費          
1   

台
計
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仮眠室

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考
衛生器具設備    

1   
式

給水設備        
1   

式
排水設備        

1   
式

給湯設備        
1   

式
空気調和設備    

1   
式

換気設備        
1   

式
処分費          

1   
式

計
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仮眠室 衛生器具設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
洋風大便器      洗浄便座、床排水                

棚付き２連紙巻器                1   
組

大便器 取付     洗浄弁式 普通便座               
1   

組
洗面器          

1   
組

洗面器 取付     自動混合水栓   大               
1   

組
ｳｫｰﾙｷｬﾋﾞﾈｯﾄ     扉付き                          

1   
組

ｳｫｰﾙｷｬﾋﾞﾈｯﾄ取付 
費              1   

個
洗面化粧台      ｶｳﾝﾀｰ　ﾍﾞｰｽｾｯﾄ                  

ﾐﾗｰｷｬﾋﾞﾈｯﾄ                      1   
組

洗面化粧台 取付 自動水栓 1個付 大               
1   

組
洗濯機パン      洗濯機用横水栓                  

640×640                        1   
組

洗濯機ﾊﾟﾝ 取付  ﾄﾗｯﾌﾟ付き                       
1   

組
ｼｽﾃﾑﾊﾞｽ         

1   
組

ｼｽﾃﾑﾊﾞｽ         取付費                          
1   

組
化粧鏡          300×350                        

1   
枚

鏡 取付         360×450㎜程度                  
1   

枚
計
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仮眠室 給水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
給水・耐衝撃性  地中配管        20A             
ﾎﾟﾘ塩ﾋﾞ管(HIVP) 13   

ｍ
給水・耐衝撃性  屋外架空・暗渠  20A             
ﾎﾟﾘ塩ﾋﾞ管(HIVP) 3   

ｍ
給水・ﾎﾟﾘ粉体   ねじ接合        機械室・便所    
ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管       20A                            15   
(SGP-PB)改修    ｍ
給水管　保温    

1   
式

機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 100～150㎜  75㎜                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   2   
配管用貫通口)   か所
弁桝            機 械 VC-P( 550H)               

1   
組

青銅仕切弁      10K(ねじ)  20A                  
2   

個
撤去工事        

1   
式

配管切断        配管切断  20A 保温無            
(樹脂管類)      2   
･手間のみ       か所
土工事          

1   
式

計
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仮眠室 排水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
排水・硬質ﾎﾟﾘ   機械室・便所    40A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      2   
(VP)改修        ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   機械室・便所    50A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      5   
(VP)改修        ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   機械室・便所    75A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      3   
(VP)改修        ｍ
排水管・硬質ﾎﾟﾘ 機械室・便所　　75A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管（VP  7   
）ｶﾗｰ           ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   機械室・便所   150A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      1   
(VP)改修        ｍ
通気・硬質ﾎﾟﾘ   機械室・便所    40A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      10   
(VP)            ｍ
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝       桝径200φ 最大排水管径150φ     
(鋳鉄製防護ふた) 90Y､45Y､45YS 501～800   T- 8    2   

蝶番袋穴式                      組
塩ビ蓋          φ75A用                         

2   
枚

撤去工事        
1   

式
配管切断・ｺｱ抜  
き              1   

式
床上掃除口      COA  50A                        
(非防水形)      1   

個
ｱｽﾌｧﾙﾄ          撤去・復旧                      

1   
式

ｺﾝｸﾘｰﾄﾍﾞｰｽ      L300                            
4   

台
計
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仮眠室 給湯設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
電気温水器      自動風呂給湯ﾀｲﾌﾟ                

耐塩害仕様　給湯器ﾘﾓｺﾝ　2台     1   
組

大型電気温水器  400L以下                        
据付            1   

台
給水・一般配管用 拡 管 式                        
ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管     機械室・便所    13SU            5   

ｍ
給湯・一般配管用 拡 管 式                        
ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管     屋外架空・暗渠  20SU            8   

ｍ
EM-CEEｹｰﾌﾞﾙ     1.25mm2-  2C                    

管内                            20   
ｍ

ねじなし電線管  露出配管(塗装有) 25㎜           
(E)             4   

ｍ
合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 16㎜           
電線管 (PF単層) 12   

ｍ
ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽSS形    100×100×100                   
屋外(SUS防水)   2   

個
機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 100～150㎜  75㎜                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   1   
配管用貫通口)   か所
ｺﾝｸﾘｰﾄﾍﾞｰｽ      L300                            

2   
台

計
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仮眠室 空気調和設備 機器設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ    冷房能力6.0ｋｗ　暖房能力　7.2ｋ
ｴｱｺﾝｼｽﾃﾑﾏﾙﾁ     ｗ　耐塩害仕様　室外機1　室内機3 1   

台　ﾘﾓｺﾝ3台                     組
冷媒用           6.35外径(  1/4B) 液管          
断熱材被覆銅管  厚10mm以上                      25   

ｍ
冷媒用           9.52外径(  3/8B) ｶﾞｽ管         
断熱材被覆銅管  厚20mm以上                      25   

ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   屋内一般        20A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      3   
(VP)改修        ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   屋内一般        25A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      9   
(VP)改修        ｍ
保温工事        

1   
式

EM-CEEｹｰﾌﾞﾙ     1.25mm2-  2C                    
管内                            44   

ｍ
合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 16㎜           
電線管 (PF単層) 44   

ｍ
合成樹脂製      中四角 浅型         D44         
ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ(ｶﾊﾞｰ 21   
付)             個
冷媒回収・再充填

1   
式

配管切断　ｺｱ抜  
き              1   

式
撤去移設        

1   
式

ｺﾝｸﾘｰﾄﾍﾞｰｽ      L300                            
1   

台
ｺﾝｸﾘｰﾄﾍﾞｰｽ      L500                            

2   
台

計
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仮眠室 換気設備 機器設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
F-1 ﾊﾟｲﾌﾟﾌｧﾝ    風量50㎥/ｈ φ100               

3   
台

ﾊﾟｲﾌﾟ用ﾌｧﾝ 据付 150φ以下                       
3   

台
F-2 天井換気扇  風量20㎥/ｈ　φ75                

20   
台

換気扇 据付     天井埋込形                      
20   

台
F-3　天井換気扇 風量50㎥/ｈ　φ100               

1   
台

換気扇 据付     天井埋込形                      
1   

台
KK-1　自然給気ﾕﾆ 外気清浄ﾌｨﾙﾀｰ　φ100            
ｯﾄ              21   

台
換気扇 据付     150φ以下                       

21   
台

ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ       ｽﾃﾝﾚｽ製       100φ　防虫網付   
25   

個
ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ       ｽﾃﾝﾚｽ製       75φ　防虫網付    

20   
個

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ      ｲﾝｻｰﾄ無 φ75                    
(低圧ﾀﾞｸﾄ)      68   

ｍ
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ      ｲﾝｻｰﾄ無 φ100                   
(低圧ﾀﾞｸﾄ)      79   

ｍ
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ保温  ｸﾞﾗｽｳｰﾙ    屋内隠ぺい,ﾀﾞｸﾄｼｬﾌﾄ内
(32K)           ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ              100㎜   2   

保温厚25                        ｍ
撤去工事        

1   
式

配管切断・ｺｱ抜  
き              1   

式
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仮眠室 換気設備 機器設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
計
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仮眠室 処分費

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
発生材処分      

1   
式

計
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仮眠室 電灯設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
撤去工事        ｺﾝｾﾝﾄ工事含む                   

1   
式

IV電線(PF管内)  1.6㎜  × 1本                   
76   

ｍ
IV電線(PF管内)  2.0㎜  × 1本                   

174   
ｍ

合成樹脂製可とう 16 再使用しない                 
電線管          260   
(PF管､CD管)撤去 ｍ
白熱灯器具      埋込灯       再使用しない       
撤去            9   

個
蛍光灯器具      露出形     FL 40W  ×2          
(照明制御)      再使用しない                    6   
撤去            個
蛍光灯器具      露出形     FL 40W  ×1          
撤去            再使用しない                    2   

個
非常用白熱灯器具 埋込形 JE9～30W,I40W            
撤去            再使用しない                    3   

個
足元灯          埋込灯       再使用しない       

18   
個

ｺﾝｾﾝﾄ           連用形2P15A×2                  
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   -                               21   

125V                            個
ｺﾝｾﾝﾄ           連用形2P15A×1                  
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   (接地極付)                      5   

125V                            個
ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ       1P 15A ×1    ﾈｰﾑ無             
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   -             -                 3   

個
ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ       1P 15A ×3    ﾈｰﾑ無             
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   -             -                 1   

個
漏電遮断器      MCCB2P50AF/20AT                 

5   
組

計
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仮眠室 電灯設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
ｺｱ抜き          

1   
式

機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 100～150mm  75mm                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   7   
配管用貫通口)   か所
金属短管貫通処理
(壁・床共用)    12   

か所
計
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仮眠室 拡声設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
撤去工事        

1   
式

ｱｯﾃﾈｰﾀ           1W S(金属製)                   
5   

個
ｽﾋﾟｰｶ           SC4Hi-1(3) V3                   

5   
個

EM-HPｹｰﾌﾞﾙ      1.2 ㎜-   3C                    
ﾋﾟｯﾄ・天井                      10   

ｍ
EM-HPｹｰﾌﾞﾙ      1.2 ㎜-   3C                    

管内                            6   
ｍ

合成樹脂製可とう 16 再使用しない                 
電線管          6   
(PF管､CD管)撤去 ｍ
電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ    ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ(RJ11) ×1           
(樹脂製)        4   

個
TKEVｹｰﾌﾞﾙ       0.4 ㎜-  10P                    

ﾋﾟｯﾄ・天井                      15   
ｍ

TKEVｹｰﾌﾞﾙ       0.4 ㎜-  10P                    
管内                            8   

ｍ
合成樹脂製可とう 28 再使用しない                 
電線管          8   
(PF管､CD管)撤去 ｍ

計
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仮眠室 火災報知設備 自動火災報知

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
撤去工事        

1   
式

ｽﾎﾟｯﾄ形感知器   差動式 2種  埋込                
5   

個
EM-AEｹｰﾌﾞﾙ      1.2 ㎜-   2C                    

ﾋﾟｯﾄ・天井                      25   
ｍ

計
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仮眠室 発生材処理

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
発生材処分      

1   
式

スクラップ      金属くず                        
0.1 

ｔ
スクラップ      銅くず                          

7   
kg

中間処理        廃プラスチック                  
0.5 

ｍ3
蛍光灯処分費    

1   
式

計
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仮眠室 給水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
給水管　保温    

1   
式

給水管 保温     ｸﾞﾗｽｳｰﾙ                         
屋外露出,浴室 ｽﾃﾝﾚｽ鋼板         3   
 20A                            ｍ

給水管 保温     ｸﾞﾗｽｳｰﾙ                         
機械室,書庫,倉庫 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧原紙 15   
 20A                            ｍ

計

撤去工事        
1   

式
給水・耐衝撃性  地中配管        20A             
ﾎﾟﾘ塩ﾋﾞ管(HIVP) 1   

ｍ
青銅仕切弁      10K(ねじ)  20A                  

1   
個

弁桝            VC-P                            
1   

個
計
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仮眠室 給水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
土工事          

1   
式

根切り(機械)    ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3                   
排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      2.4 

ｍ3
山砂            

1.4 
ｍ3

埋戻し          機 械 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3             
排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      1   

ｍ3
残土処理        

1.4 
ｍ3

計
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仮眠室 排水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
撤去工事        

1   
式

排水・硬質ﾎﾟﾘ   地中配管       150A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      1   
(VP)            ｍ

計

配管切断・ｺｱ抜  
き              1   

式
機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 100～150㎜  63㎜                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   1   
配管用貫通口)   か所
機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 100～150㎜ 100㎜                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   2   
配管用貫通口)   か所
配管切断        配管切断 150A 保温無            
(樹脂管類)      2   
･手間のみ       か所

計

ｱｽﾌｧﾙﾄ          撤去・復旧                      
1   

式
ｶｯﾀｰ入れ        ｺﾝｸﾘｰﾄ面 厚さ20～30㎜           

2   
ｍ

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装      A-5-15 再生密粒 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ     
500㎡未満                       0.5 

㎡
ｱｽﾌｧﾙﾄ          機械 集積・積込み共             
舗装とりこわし  0.1 

ｍ3
計



機械設備工事　別紙明細 42

仮眠室 空気調和設備 機器設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
保温工事        

1   
式

排水管 保温     ｸﾞﾗｽｳｰﾙ                         
天井内,ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧筒 3   
 20A                            ｍ

排水管 保温     ｸﾞﾗｽｳｰﾙ                         
天井内,ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧筒 9   
 25A                            ｍ

排水管 保温     ｸﾞﾗｽｳｰﾙ                         
屋外露出,浴室 ｽﾃﾝﾚｽ鋼板         4   
100A                            ｍ

計

配管切断　ｺｱ抜  
き              1   

式
配管切断        配管切断  15A 保温有            
(鋼管類)        4   
･手間のみ       か所
配管切断        配管切断  30A 保温有            
(樹脂管類)      1   
･手間のみ       か所
機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 100～150㎜ 100㎜                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   1   
配管用貫通口)   か所

計
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仮眠室 空気調和設備 機器設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
撤去移設        

1   
式

CVVｹｰﾌﾞﾙ        1.25mm2-  2C                    
管内                            38   

ｍ
合成樹脂製可とう 16 再使用しない                 
電線管          2   
(PF管､CD管)撤去 ｍ
1種金属線ぴ(MM1) A型(25.4㎜)                     

36   
ｍ

1種金属線ぴ(MM1) A型(25.4㎜) ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ           
附属品          18   

個
1種金属線ぴ(MM1) A型(25.4㎜) 2個用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ      
附属品          18   

個
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調 屋内機 天井吊り -               
和機(ｾﾊﾟﾚｰﾄ･ﾏﾙﾁ)  7.1kW以下                      2   
 据付           台
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調 屋内機 天井吊り -               
和機(ｾﾊﾟﾚｰﾄ･ﾏﾙﾁ)  2.8kW以下                      18   
 据付           台
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調 屋内機 天井吊り -               
和機(ｾﾊﾟﾚｰﾄ･ﾏﾙﾁ)  2.8kW以下                      18   
 据付           台
冷媒用銅管       6.35外径(  1/4B)               

6   
ｍ

冷媒用銅管      12.7 外径(  1/2B)               
6   

ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   屋内一般        25A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      7   
(VP)            ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   屋内一般        30A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      5   
(VP)            ｍ
排水管 保温     ｸﾞﾗｽｳｰﾙ                         

天井内,ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ   7   
 25A                            ｍ

排水管 保温     ｸﾞﾗｽｳｰﾙ                         
天井内,ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ   5   
 32A                            ｍ
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仮眠室 空気調和設備 機器設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
撤去移設        

1   
式

計
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仮眠室 換気設備 機器設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
撤去工事        

1   
式

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ(低圧､ 150㎜  再使用しない             
高圧1､2ﾀﾞｸﾄ)    73   
撤去            ｍ
換気扇 据付     天井埋込形                      

1   
台

換気扇 据付     天井埋込形                      
1   

台
換気扇 据付     天井埋込形                      

3   
台

600V絶縁電線    2.0㎜  × 1本 再使用しない      
撤去            19   

ｍ
CVVｹｰﾌﾞﾙ        1.25mm2-  2C                    

ﾋﾟｯﾄ・天井                      14   
ｍ

CVVｹｰﾌﾞﾙ        1.25mm2-  2C                    
管内                            6   

ｍ
合成樹脂製可とう 16 再使用しない                 
電線管          6   
(PF管､CD管)撤去 ｍ
ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ       1P 15A ×1    ﾈｰﾑ無             
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   -             -                 4   

個
計
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仮眠室 換気設備 機器設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
配管切断・ｺｱ抜  
き              1   

式
配管切断        配管切断 150A 保温無            
(鋼管類)        7   
･手間のみ       か所
機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 100～150㎜ 100㎜                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   20   
配管用貫通口)   か所
機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 100～150㎜ 150㎜                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   26   
配管用貫通口)   か所

計
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仮眠室 処分費

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
発生材処分      

1   
式

スクラップ      金属くず                        
0.2 

ｔ
スクラップ      銅くず                          

14   
kg

中間処理        廃プラスチック                  
0.1 

ｍ3
計
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名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
共通仮設費(積上)

1      
式

仮設間仕切      撤去含む　廊下仮囲い B種　軽鉄下
地PB(片面)                      1      

式
ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ       H=1.8m　柱脚固定具共　3.5ヶ月   

30      
ｍ

キャスターゲート W5000xH1800　3.5ヶ月            
1      

か所
計


